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１．事業の概要 
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１．１ 事業の目的と手法 

 

木に対する国民の好感度は高く、過半を超える住宅は木造で建設されているものの、事

務所、商業施設等の非住宅の中大規模建築物については、木造で建設されるものは未だ少な

い状況にある。 

したがって、本事業は、中大規模木造建築物等の都市木造建築物の設計の円滑化に資す

る環境の整備を進めるため、関係団体等による中大規模木造建築物の普及促進策の総合的

な展開を図るとともに、中大規模木造建築物の設計に関する各種の技術情報のほか、中大規

模木造建築物の設計に関する講習、各種支援制度に関する情報について、関係機関、団体の

連携、協力により、インターネットを介して一元的に提供する情報インフラ（ポータルサイ

ト）を構築することを目的とする。 

 

（１） 内容 

 

① 中大規模木造建築物の情報提供のあり方、ポータルサイトの概要検討 

学識経験者、関係団体等により構成される検討委員会を設置し、中大規模木造建築

物の普及促進策とその情報提供のあり方等について検討を進めるとともに、ポータ

ルサイトのユーザー（意匠設計者、構造設計者等）のニーズ等を踏まえ、ポータルサ

イトの掲載情報の内容、構成、提供方法等や、ポータルサイトのシステム内容等につ

いて検討を行う。また、事業の進行管理及び指導監督を行う。 

 

② ポータルサイトにおいて提供する設計情報、コンテンツ等の作成検討 

検討委員会の検討結果や中大規模木造建築物に関する情報ニーズのヒアリング調

査等に基づき、中大規模木造建築物の普及促進の取組みに関する情報共有や普及促

進策の具体化方策、情報提供方策の検討を行い、ポータルサイトにおいて提供する各

種設計情報（木質材料、構造、防耐火、耐久性、各種標準図・接合部実験データ、実

例データベース等）の詳細について検討を行うとともに、掲載するコンテンツの内容

について、作成、編集を行う。 

 

③ ポータルサイトのシステム開発、Webサイトの開設等 

検討委員会の検討に基づき、ポータルサイトのシステム開発、Web上のデモサイト

を開設して検討委員、関係団体等との確認、調整を進め、Webサイトの開設を行うと

ともに、ポータルサイトの運用マニュアルの検討を行う。 

 

④ ポータルサイトの普及促進 

ポータルサイトの開設後、ポータルサイトの普及のための一般向けの中大規模木

造ポータルサイト講演会の開催を行う。 

 

⑤ 報告書の作成 

本事業の成果として、事業の成果等を取りまとめた報告書を作成、公表し、本事業

成果の普及を図る。 
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（２）事業スケジュール 

 

表 1-1-1スケジュール 

 

 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

委員会            ☆#1      ☆#2 

 

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲ

ﾄ の 検

討、開設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

中 大 規

模 木 造

建 築 普

及 促 進

策 の 検

討 

   

 

 

 

  

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの運用、
普及促進 

☆ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ
講演会 ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの掲載情報の検討 

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄのｼｽﾃﾑ検討 

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄのｼｽﾃﾑ開発 

Web ｺﾝﾃﾝﾂの作成 ☆Web の開設、 
普及促進 

ﾋｱﾘﾝｸﾞの実施 

☆ﾃﾞﾓｻｲﾄの開設 ☆ﾃﾞﾓｻｲﾄ 
 作成依頼 

中大規模木造建築 
普及促進策に係る 
各種取組みについての 
情報共有 

普及促進策の具体化検討 
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１． ２ 検討のアウトプット 

 

意匠設計者や構造設計者等が、中大規模木造建築に関する設計情報等が入手しやすくな

り、中大規模木造建築に取り組みやすくなるよう、以下の観点から中大規模木造建築ポータ

ルサイトの開設検討を中心に、検討のアウトプットとした。 

 

表 1-1-2 検討のアウトプット一覧 

 

観 点 アウトプット 

① 様々な中大規模木造建築の設計に関する情報を

手軽に入手できるようにする 

中大規模木造建築ポータルサイト

の開設、運営 

② 中大規模建築の木造化に関心のある設計者のほ

か、木に関心のある建築主向けに、ポータルサ

イトについて広く紹介する 

中大規模木造建築ポータルサイト

講演会の開催 

③ 今後、更に建築主や設計施工者に木造選択を促

すための課題と対応方策を明らかにする 

中大規模木造建築普及に向けた課

題と対応策（案） 
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１．３ 検討委員会の開催 

 

 【第１回】 

日 時：令和 2年 9月 17日（木） 10：00～12：00 

場 所：スタンダード会議室虎ノ門ヒルズ駅前店 

出席者：（順不同、敬称略）※括弧は欠席者、下線は Web出席 

委員長：大橋好光 

委 員：（稲山正弘）、腰原幹雄、（中島史郎）、（安井昇）、山代悟、安達功、槌本敬大

、 

犬飼瑞郎、海老澤渉、山辺豊彦、南孝雄、末光弘和、山田憲明、小林道和、 

白井清広、中村孝、逢坂達男、清野明、坂部芳平、（安達広幸）、青木哲也、 

功刀友輔、清水邦夫、山田誠、沼田良平、向井昭義 

行 政：【国土交通省住宅生産課】遠山明、石橋隆史、一重喬一郎、北川亮 

【国土交通省建築指導課】青木亮 

【国土交通省大臣官房官庁営繕部】（蒲谷俊樹） 

【林野庁木材産業課】竹本央記、小林真大 

【林野庁木材利用課】小木曽純子 

事務局：【住木ｾﾝﾀｰ】金子弘、辻祐司、髙橋秀樹、田中肇 

【ｱﾙｾｯﾄﾞ】大倉靖彦、山口克己、塙加寿雄 

【東京印刷】真田政彦 

 

議事概要： 

（１）国交省 挨拶 

国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室長の遠山氏より挨拶があった  

（２）委員紹介 

事務局より、委員と行政の紹介を行い、大橋委員長より挨拶があった。 

（３）今年度の取組内容の説明 

事務局より、資料を用いて今年度の取組内容の説明を行った。 

（４）ポータルサイトについて 

事務局より、資料と参考資料を用いてポータルサイトの概要説明を行った。その後、ヒア

リングの進捗報告、コンテンツの掲載内容並びに質疑応答を行った。 

（５）中大規模普及促進の取組について 

事務局より、資料と参考資料を用いて普及促進の取組内容の説明と質疑応答を行った。 

（６）今後の予定について 

事務局より、今後の予定について説明した。次回の委員会は 2月 10日若しくは 2月 12日

開催とした。 
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【第２回】 

日 時：令和 3年 2月 10日（水） 10：00～12：00 

場 所：トラストシティ カンファレンス・神谷町 

出席者：（順不同、敬称略）※括弧は欠席者、下線は Web出席 

委員長：大橋好光 

委 員：稲山正弘、腰原幹雄、中島史郎、安井昇、山代悟、安達功、槌本敬大、 

（犬飼瑞郎）、海老澤渉、山辺豊彦、南孝雄、筒井信也、山田憲明、小林道

和、 

白井清広、中村孝、逢坂達男、清野明、坂部芳平、安達広幸、青木哲也、 

功刀友輔、清水邦夫、山田誠、沼田良平、向井昭義 

行 政：【国土交通省住宅生産課】遠山明、石橋隆史、一重喬一郎、北川亮 

【国土交通省建築指導課】青木亮  

【国土交通省大臣官房官庁営繕部】蒲谷俊樹  

【林野庁木材産業課】竹本央記、小林真大  

【林野庁木材利用課】小木曽純子 

事務局：【住木ｾﾝﾀｰ】金子弘、飯島敏夫、辻祐司、増村浩、髙橋秀樹、田中肇 

【ｱﾙｾｯﾄﾞ】大倉靖彦、塙加寿雄 

【東京印刷】真田政彦 

 

議事概要： 

（１）前回議事要録の確認 

事務局より資料を用いて前回の委員会の確認を行い、今回から新たに加わった筒井委員

のご紹介をした。 

（２）ポータルサイト案の確認 

事務局より、実際のポータルサイトを開いて内容の確認を行った。その後、ポータルサイ

ト開設前の意見と課題の説明をした。事務局の真田氏より資料を用いてポータルサイトの

構成について説明した。最後に、ポータルサイトの運営について説明した後、ポータルサイ

トについての意見交換を行った。 

（３）中大規模木造建築普及促進の取組について 

事務局より、資料を用いて今年度の取組内容の説明を行い、中大規模木造建築普及につい

て意見交換を行った。 

（４）報告書の目次案 

事務局より、資料を用いて報告書の目次案の説明を行った。 

（５）全体を通じての意見交換 

Web 参加者も含め、全体を通じての意見交換会を行った。 
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（６）国交省挨拶 

国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室長の遠山氏より挨拶があった。  
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２．ポータルサイト開設に向けての取組み 
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２．１ ヒアリング実施一覧 

 

中大規模木造建築物の設計に係わる各種の設計者の情報ニーズを把握するとともに、関

係団体等における中大規模木造建築物に関する普及促進策の取組み状況、ポータルサイト

に掲載可能な各種設計情報（木質材料、構造、防耐火、耐久性、各種標準図・接合部実験

データ、実例データベース等）等の詳細のほか、中大規模木造建築普及の課題と普及促進

策について情報集約するため、検討委員会の学識者、関係団体、その他推薦を受けた設計

実務者に対してヒアリングを実施した。 
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（１）ヒアリング対象者 

 

 

ヒアリング実施日 ヒアリング先 氏名 開催場所 

2020年 8 月 6日（水） 一般社団法人 日本木造住宅産業協会 越海 興一 
東京都港区六本木 1-7-27

全特六本木ビル 

2020年 8 月 19 日（水） 一般社団法人 日本木造住宅産業協会 高橋 雅司 
東京都港区六本木 1-7-27

全特六本木ビル 

2020年 8 月 19 日（水） 公益社団法人 日本建築士会連合会 近角 真一 オンライン会議 

2020年 8 月 19 日（水） 公益社団法人 日本建築士会連合会 矢沢 秀周 オンライン会議 

2020年 8 月 19 日（水） 公益社団法人 日本建築士会連合会 廣瀬 隆志 オンライン会議 

2020年 9 月 1日（火） 一般社団法人 中大規模木造プレカット技術協会 功刀 友輔 オンライン会議 

2020年 9 月 3日（水） 一般社団法人 JBN・全国工務店協会  青木 哲也 オンライン会議 

2020年 9 月 3日（水） 一般社団法人 JBN・全国工務店協会  佐藤 一成 オンライン会議 

2020年 9 月 3日（水） 一般社団法人 JBN・全国工務店協会  阿部 一雄 オンライン会議 

2020年 9 月 4日（金） 一般社団法人 日本ツーバイフォー建築協会 清野 明 オンライン会議 

2020年 9 月 4日（金） 一般社団法人 日本ツーバイフォー建築協会 坂口 晴一 オンライン会議 

2020年 9 月 4日（金） 一般社団法人 日本建築構造技術者協会 貞広 修 オンライン会議 

2020年 9 月 4日（金） 一般社団法人 日本建築構造技術者協会 山田 憲明 オンライン会議 

2020年 9 月 4日（金） 一般社団法人 日本建築構造技術者協会 水津 牧子 オンライン会議 

2020年 9 月 7日（月） 一般社団法人 木を活かす建築推進協議会 沼田 良平 オンライン会議 

2020年 11月 24 日（火） 日本集成材工業協同組合 清水 邦夫 オンライン会議 

2020年 11月 24 日（火） 株式会社ゆたか建築設計事務所 吉永 敏久 オンライン会議 

2020年 12月 3 日（木） 一般社団法人 日本 CLT 協会 坂部 芳平 オンライン会議 

2021年 1 月 13 日（水） 安井委員（早稲田大学大学院 理工学研究所） 安井 昇 オンライン会議 

2021年 1 月 14 日（木） 山代委員（芝浦工業大学 建築学部） 山代 悟 オンライン会議 

2021年 1 月 15 日（金） 株式会社日経 BP 安達 功 オンライン会議 

2021年 1 月 19 日（火） 腰原委員（東京大学 生産技術研究所） 腰原 幹雄 オンライン会議 

2021年 2 月 1日（月） 一般社団法人 日本建設業連合会 小林 道和 オンライン会議 

2021年 2 月 1日（月） 一般社団法人 日本建設業連合会 飯田 智裕 オンライン会議 

2021年 2 月 1日（月） 一般社団法人 日本建設業連合会 花井 厚周 オンライン会議 

2021年 2 月 1日（月） 一般社団法人 日本建設業連合会 津村 千香子 オンライン会議 
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（２） 関係団体向けヒアリング項目 

 

① ポータルサイトに関するヒアリング項目例 

・ポータルサイト（デモサイト）の良い点・悪い点 

・団体として提供したい・提供可能な情報（設計技術情報、表彰制度情報、講習

会情報、担い手・サプライチェーン情報） 

・団体以外でポータルサイトに掲載が望ましい書籍、Webサイト等の情報 

② 中大規模木造建築普及の取組みに関するヒアリング項目例 

・中大規模木造建築の普及の課題について 

・上記の課題に対する取組み（予定）について 

・その他の取組み（予定） 

 

（３） 学識者、実務者向けヒアリング項目 

・中大規模建築を木造で手がけようと思ったきっかけについて 

・中大規模建築を木造でやるメリットとは 

・中大規模建築を木造でやる際に注意する点・気をつけていること、課題や問題点 

・非住宅用途で従来非木造で計画していたものを木造とした例 

・その他の参考となる取組み事例 
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２．２ ヒアリング結果概要 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－（一社）日本木造住宅産業協会 

実施日時：令和 2 年 8 月 6 日（水）16：00～17：30 
ヒアリング対象者：越海 興一（日本木造住宅産業協会） 

（敬称略） 高橋 雅司（同上） 
ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋（住木）／大倉、塙（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
・施主にどのような情報を提供すれば木造を推進してくれるかによって、コンテンツの整理の仕方が変わ

ってくるのではないか。（高橋） 
・テキストが初級者・中級者・上級者向けに整理されていると、サイトの利用者が必要な情報を選択できて

よいのではないか（越海） 
・本サイトにおける「おすすめ資料」とは初心者向けテキストの位置づけとのことだが、木住協では初心者

向け講習会も行っているため、テキスト以外の講習会資料も含まれるのではないか。（越海） 
・住木センターのグレー本（「木造軸組工法住宅の許容応力度設計」）レベルのテキストを入門書として取

り扱うのには違和感がある。入門書とは、「建てるのなら木造で」程度の資料が該当するのではないか。

（高橋） 
 
（2）参考となる資料等の情報 
・おススメ度の高いと思われる参考資料。（高橋） 

※住木センター・資料 5「中大規模木造建築物ポータルサイト参考書籍一覧」について、コンサル（日

本システム設計）による「◎（必須）」評価の資料 
木質構造接合部マニュアル軸組工法（№2） 
木造計画・設計基準の資料（平成 29 年版）（№4） 
木質構造設計規準・同解説－許容応力度・許容耐力設計法（№14） 
木造軸組工法住宅の許容応力度設計（№44） 
木質系混構造建築物の構造設計の手引き（№46） 
図解 木造住宅・建築物の防・耐火設計の手引き（№53） 

・木住協が発行している資料（別紙）（高橋） 
 
（3）参考となる追加的な情報について 
〔材料の調達に関する情報〕 
・材料の調達に関する情報が提供できるとよい。構造設計を実施したものの、材料が入手できないことが

ある。（高橋） 
 
〔設計相談先に関する情報〕 
・相談先として、設計事務所、構造事務所、工務店のリストの情報提供は可能か？（高橋） 

→公益法人のサイト（JBN 等）に飛ばすことは可能である。（住木） 
→資格者情報は公表されていることから、講習会の受講者情報を提供することの可能性はある。（住木） 
→現在中大規模木造建築物に係る公的な資格はない。（国交省） 

・設計者（高齢者施設が得意な設計事務所など）の紹介依頼の問い合わせがあるが、紹介できる事務所が必

ずしも木住協の会員でないこともある。できれば会員を紹介したいことから、紹介はお断りしているの

が現状である。（高橋） 
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・木住協の講習会を受講した会員はホームページで検索できる。（越海） 
 
〔その他の情報〕 
・コンペなど腕試しできるイベント情報についても取り扱ってはどうか。（越海） 

→支援情報は提供したい。（住木） 
→補助金や表彰制度については取り扱えるとよい。（国交省） 

・発注情報があるとよいが、情報が多くなりすぎるとサイトの管理が困難となってしまうと思われる。（越

海） 
→最新情報の発信とメンテナンスが肝要である。（住木） 

 
（4）その他 
・木住協のコンテンツがどのカテゴリーに分類されるのかを答えることはできるが、設計実務においてど

のような情報が必要なのかについて言及することは難しい。（越海） 
・木住協では講習会時のみに配布している非売品のテキストと、一般に販売しているテキストがある。（高

橋） 
→テキストの入手方法（講習会受講必須、一般販売可等）が明示されているとよい。（国交省） 

・中大規模木造建築物の耐久性、遮音性について、これからどう充実していくか、また、今後木造化による

LCC（ライフサイクルコスト）に関する情報を収集し、どのように提供していくかがテーマとなる。（ｱﾙ

ｾｯﾄﾞ） 
・S 造平屋建ての幼稚園、RC 造２階建ての学校を木造化した場合のコスト比較の資料は、本サイトに掲載

することとしている。（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
・サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）で採択された実験棟の実験結果については、今年度まとめ

て公表する予定である。（国交省） 
・国交省・官庁営繕部の「公共建築木造木工事標準仕様書」が、中大規模建築物を対象とした内容が含まれ

ると有効である。（高橋） 
・サイトの運営は補助金を活用することを想定している。サイトの運営協議会を構築し、会費と広告収入

で維持できるとよい。（住木） 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－建築士会連合会        

実施日時：令和 2 年 8 月 19 日（水）16：00～18：00（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：近角真一（集工舎建築都市デザイン研究所） 

（敬称略） 矢沢秀周（エーピーエヌ設計 ㈱） 
      廣瀬隆志（廣瀬隆志建築設計事務所） 

ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、山口（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
・既存の技術資料は色々あり、どういう点に注意して選択するとよいか分からないので、それがガイダン

スされると有難い。（廣瀬） 
・入門的な資料と各種の技術資料がリンクになっていると使い易い。（廣瀬） 

 →その方向でサイトの構成を検討している。（住木） 
・各種設計技術の選択上、属性や必修度、習熟度別などの区分を設定することに対しては、意匠設計に関し

てはその区分けが難しい面があると想定される。構造設計に関しては基準書について可能性はある。（廣

瀬、矢沢） 
→整備するメニューを順序立てて、メンテナンスしていくことを考える。（住木） 

・ポータルサイトがスマートフォンでも利用できるようになるとよい。（矢沢） 
 
（2）参考となる資料等の情報 
・構造設計に関する参考となる基礎資料。（矢沢） 

軸組工法：「木造軸組工法の許容応力度設計（2017 年版）」（住木センター） 
枠組壁工法：「枠組壁工法建築物 設計の手引き」、「同 構造計算指針」（日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会） 
設計仕様・具体例：「木造住宅工事仕様書」、「枠組壁工法住宅工事仕様書」（住宅金融普及協会） 
基礎回り：「小規模建築物基礎設計指針」（日本建築学会） 
建材情報：プレカットユーザー（エルエルアイ出版）、木材新聞、積算ポケット手帳 

 
（3）参考となる追加的な情報について 
・木造の建設コストは高いと言われるので、それについて説明できる資料が示されるとよい。（廣瀬） 
・音の問題については説明に苦慮する。参考になる情報が示されるとよい。（廣瀬） 

→コストや音に関し、既存の検討資料を紹介することは考えられる。（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
・防耐火構造については、例えば準耐火構造の仕様には、告示仕様と大臣認定仕様がある。この標準的な仕

様と他の仕様について、インデックスとなる情報があるとよい。（廣瀬） 
→防耐火構造の仕様については、既存の資料があり、それらを紹介することが考えられる。（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 

・FAQ が実務者の悩みに答えてくれるものになっていくとよい。とくに設計上の部位相互の取り合いには

悩む。（廣瀬） 
→利用者からの質問を蓄積して整えられるとよい。各部位の技術的な情報が既往にあるが、取り合い

部の情報は乏しいので難しい面はあると想定される。（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（4）その他 
・木造建築に係る様々な問題、例えば地域の問題や山の問題がある。例えば、地域産の木材を調達できるか

どうかを確認しなければ、使用する材料を決めることができない。（近角） 
・木造建築の設計は、構造設計者と協議し行うので、意匠設計上参考書籍は必ずしも必要としていない。デ
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ィテールについては彰国社刊の資料を参照することはあるが、屋根や外壁の構法は、防耐火性能に関す

る規定が大きく関係する。（近角） 
・最近の断熱や通気構法については、メーカー情報を把握する必要がある。かつて鋼構造の構法を、ビルデ

ィングエレメント別に整理した資料を作成したが、そこでは外壁や屋根の認定工法についても記載した。

金物工法や基礎工法についても、メーカーの知識を活用することでよい建築になっていく。（近角） 
・現在の木造はプレカット工法を適用せざるを得ない。設計者には製作図をチェックする技術が必要とさ

れる。（近角） 
→プレカットに対して初めての設計者が内容を把握するのは難しい。CAD を活用して 2 次元情報を 3
次元に可視化してチェックできるようになると、リスクヘッジにつながる可能性はある。（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 

・混構造の建築物は、純木造と比べると、例えば外壁構法が変わるので、対象に扱われるとよい。（廣瀬） 
・個別の設計者、施工者に関する情報を掲載することはあるか。（廣瀬、矢沢） 

→個別の事業者の情報は本サイトに直接掲載することはできないので、関係団体を通じてリンクを張

る対応となる。（住木） 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業 実務者ヒアリング－(一社)中大規模木造プレカット技術協会 

実施日時：令和 2 年 9 月 1 日（火）15：00～17：00（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：功刀 友輔（中大規模木造プレカット技術協会）（敬称略） 
ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、塙（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
〔全般〕 
・本サイトは自分自身も是非活用したい。期待をしている。（功刀） 
・こうしたサイトは更新が重要である。内容が盛り沢山なので更新・管理が大変ではないか。（功刀） 

→最終的な管理は住木センターが担うが、最新情報や書籍の登録は各団体に依頼することを想定して

いる。（住木） 
 
〔ユーザー登録〕 
・ユーザー登録に際し、利用者によっては属性が複数ある場合も想定されるので、複数選択できた方がよ

い。（功刀） 
・多くのユーザー登録者を確保するには、登録者に対して特典（書籍を市販価格より安く購入できる、資料

をデータダウンロードできる等）を付与できるとよい。（功刀） 
 
〔情報検索方法〕 
・用途を入口として調べたいケースが多いと想定されるので、用途別検索できるのはよい。（功刀） 
 
〔その他〕 
・サイトの利用者がどのページを閲覧しているのかがわかると、どのような情報が求められているのかが

把握できるのではないか。（功刀） 
・「建てるのなら木造で」は、事例紹介の最初のページに海外事例が扱われている。順番を整理した方がよ

い。（功刀） 
・弊協会で補助金を活用して整備した資料については情報提供すべきと考えるが、公開に際しては協会の

了解を得る必要がある。（功刀） 
 
（2）参考となる資料等の情報 
・資料５で取り上げている参考書籍について、協会の複数のメンバーに評価を確認する。また、他に追加す

べき書籍等がないかについても確認し、返答する。（功刀） 
 
（3）参考となる追加的な情報について 
〔講習会及びテキスト等〕 
・意匠設計者向けの「中大規模木造設計セミナー」は今年度講習会が開催しにくい状況があり、テキストの

改訂作業を建築士会と共同で進めている。（功刀） 
・「中大規模木造建築物の構造設計の手引き（黒本）」を用いた講習会、張弦梁・平行弦トラスに関する講習

会、JISトラスマニュアル講習会は今年度も開催予定である。遠方からも参加できるようオンライン講習

会を検討している。 

・工事監理マニュアルを活用した講習会を進めている。（功刀） 
→地域工務店は木造工事の準備工事、工程表作成、書類作成等の施工管理のスキルが不足している。
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ハードな部分の情報は整備されているが、ソフトな管理の部分のサポートが必要である。（大倉） 
・CAD オペレータの人材が不足している。協会会員でかつ共済会の会員を対象にスキルアップ講習を検討

しているがが、現時点では準備ができていない。（功刀） 
 
〔体制整備〕 
・プレカット工場同士の協力体制整備について委員会を組織し、ソフト面・ハード面の体制整備に取り組

んでいるが、オンラインによる協議が難しく、現在円滑に進捗できていない。 
・プレカット工場同士の協力体制整備に必要不可欠な加工データフォーマットの統一化について、主に担

っている CDXEM 協議会の予算が確保できず進捗できていない。 
 
〔その他の情報〕 
・トラス加工や特殊加工に対応可能なプレカット工場のリストについて、ホームページの改訂で表示方法

を改めたが告知が不足している。（功刀） 
・中大規模木造用のサッシに関する情報は是非共有したいと考えている。（功刀） 
 
（4）その他 
・今後ヒアリングを行う設計実務者は、木造建築に詳しい方よりも、木造に取り組み始めたばかりの方の

方が提供すべき情報が得られるのではないか。（功刀） 
→PWA で支援している設計者の方が適任ではないか。（大倉） 
→非住宅建築物に積極的に取り組んでいる設計者が適任である。（住木） 

・サイトの運営は補助金を活用することを想定している。委員会参加主体によるサイトの運営協議会を構

築し、会費と広告収入で維持できるとよい。データの更新についても主体的に参加してもらいたい。（住

木） 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－ＪＢＮ全国工務店協会 

実施日時：令和 2 年 9 月 3 日（水）13：00～14：45（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：青木哲也（青木工務店） 

（敬称略） 佐藤一成（丸喜 齋藤組） 
      阿部一雄（阿部建設） 

ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、山口（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
・大規模の建築物については、設計は外注している。外注先は知己や付き合いを通じて検討しており、サ

イトにリストがあってもいきなりアプローチすることは難しい。講習会受講者に関する情報は、設計者

のことを調べるのには参照できる。（佐藤） 
・枠組壁工法の仕事においては、講習テキストを参照している。このように、受注する建築物の工法、規

模などの要件に関係する情報を検索できるようになっているとよい。（佐藤） 
・発注者の意識を喚起するような情報についても提供されるとよい。（佐藤） 
・ユーザー登録に関して、属性が複数に該当することがあるので、考慮されるとよい。（青木） 
 
（2）参考となる資料等の情報 
・設計・施工の参考にしている資料。（阿部） 

「木造軸組工法の許容応力度設計（2017 年版）」（住木センター） 
「木造住宅のための住宅性能表示」（住木センター） 
「軸組＋ＣＬＴ」事例集（2018 年版）（日本ＣＬＴ協会）：薄型ＣＬＴの活用ガイドブック、在来工法

＋ＣＬＴパネル工法の活用術を分かり易く編集 
・設計・施工の参考にしている資料。（青木） 

「建築物荷重指針・同解説（2015）」（日本建築学会） 
「耐火木造 計画・設計・施工マニュアル」（エクスナレッジ） 
「JIS A3301：2015 木造校舎の構造設計標準／同セミナー資料」（住木センター） 
「木造軸組工法標準トラス JIS トラスマニュアル」（PWA） 
「木造住宅工事管理の実務」（彰国社／工務店サポートセンター） 
「木造住宅現場管理大系 施工手順と確認事項」（日経BP／福本雅嗣） 
「小規模建築物基礎設計指針」（日本建築学会） 
「ひとりで学べる住宅基礎の構造設計演習帳」（日本建築センター） 
「コンサイス木材百科」（（財）秋田県木材加工推進機構） 

・資料リストのうちおススメ度の高い資料等について。（青木）：別資料 
 
（3）参考となる追加的な情報について 
・バリアフリー性に関心が高く、防火性を有するサッシでバリアフリー性の高い製品の情報に乏しいので、

扱われるとよい。（阿部） 
・純木造だけでなく、混構造といった複合的な技術が実践されているので、それについても扱われるとよ

い。（阿部） 
→当初は純木造を対象にしているが、今後加えることを検討したい。（住木） 

・町場の仕事では、採算ベースを大事にしているので、特殊なものでなく、在来工法の延長でつくれるよ

うなふつうの事例（50～60 万円後半／坪程度のもの）の情報は、工務店にとっても分り易いので参照し
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たい。そうした建築物に関わる設計者の情報があれば、設計者を選ぶ際の参考にもなる。（阿部） 
→既存の事例集として既に運用している中大規模木造建築物データベースがあり、リンクさせること

が考えられる。（住木） 
→既存の事例集を活用する仕方はある。データベースは目新しいものが多いので、ふつうの事例も掲

載されることになると望ましい。（国交省） 
・施工者に関する情報があるとよいと考えるが、対象であるか。（阿部） 

→本サイトでは関係団体を通じてリンクを張る対応となる。（住木） 
→客観的に木造建築物に対応できる、できないことを判断できる手立てがないので、講習会受講者等

の情報に代替せざるを得ない。（国交省） 
・建築物の用途、規模に対する、工事費の概算を把握できる情報が提供されるとよい（青木） 

→林野庁の補助事業など、既存の資料を活用してコスト情報が整備されることが期待される。（大倉） 
・建材メーカーの技術資料を参考にしている（吉野石膏の石膏ボード資料、旭化成建材のＡＬＣパネル資

料）。（青木） 
・事例ごとの価格、地域材情報、木造建築に慣れた施工者情報、長大材や特殊加工に対応できるプレカッ

ト工場の情報が追加されるとよい。（青木） 
→プレカット工場、サプライチェーンなど担い手の情報については、関係団体とのリンクを張ること

を含めて、検討していく。（国交省） 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－（一社）日本ツーバイフォー建築協会 

実施日時：令和 2 年 9 月 4 日（金）10：00～12：00（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：清野 明（日本ツーバイフォー建築協会） 

（敬称略） 坂口 晴一（同上） 
ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋（住木）／大倉、塙（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
〔全般〕 
・使い勝手がよいと感じたが、広範な情報を取り扱っているので更新が大変ではないか。（清野） 

→各団体のサイトで提供しているコンテンツに結びつけるのが本サイトの役割であり、各団体から情

報を提供いただきながら運営していきたい。（住木） 
→サイトの運営は国交省の補助が終了しても継続させる。補助終了後は、委員会参加団体により構成

される運営協議会に移行し、会費のご協力をいただきたい。（住木） 
・ポータルサイトに追加すべき内容についてアンケートを取っているので、整理して提供する。（坂口） 
 
〔サイトの構成〕 
・本サイトを初めて利用する人、使い慣れた人等、利用経験の程度によって、ショートカットを設けるなど

サイトへの入り方が変わってもよいのではないか。（清野） 
・今後、RC＋木、S＋木、木＋木等、混構造の活用が増えていくと想定されるので、ジャンルを用意してお

くとよいではないか。（清野） 
・建物規模の選択肢があるとよいのではないか。500～1000 ㎡のニーズは多いと思われる。（清野） 
・いきなり専門的な内容ではなく、「木造建築のすすめ」のような客観的な入口を用意するとよいのではな

いか。必要とされる情報は、建物規模、防耐火制限、用途で絞られるはずである。（清野） 
→用途から入ることは多いと考えられる。用途の次に建物規模で絞り込むとよいのではないか。絞り

込んだ後におススメの示されるとよい。（大倉） 
 
（2）参考となる資料等の情報 
・協会内の中大規模木造委員会メンバーに資料５で取り上げている参考書籍を紹介し、9/17 の委員会まで

におススメ度についての意見を集約する。（清野） 
→資料 5 には、協会が発行している全ての書籍を挙げてほしい。（大倉） 

 
（3）参考となる追加的な情報について 
〔遮音性能〕 
・床の遮音性について、2×4 工法では 4.5ｍスパンまでは特に問題ないが、これを超える場合は工夫が必

要となる。しかし、床振動の評価方法が一般化されておらず、仕様・工法が一般化されていない。弊協会

では NLT（ﾈｲﾙ･ﾗﾐﾈｲﾃｨﾄﾞ･ﾃｨﾝﾊﾞｰ）の開発を進めており、振動実験を行うこととしている。（清野） 
 
〔大スパン架構〕 
・20ｍ以上の大スパンを実現可能なネイルプレ－トトラスを取り扱っている日本木質トラス協議会をアク

セス先に追加してほしい。また、在来工法のトラスについても情報公開してもらえるとよい。（清野） 
 
〔コスト〕 
・建物用途別標準プランと概算金額の共有はまだ難しい。現在（公社）日本積算協会で検討している状況で

ある。（坂口） 
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〔防耐火仕様〕 
・告示仕様による防耐火設計（60 分）の標準詳細については講習会で公開している。（坂口） 
 
（4）その他 
〔人材育成〕 
・意匠設計者に中大規模木造の設計ができる認識を持ってもらうのが重要であるが、木造設計手法に関す

る講習会は実施している（現在 WEB セミナー検討中）が、中大規模に特化した講習会は実施していな

い。（坂口） 
・耐力壁と雑壁の取り扱い方について、設計者、元請施工者向けには講習会を開催しているが、設備工事事

業者への教育が実施できていない。 
 
〔構造〕 
・高倍率壁については『枠組壁工法建築物設計の手引』及び『枠組壁工法建築物構造計算指針』（緑本）に

掲載済だが、これを超えるものの標準化は難しいため案件ごとに開発してもらうのがよい。（清野） 
 
〔防耐火〕 
・耐火構造を構成する石膏ボードは安価で高性能ではあるが、かなりの重量があるため職人が不足してい

る状況下にあっては、安価かつ軽量の材料があるとよい（願望）。（清野） 
 
〔木材供給〕 
・木材供給に関して、国産材での供給の可否に関する情報の共有が必要である。（坂口） 
・大断面材を扱えるプレカット工場は年々増えている。大断面材の加工にはフンデガーの導入が求められ

るが、どの工場にも導入すればよいわけではない。（坂口） 
→住宅用プレカット加工機にアタッチメントを設置すると 190×600×10ｍの材の加工が可能となる

と聞いている。それぞれの工場が特徴を活かした連携体制を組めるとよいのではないか。（大倉） 
 
〔設計体制整備〕 
・構造設計者が、構造設計・部材製作・施工の知見を有するコンポーネント工場と早期に協議することで効

率的な設計・施工が可能となる。（坂口） 
→パネル化、コンポーネント工場との連携体制等、構造設計の前提条件を整理したマニュアルが整備

できるとよい。（大倉） 
→施工会社、コンポーネント会社の所在が不明確である。リストを提供いただけるとよい。（一重） 
→協会内のコンセンサスを取りたい。（清野） 

 
〔防耐火関係規定〕 
・木造用防火設備は 20 分が一般的だが、省エネ性能も満足するとなると大臣認定の取得は難しい。建築基

準整備促進事業（F16）では準耐火構造の防火設備の検討を行っているが、躯体に溶接するようになって

おり納まりがよくない。（坂口） 
 
〔発注方式〕 
・設計施工分離入札の見直しについて、プロポーザルで建物規模が大きくなければ対応できるようになっ

てきている。官庁営繕部に働きかけているが、未だ難しい状況である。（坂口） 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－日本建築構造技術者協会ＪＳＣＡ 

実施日時：令和 2 年 9 月 4 日（金）13：30～15：45（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：貞広 修（清水建設・JSCA 木質系部会主査） 

（敬称略） 山田憲明（JSCA 中大規模木造建築物の構造設計支援 WG 主査） 
      水津牧子（JSCA 木造建築構造の設計 改訂 WG 主査） 

ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、山口（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
・木造の情報は氾濫しているので、どこにどのような情報があるかを整理して公開するのは有用であると

考える。ＪＳＣＡでも「中大規模木造構造設計情報サイト（仮称）」の構築を検討しており、テーマに対

して書籍名と記載ページ、ＨＰとＵＲＬ、法令の条・項・号を掲載することを考えている。（山田） 
・設計時には、多くの情報よりも、必要な情報に辿り着けることが重要である。サイト運営にあたり、本

当に重要な情報を選び提供することが肝になる。（貞広、山田） 
・サイトの中で紹介される情報が誰に対して推奨されるのかを明確にすると、分りやすく、使いやすいも

のになるのではないか。（山田） 
・デモサイトに建築主に向けたプロセス説明のページがあり、対象が分かりにくい。（水津） 

→設計者が建築主に説明するツールを示したものであり、その位置づけを明確にすることに留意する。

（大倉） 
・利用者には、例えば木造に詳しくないが非木造の経験が豊富な者もいる。こうした属性の異なる利用者

に対し、使い勝手を想定した構成になるとよい。（貞広） 
→まず建物用途で選択し、次いで防耐火などの技術分野で選択することをイメージしている。「資料の

識別」項目を、利用者を想定して細分化することなどもう少し検討していく。（住木、国交省） 
〔登録について〕 
・ユーザー登録について、ユーザー属性をすべて申告しなくても情報を入手できるようになると、ユーザ

ーにとって便利さが増すのでは。登録は面倒という人がいるので、名前はなくてもどういう人かが判る

属性だけの申告で良いなど、サイトに入り易いしくみになるとよい。（水津） 
・全ページにログインがあるのは、線引きがあるように感じるので、最後の方に集約することでよいので

は。（山田） 
〔問い合わせ、ＦＡＱについて〕 
・ＦＡＱはオフィシャルな見解として受け止められ、設計以外の目的で使われる可能性があるので、慎重

にやるのがよい。（山田） 
・ＦＡＱは出来上がった回答を示す以外に、設計者の悩みを吸い上げ、それに応じるしくみを考える様な

運用がされるとよい。サイト運営側が責任を負うのでなく、個別案件についてのお助けページのような、

個人間のやりとりを支援する場になるとよい。（水津） 
→明確に答えられる問題への対応と、そうでないものは人を紹介する対応というのも、考え方として

あるかもしれない。（大倉） 
・質問に対し、参画している団体が答えるよりも、登録している個人が答えるのがよいのでは。（山田） 
・建築学会の木質構造基準については、関係委員が集まりオーソライズされた見解を発信している。利用

規約には発信側に責任はないことを記載して運用している。（貞広） 
→個々の質問に一つひとつ答えるのは現実的でなく、関連情報を見渡して質問に役立つ情報を提供し

ていくことをイメージしている。客観的な事実のみを示すこととし、運用判断は主事に任せること

となる。（国交省） 
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（2）参考となる資料等の情報 
・構造設計（軸組工法）に関する資料（貞広） 

「木質構造設計規準・同解説―許容応力度・許容耐力設計法」（日本建築学会）（№14）：バイブルとい

える、現在改訂作業中 

2019年度建築学会パネルディスカッション資料「木質構造設計規準改定の方向性について」 

「木質構造接合部設計事例集」（日本建築学会）（№15）：接合部について、前記を分り易くしたもの 

「木質構造接合部マニュアル軸組工法」（日本建築学会）（№2）：引きボルト、ラーメン、嵌合接合に

言及。2021年改訂版発行予定 

「木質構造部材・接合部の変形と破壊」（日本建築学会）：仕口の色々な壊れ方を解説 

日本建築学会 2018年シンポジウム資料「大規模木質構造の構造設計規準（案）と実験的根拠」 

「木質構造の設計 学びやすい構造設計」（日本建築学会関東支部、2008年）：初学者向け 

「中大規模木造建築物の構造設計の手引き」稲山正弘著：著者のカラーはあるが、接合部、材料選定、

計算資料など多岐にわたる内容 

・構造設計に関する資料（山田） 

「木質構造 基礎理論」（日本建築学会）：内容を深く知りたい人向け 

「ヤマベの木構造」山辺豊彦著：若い人に向けて 

「ヤマダの木構造」自著 

「木造建築用語事典」（井上書院）：木構造に関する多様な用語を集積 

「木質系耐力形式壁に関するＱ＆Ａ」（日本建築学会） 

「ひとりで学べる中層木造建築（ラーメン構造）の設計演習帳」大橋好光ほか著（日本建築センター） 

・ＪＳＣＡの発行物（水津） 
「木造建築構造の設計」： 2020 年度内に改訂版発行予定。デザインよりも技術的に裏付けられた内容

を重視しており、従来の住宅版に中大規模木造を追加 
・木質材料に関する資料（水津） 

「ここまで変わった木材・木造建築」林知行著（丸善） 
 
（3）参考となる追加的な情報について 
・木造は設計手法が複雑で、拠り所になる基準が規模等により変わってくる。それが分かる情報が導入部

分にあると設計者が選別するのに役立つのではないか。（水津） 
・検討されている情報の量は申し分ないので、使いこなすための説明やそのための必要なツールがあると

よいのではないか。（山田） 
→紹介情報を初学者向け、熟達者向けなど、３段階くらいに仕分けることを考えている。情報の仕分

けについても、知見を頂きたい。（大倉） 
・つくり手側、とくにプレカット事業者（工場）の情報はあるとよい。（山田） 
・ＣＬＴパネルの加工工場の情報は有用である。（貞広） 

→関係の協会、団体などの情報とのリンクが考えられる。（大倉） 
→担い手、サプライチェーンの情報を盛り込むことも検討していく。（国交省） 

・難しいと思うが、コストの情報の扱いも視野に置かれたい。（貞広） 
→現在纏められている資料（ＰＷＡ、林野庁、積算協会等）の紹介は考えられる。（大倉） 

 
以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－（一社）木を活かす建築推進協議会 

実施日時：令和 2 年 9 月 7 日（月）16：00～18：00（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：沼田 良平（木を活かす建築推進協議会）（敬称略） 
ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、塙（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
・サイトの管理は問題ないか。メンテナンスできずに立ち行かなくなるケースがあるため、拡大しすぎな

い方がよい。（沼田） 
→当面、サイトの運営は国交省の補助事業で対応し、補助終了後は、委員会参加団体により構成され

る運営協議会を立ち上げる。約款、運用マニュアルを作成し、会費のご協力をいただきたい。（住木） 
・情報提供元の団体は、最初の立ち上げ時のコンテンツを作成することはできるが、自社で管理している

サイトではないため、次の更新が難しい。ポータルサイト内には、当該団体のサイトのリンクを張って、

オンタイムの情報を掲示できるようにする必要がある。ポータルサイト側では、そのリンクが切れない

ような管理を行った方が更新をスムーズに行えるのではないか。（沼田） 
 
〔掲載すべきコンテンツ〕 
・構造設計・防耐火・設計者の情報は必須、講習会セミナー情報・実例紹介・木質材料・耐久性の情報は大

いに参考になる。支援情報（補助事業など）はオンタイムで追いかけるのは難しい。標準図などの情報は

条件を示さないと標準を示すことが難しく、誤解を招かないよう注意が必要である。（沼田） 
→標準図を示す場合は、適用条件を示すことが重要である。（大倉） 

・木材の調達情報はどこに相談して情報を収集するのか、手掛かりとなるような相談先を示せるとよい。

（沼田） 
→JAS 製材については、材の有無に関する情報がない。（大倉） 

 
〔その他〕 
・本サイトを印刷すると文字が小さくて読みにくく、画面上でしか閲覧できない。（沼田） 
 
（2）参考となる資料等の情報 
・資料５に示されている当該資料を確認していないため、経験上の評価としてあげるとすると、以下の通

りである（沼田） 
木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル（№26） 
木質系混構造建築物の構造設計の手引き（2019 年版）（№46） 
演習で学ぶ 入門 木造の許容応力度計算ワークブック（2018 年版）（№51） 
建築物における木材の現わし使用の手引き（№68） 
木を活かした医療施設・福祉施設の手引き（№1） 
ここまでできる木造建築のすすめ（№2） 

 
（3）参考となる追加的な情報について 
〔遮音性能〕 
・サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）で遮音性に関する試験を行っている事業者からデータを

収集し、とりまとめを進めている。マニュアルにするまでは難しく、参考情報提供程度の扱いである。

（沼田） 
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〔高倍率耐力壁〕 
・林野庁補助事業により、中大規模木造向けの高倍率耐力壁の開発を進めている。構造的に問題ないこと

が検証されれば情報提供は可能となる。（沼田） 
 
〔構造関連規定〕 
・建築基準法改正を踏まえ「木造建築のすすめ」のリニューアルを図る予定である。（沼田） 

→リニュ－アル後、PDF 版を木活協の HP で公開予定である。（国交省） 
 
〔防耐火仕様〕 
・モルタル塗系（要確認）の高耐力壁の実験を行うことになっている。（沼田） 
 
〔医療施設への対応〕 
・令和元年度に林野庁の医療・福祉施設木材利用促進事業により設計者向け手引きを作成している。普及

版としてリーフレットを作成し、シンポジウムの実施を検討中である。（沼田） 
 
（4）その他 
〔人材育成〕 
・国交省事業により意匠設計者向けの中大規模木造に関するオンライン講習（「木でつくる中大規模建築の

設計入門」）を行うことになっている。（沼田） 
・「木材・木造建築物にかかる担い手育成事業」により全国に 100 人弱の設計者（地域リーダー）を育成し

ている。現在の地域での活動状況をヒアリングし、各地域のリーダーが地域の設計者を指導できるよう

フォローアップを進めている。（沼田） 
 
〔サッシ〕 
・現時点では外壁の性能要件が未確定であるため外壁の構成が決められず、標準納まりを示すのは難しい。

（沼田） 
 
〔設備設計〕 
・木造では配管を梁貫通できないため、意匠と設備の効率的な設計手順に関する事例があるとよい。（沼田） 
 

以上 

-28-



中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  ヒアリング－日本集成材工業協同組合 

実施日時：令和 2 年 11 月 24 日（火）15：00～16：00（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：清水 邦夫（日集協 専務理事） 

（敬称略） 
ヒアリング事務局：北川（国交省）／金子、辻、高橋、田中（住木）／大倉、山口（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
・非住宅について馴染みがない情報の提供依頼の声がある。 
・告示の改定の内容が複雑であり、理解が難しいので、全体像が分かる情報が提供されるとよい。 
・担い手・サプライチェーン情報に関して、組合で製材等ＪＡＳ集成材工場を整理している。建築加工製

造技術者名簿があるので、ポータルサイトへの掲載を調整させて頂きたい。 
 
（2）技術情報に関して 
・１９８８年に作成したマニュアルの改訂作業を今進めている。 
・スパン表を作成しており、各社でどの材料を使えるかを検討できるようになるとよい。 
・代表的な接合部については、金物接合等の情報を提供することを考えている。 
・組合が作成した「大断面集成材による木造建築施工マニュアル」があり、ＪＢＮから使用したいとの照

会がきている。これはゼネコンの下で実施するという視点で整理したものである。 
 
（3）中大規模木造の普及その他について 
〔組合の情報提供等の取組み〕 

・大断面集成材については、事務所、共同住宅、店舗を対象に、スパン表作成の作業に着手し、来年度

も継続する。 
・昨年に続いて、各大断面集成材製造者メーカーの加工、能力を一覧表にして HP に掲載する。 
・人材育成に関しては、林野庁の補助を使って講習会を、ＪＡＳに基づいた加工・建て方をテーマに実

施している。施工に関する知識を学んでもらうのが目的である。今年はオンラインにて実施し、申し

込み団体は１６０団体であり、設計士の方も参画している。今後、合否ラインを検討する。 
 
〔材料に関して〕 

・地域産材の要望があるものの、調達が安定しないことが供給を難しくしている。 
→製材があるが、集成材の利用は欠かせない。中断面のものがある。大断面は価格も高く分かりにく

い面がある。そうしたなか、規格化の取組みが望まれる。（大倉） 
 
〔設計・施工情報に関して〕 

・材料の調達時間や価格の扱いについては、各事業者で対応していただいているが、設計、調達、施工

にどのくらい費用がかかっているかを整理し、開示していかないと、なかなか普及につながらない。 
→製材と集成材を混用することも大切になっている。個別のメーカーはしっかりしていて対応してい

るのかもしれない。事例集の整備も普及に資するのかもしれない。（大倉） 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  ヒアリング－(株)ゆたか建築設計事務所 
実施日時：令和 2 年 11 月 24 日（火）17：00～18：15（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：吉永 敏久（ゆたか設計） 

（敬称略） 
ヒアリング事務局：金子、髙橋、田中（住木）／大倉、山口（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業およびサイトの構成に対する意見 
・事例情報は、見栄えがいい写真で構成されているものが多い。自らできるか考えると心が折れることが

ある。市井の設計者が取り組めると感じるものを含められるとよい。 
・今まで鉄骨でやっていると、発注者側からは経済設計を一番求められる。そうしたニーズが圧倒的に多

いので、木造でも経済設計できることを誘導するような情報が示されるとよい。自社の設計において、

柱、梁の現しはコスト的に難しいため、躯体を隠蔽して木造のつくりになっているとは分からなくても、

（コスト的に折り合えば）発注者はそれでいいと評価する。木造という躯体の選択をすることもある。 
・事業者として求めているのが投資回収というのが多い。例えば、静岡県内の道の駅など、木造躯体を現

しにしている事例もあるが、それは自治体の後押しがあるなどの場合が多い。 
・事業者が気にするのは建設費であるが、それに加えて、解体費や原価償却についても気にする事業者も

いる。 
 
（2）技術情報に関して 
○推奨される資料等 
・「木造建築のすすめ」 
・メーカー（吉野石膏など）の認定仕様のカタログ。メーカーが出している詳細をもとに検討する。メ

ーカーのリンク集が掲載されると役立つ。 
・それほど拘ったディテールはなく、意匠的な詳細図はあまり参考にしていない。 
・ＰＷＡからの提供情報や役にたっている。 

 
（3）中大規模木造の普及その他について（自社の実績等を中心に） 
〔木造建築の取組み実績〕 
・木造耐火の３階建て１棟。２７００㎡の物販店舗が３棟。スパンは８メートルくらいまで。 
・４５５㎜の倍数が経済的という話をするが、物販店舗の場合は陳列棚の関係で、モジュール通りにい

かないことがある。基本モジュールは９１０㎜。断面は４寸がオーダーの主流。プレカット事業者（マ

ルダイ）が加工できる寸法を基本にしている。一部特注の集成材（中断面）を使用している。 

〔木造建築取組みのきっかけ〕 
・鉄骨造、ＲＣ造を主に設計しており、ホームセンターは鉄骨造で従来からやっていた。ホームセンタ

ー側からよりコストダウンを求められ、根本的に構造形式を変えるなどが必要であり、経済性を追求

する木造にチャレンジした。ホームセンターが木材を扱っていたこと、プレカット事業者（マルダイ）

とも木造の可能性を話していたことが背景にある。結果として１５％くらいコストダウンした。 

〔木造の優位点〕 
・鉄骨部品の調達が不安定である状況下では、木材プレカットの安定供給は木造選択の大きな要因とな

る。 
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〔木造の施工体制〕 
・元請は、年間７０棟くらいやっている地元のゼネコン。建て方・ファブは PWA（マルダイ）が担当。

ゼネコンに木造の納まりが分かる人間がいないので、プレカット事業者が参画する体制。ゼネコンに

木造が安いと思われると、逆にプレカット事業者にとって不利になるので注意も必要。 
・ゼネコンは、発注者側が入札メンバーを指名して参加してきたところに、依頼することが多い。 
・建て方さえ終わってしまえば、あとはゼネコンが通常やっているのと同じ分野の仕事になる。 

〔木造の問題点〕 
・平屋の店舗を３棟設計した印象であるが、建て方後の雨降りでシミや灰汁が出てしまうので、それに

どう対応していけるかは課題である。建築主にとっても心配のタネである。 

〔木造化の動向と可能性〕 
・木造はかなり増えており、その分在来の鉄骨造が減っている。 
・補助金のつく社会福祉施設などは、木造・平屋・準耐火の要望が事業主から出てきている。地方の強

みもあると思う。 
・木造３階建てのグループホームを耐火構造でやったが、デイルームの中央に耐力壁が必要となり、そ

の点は使い勝手がよくなくなった。木造であるかどかは、あまり建築主には訴求しなかった。 
・倉庫、ドラッグストアなどでは、木造が在来の鉄骨造にとって変わる可能性があるのではと思ってい

る。但し、建築主には木造らしいものにはならないと話している。地元の木を使ってアピールを奨め

たが、建築主はそれは要らないとの印象であった。 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－（一社）日本 CLT協会 

実施日時：令和 2 年 12 月 3 日（木）13：30～14：30（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：坂部 芳平（日本 CLT 協会）（敬称略） 
ヒアリング事務局：北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、塙（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業に対する意見 
・相談箱に投稿された質問に対して、ユーザー登録している誰でもが回答できるとすると、過去に当協会

が同一の質問に対して回答した内容と一致しない心配がある。CLTに関する質問と思われることは CLT協

会に回してもらえるとスムーズである。（坂部） 

→内容が一致しないことは起こり得るので、どのような体制が可能か検討する。（住木） 

→委員会の中で時間を置かずに掲示板のシステムを活用し、即時的に回答できる仕組みがあった方が

よいとのことで実装の可能性を検討している。ご意見を踏まえ、どのような仕組みや対応が可能か

住木センターの方で検討してほしい。（国交省） 

 

（2）提供可能な情報 
○設計技術情報 
・当協会が出版している実務者向けテキスト、設計・施工関連マニュアル等の提供が可能である。（坂部） 
○表彰制度情報 
・協会が開催しているデザインコンテストの情報の提供が可能である。（坂部） 
○講習会情報 
・林野庁補助を受けて開催している設計者向け講習会及びデベロッパー向け講習会や、当協会独自で開

催している CLT 入門編、ルート１の講習会に関する情報の提供が可能である。（坂部） 
・つくばにある実験棟の見学会を毎月開催している。見学会情報も掲載できるのであれば、掲載してほ

しい。（坂部） 
○担い手サプライチェーン情報 
・当協会内にサプライチェーンの情報があるので、本サイトからリンクで飛ばしてもらい、詳細情報を

確認できるようにしてほしい。（坂部） 
○CLT協会以外の掲載が望ましい書籍 

・今の所はなし。（坂部） 
 
（3）中大規模建築の木造普及に係る課題・問題 
・CLTに限らず木造建築物のルート２、３の計算の経験のある設計者が少ない。特にルート３となると高価

なソフトが必要となる。計算の手間もかかるので、高価なソフトを買ってまで取り組もうとする設計者

が少ない。入力の簡便な計算ソフトや高価でないソフトの普及が望まれる。（坂部） 
・中高層建築物では CLTパネル工法ではなく、CLTを材料として使うケースが多い。CLTパネル工法で 4、

5 階建てを建てたいという問合せはあるが、ルート３の計算が必要であることを伝えると S 造を選択す

るようになってしまう。（坂部） 

・CLT の構造計算モデルをルート２で一般的に使われている構造計算プログラムに落とし込めやすいよう

に簡略化ができないか今年度検討している。これが実現できると、一般に使われているルート２の構造

計算に導入しやすくなり、ある程度の高層までカバーできることを期待している。（住木） 

・ルート２の構造計算はエクセルレベルで対応したい。仕様の制限はかかってくるが、エクセルレベルで

ないとなかなか普段低層木造の設計に携わっている設計者は取り組んでもらえない。ルート３となると

-32-



そのレベルでは対応は難しく、構造計算プログラムが必要となる。（坂部） 

・住木センターで作成中の CLT 告示解説書、設計・施工マニュアルが難解である。実務者が理解しやすい

書籍つくってほしい。（坂部） 

・木造の法定耐用年数が S造、RC 造よりも短いために、耐久性が低いと認識されている。今の木造は十分

な耐久性持っているため、省令の見直しが望まれる。法定耐用年数が見直されれば、担保価値が高くなり

銀行融資も受けやすくなる。（坂部） 

・SDGs、ESG投資等の観点における、中大規模木造に対するインセンティブの付与やアピールのできる施策

が望まれる。（坂部） 

 
（4）課題・問題解決に向けた取組み 
〔技術開発〕 
・CLTのコストを下げることが大きな課題であり、取り組み始めている。定尺寸法の設定の要求があり、定

尺寸法を何種類か設定していきたいと考えている。これがサプライチェーンにもつながると考えられる。

（坂部） 

・CLT の特徴である現しで用いようとした場合に、75 分準耐火の仕様はかなりヘビーである。仕様規定で

はなく、性能規定の開発できないか検討を始めている。4階建てを CLT現しで表現したい意匠設計者に対

して答えていく必要がある。（坂部） 

・日総試の敷地内に遮音実験棟を建て、多様な遮音パターンを検証し、改良の検討を進めている。（坂部） 

 
〔人材育成〕 
・低層建築物の施工マニュアルは既に完成し、設計者向けマニュアルを現在作成中である。また、中層建築

物の施工マニュアルを編集中であり、3月末に完成予定である。（坂部） 

 
以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  ヒアリング－安井昇委員 

実施日時：令和 3 年 1 月 13 日（水）13：30～15：00（Zoom ミーティング形式） 

ヒアリング対象者：安井 昇（桜設計集団） 

（敬称略） 

ヒアリング事務局：北川（国交省）／金子、高橋、田中（住木）／大倉、山口（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 

 

（1）本事業およびサイトの構成に対する意見 

・掲載する資料の順番も決定方法はどう考えているか。利用者は資料を上から見ていくので、世間で

よく見られているものを優先するなど、掲載する資料の順番には配慮が必要である。 

  →検索数の多い順に並べる仕組みを考えている。（住木） 

・情報のアップデートがしっかり行うことが必要。それにより使い出があるものになる。 

→各団体から情報提供を受けて、事務局（住木センター）が内容調整してアップデートするこ

とを考えている。（住木） 

・ビルディングタイプに応じた情報の選択手法を整理できるとよいと考えられる。情報が過多で、法

律の改正もあるので、情報の受け取り方が混乱しかねない。 

・ユーザーアンケートで、工夫した点、苦労した点を拾えるとよい。 

 

（2）技術情報に関して 

・ティンバライズの Ki データとの紐付けについては、検討した上で、調整させて頂くことになると

思う。 

・中大規模木造の防耐火に関する代表的な資料は、下記の 2 点。 

  「木造建築物の防・耐火設計マニュアル －大規模木造を中心として－」日本建築センター 

「図解 木造住宅・建築物の防・耐火設計の手引き」住木センター 

・内装設計に関する情報について、住宅関係者も中大規模に関わるので、入れておくとよい。（資料の

リストを後ほど送付いただく。） 

 

（3）中大規模木造の普及その他について 

〔普及の対象〕 

・工務店の人たちが中大規模に取り組むことをメインにするのであれば、3 階建て程度以下と想定

される。どの程度の階数、規模のものを狙いにするかを示すことができるとよいと考えられる。 

・普及の対象については、例えば、工務店が 2,000 ㎡、4～5 階建てものをできるようにするのか、

あるいは、自分たちの力量、体制のもとでできる範囲のことをサポートすることにするのかとい

った考え方がある。 

 

〔防耐火性能に関する情報〕 

・その他建築物を準耐火建築物化する手立てを指南することは考えられる。 

→ 工務店は管理できないので、プレカット工場と連携して躯体工事の段取り、精度管理を行

えるようにする手はあると考えられる。（大倉） 

・京丹波は大成建設が頭であるが、ジャパン建材とマルダイらが入ってそこが躯体工事の管理を行

っている。京丹波はその他建築物で済むところ、準耐火でスプリンクラーを設置して、防火性能

の向上をはかっている。燃え代と被覆の両方を採用している。 

→ 準耐火木造の典型例のようなものがないか。とりかかりとして、原理原則が示せると、個
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別対応を設計者がしてくれる。（大倉） 

・分かりやすいのは、木三共がある。標準的な被覆の仕様である。燃えしろ設計になると、個別性

がありさまざまな対応となっている。そのなかで魚津の木三学の事例は、柱を燃え代にしており、

コスト効率にも配慮した事例と捉えられる。 

・流山の木三学も比較的単純な平面形であり、一部に注力している部分はあるが、参考の対象にな

るかもしれない。 

・繰り返しつくれる建物の好事例を普及できるとよい。工事規模が全体として大きくても、分棟型

で分割できるような計画になっているものはよい。 

 

・建築主などの一般の方に対して木造の防耐火を理解してもらうテキストとして 

・地震は一瞬の災害であるのに対して、火災は時間経過のなかで事象（燃え方）に変化がある。

燃え方のプロセスを理解してもらうことが大切であり、そうした資料をつくればよい。躯体が

燃えるということよりも、火災が広がらない、安全に避難できるといった観点も大事である。 

 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－山代悟委員 

実施日時：令和 3 年 1 月 14 日（木）10：30～12：00（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：山代 悟（芝浦工業大学）（敬称略） 
ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、塙（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業およびサイトの構成に対する意見 

・トップページには広告を掲載し、広告料収入を活用して長期的に運営することを想定しているのか？（山

代） 

→企業広告考えている。国交省補助のある３年間は委員会メンバーの広告を月替わりに掲載することや、

3年経過後は民間の広告を募り、持続する仕組みを検討していきたい。（住木） 

・相談箱は、登録者だけが質問できるのはよい。質問者は第三者に質問内容を見られたくないという心理

が働くと、質問する側のハードル上がる。誰が質問しているのかはわかるとよい。質問者が質問しやすい

ように、所属や名前の表示を非表示にもできるようにした方がよい。回答者は回答の信頼性を担保する

ためにも所属や名前が表示された方がよい。（山代） 

→現時点では登録者のみではあるが不特定多数に所属と名前が見えてしまう。質問者はユ－ザー属性ま

では表示され、回答者は所属も表示される方向で検討したい。（住木） 

 

（2）技術情報に関して 

・講習会情報は、次回開催される講習会に参加できるよう、過去の情報も掲載した方がよい。これから開催

されるもの、既に終了しているものの検索ができるとよい。（山代） 

→最近は、開催終了後のオンライン講習会を、YouTube等でしばらく見ることができるケースもある。見

逃してしまったが、次回の講習があることも知りたいケースも想定されるので、開催終了した講習会

の情報も残す仕組みを検討したい。（住木） 

・ユーザー側が講習会、書籍、商品等の情報を提供したい場合に、紹介を依頼できる窓口があるとよい。

（山代） 

→書籍の登録は事務局で内容を確認してから登録することとなっているが、講習会情報は、委員会に参

画している 8 団体には権限与えて、事務局の確認を経ずに登録できるようにする予定である。情報提

供は、関係団体を経由して提供してもらうことにしているが、タイムリーに発信するためには、直接

事務局に提供してもらう窓口の開設も検討したい。（住木） 

→新商品、講習資料の提供等は重要であるため、団体として参加している委員以外への対応も検討して

ほしい。（国交省） 

・表彰情報では、どのような設計者が受賞しているのかがわかると相談先の参考になる。（山代） 

→全木建の木材活用の優良施設、木青連・木材活用コンクール、建築学会の受賞作品の木造等、中大規模

の最近受賞しているものを抽出していきたい。既に構築している中大規模木造データベースでは、受

賞歴、設計施工者わかるようになっているので、本サイトからアクセスしやすくする仕掛けを検討し

たい。（住木） 

・LVL協会において、最近５～６年の都心で実現した事例をまとめた資料がある。中大木規模木造を計画す

る上で知っておくとよい情報が掲載されているので追加してもらえるとよい。（山代） 
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（3）中大規模木造の普及その他について 

〔事業主の認知度向上のための取り組み〕 
・事業主側をどう盛り上げるかが重要である。動員数が取れるような大々的な展覧会を目立つ所で開催

してはどうか。メディア、テレビ等でも取り上げてもらうと波及効果が大きい。（山代） 

→今後、関係団体と検討を進め、東京駅丸の内地下通路等、様々な場所で見られるのは効果的と考え

る。本プロジェクトの節目の時期に発表できるとよい。（住木） 
・LVL 協会の依頼で、林野の補助事業で都市木造に関するビデオを作成することにしている。建物の紹

介、施主や設計者へのインタビュー等を収録した短時間のビデオを事業主向けに定期的に発信するこ

とはインパクトがあるのではないか。（山代） 

→ポータルサイトの中でビデオを閲覧できるとよい。本サイトを陳腐化しないようにする仕掛けとし

て有効と考える。（住木） 
 

〔耐久性に関する情報発信〕 
・構造や防耐火はある程度成果ができてきている。施主が木造の選択に踏み切れないとすると、耐久性

への不安が考えられるため、耐久性に関する研究・発信は重要である。（山代） 

→耐久性、水密性、防腐・防蟻等について、団体、専門業界、メーカー等が独自に検討している。これ

らの取組の結果を公開できる仕組みを考えないといけない印象がある。（住木） 
 

〔信頼性の確保〕 
・実証棟を実際に建ててデータを収集することや、公的な建物等で実際に使いながら課題をオープンに

していく等の取り組みを行っていかないと信頼は得られない。（山代） 
→補助事業でやったものその後どうなっているか。サステナブルなど、課題があれば、どうまとめて

今後どうまとめていくか。どう選んで、いいものは動画で織り込みながらやっていくとか。 
→サステナブル建築物等先導事業では、ＬＶＬを用いた実験棟で実証実験を行っている。今ある技術、

体制で何ができるのか、特に民間では現実性ある体制やコストの裏付けないと動いていかない。（大

倉） 

 
〔普及教育〕 

・オンライン講習などを活用した、色々な大学の先生の指導を受けられる都市木造に関する大学院が必

要ではないか。（山代） 
→学び直しを行い、成長産業に従事していくような取り組みを文科省が施策として行っている。文科

省のプログラム認定等もある。厚労省の支援もあるようなので、詳しく検討・相談させてほしい。

（国交省） 

 
以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  ヒアリング－安達委員 
実施日時：令和 3 年 1 月 15 日（金）16：00～17：00（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：安達 功（日経 BP） 

（敬称略） 
ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、山口（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）サイトの構成、内容等について 
・Yahoo 知恵袋のようなものがよいと委員会で言ったが、相談箱が用意されているのは期待できる。

軽くアクセスして気軽に聞けるようになるとよい。また、検索性があった方がよい。 
・実用性という点では、情報をすべて収容するというより、ポータルとして元の情報とリンクする形

を目指すとよいだろう。 
・５Ｇの普及で、動画や設計ツールがリンク上で使いやすくなるので、システム上対応できるように

考えておくことも必要。 
・検索の実用性でいうと情報の絞り込みのロジックをどう組むかは重要。この設定が実用性を大きく

左右する。検索のチューニングに留意することが大切である。 
・情報はできるだけ多く集めることがよい。情報収集は、関係者に出してもらう方法をとっていると

のことだが、それ以外に、関連する情報をＡＩを使って集める（クローリングする）手法があり、

最近は廉価でこの作業を外注することもできる。そんな手法で収集し、取捨選択する方法もある。 
 
・担い手の情報を出すことに関しては、サイトの性格をどのようにするかと関係するが、オープン型

とクローズド型（コミュニティ型）のどちらを志向するか。今回の説明を改めて聞いて、このサイ

トはポータルサイトというよりもパートナーの検索やマッチングなども含めたコミュニティサイト

に近い性格のように感じる。ポータルサイトとは端的に言えば Google のように自らは情報を持っ

ていなくて、入り口を用意するものである。 
 
（2）技術情報に関して 
・日経 BP の発行書籍では、最近発行した「ディテールの教科書 中大規模木造編」がある。それ以外

に、日経アーキテクチュア関連の資料を探してみる。 
 
（3）中大規模木造の普及その他について 
・（資料 p.7 右上）入り口を紹介する、担い手を支援するという大きなテーマがあると思う。このうち、

担い手のサポートをサイトの大きな機能として位置づけてはどうか。 
・（資料 p.1 の関連）カーボンニュートラルは、現在の大事なテーマである。建築物でいえば、構造材、

内装材、施工、竣工後のプロジェクト評価の４軸からの価値評価がある。ＥＳＧ投資でも数字やロ

ジックだけでなく共感からマーケットが動く側面が大きい。４つの項目の価値をわかりやくインパ

クトのあるストーリーにして伝えていくことができるとよいのではないか。 
→環境貢献については、昨年度海外事例やその評価のしくみを紹介頂いた。そうした定量化でき

ない領域についても、アピールの素材として着眼していくことは考えていきたい。（住木） 
・項目は挙がっているので、それらを総合的に評価して、わかりやすく伝えていくといアプローチを

しっかり行っていく観点があるとよいのではないか。 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－腰原委員 

実施日時：令和 3 年 1 月 19 日（火）16：00～17：30（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：腰原 幹雄（東京大学）（敬称略） 
ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／大倉、塙（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業およびサイトの構成に対する意見 

・相談箱の質問回答、特に設計情報に関する内容の責任の所在が問題になる可能性がある。あくまで情報

提供のポータルサイトであることをサイトポリシー等に明確に記載しておいた方がよい。 
・相談箱で一度回答すると、関連する事項について繰り返し相談してくることがあるので、対応が可能か

危惧される。 
・信頼できるサイトなのかを判断する上でも本サイトの連絡窓口を設けた方がよい。 
・メンテナンスできずに何年も更新されずにいるケースが多い。誰がメンテナンスをしていくのか？ 

→住木センターでメンテナンスをしていく。令和４年目以降は補助金がないので、参加団体に会費のご

協力をお願いする予定である。また、トップページに個社の広告欄を作ることを予定しており、広告

費を運営に回すことを考えている。 
 
（2）技術情報に関して 

〔掲載情報の選別〕 
・設計技術情報として掲載の基準はどのように決めているのか？設計者個人が執筆した本や、商品カタロ

グ等の掲載希望があった場合の対応はどのように考えているか？ 
→委員会メンバーからの提供情報やヒアリングで提案のあった情報について、事務局で掲載の可否を判

断した上で掲載することとしている。また、学識者や、委員会メンバーの推薦も掲載の条件になると

考えている。 
・確認申請等に際し参考にできる情報であるか否か等、本サイトに掲載している情報の有効性を担保する

ためにも、掲載条件を明確にしておいた方がよい。 
 
〔設計情報〕 
・設計情報的には各メーカーが出しているリーフレットやカタログ等の製品情報にアクセスできることが

有効である。各金物メーカー等が中大規模木造用の LSB、GIR、ボルト、ドリフトピン等の製品を販売

している。こうした中大規模木造に特化した材料を集約した情報サイトを整理いただき、そこに飛べる

とよい。 
→設計技術情報として、特定の個社の利益に資するものは掲載しないという議論はあった。接合具はサ

プライチェーンに金物のページを作成してもらう、各メーカーにリンクページを作ってもらう等、ど

こまでの情報であれば載せることが妥当であるかを事務局で整理してほしい。 
・防耐火仕様に関する情報は、使用に際しての制限の有無を整理できるとよい。（告示仕様、使用制限なし

の仕様、個社の制限付きの仕様等） 
→大臣認定のページはリンクを張ることを検討している。 

・ヤング率のリスト等は、県単位で同じフォーマットで整理することを検討している。検索結果を横並び

にして、比較できるとよい。 
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〔講習会情報〕 
・講習会情報は事務局が情報収集することを想定しているのか？ 

→タイムリーに情報提供することが重要であると考え、本サイトに参画している１８団体にはアクセス

の権限を与えて各団体がサイトに追記して掲載できるようにしている。サイト開設時は１８団体から

の情報に限定されるが、その他にもよい講習会があれば積極的に掲載していきたい。 
 
〔担い手サプライチェーン〕 
・各団体へのリンクが張られたリストを示して、各団体に飛べるようにするのが効率的である。 
 
〔補助金・表彰制度〕 
・今年応募できなくても、次回は応募したいという状況が想定される。次回の補助金・表彰制度に応募でき

るよう、過去の情報も掲載した方がよい。 
→補助金情報は１年前の情報から載せられるようにすることを検討したい。 

 
（3）中大規模木造の普及その他について 

・本サイトは、口コミで広がっていくとよいと考えるが、どのように広めることを考えているのか？ 
→３月にＷＥＢ講習会を開催して紹介することとしている。 

・誰に向けて発信していくのかが重要である。木造住宅に携わっている設計者には、中大規模木造に関す

る情報は何とか届いているが、普段Ｓ、ＲＣ造の設計に携わっている設計者には中々情報が届かない。公

共施設は木造になったが、普通の建物が木造になってない。町中にあるごく普通の 4、5 階建てのペンシ

ルビル等の建物を非木造で設計しているような設計者や、地方で RC 造に携わっているゼネコンに情報

提供できないと普及につながらない。 
・何でも木造にできるというのではなく、建物の階数・規模・形状を絞って検討した方がよい。Ki（中大規

模木造研究会）では間口７ｍ奥行き１０数ｍ程度で、4、5 階建てのペンシルビルに絞って検討を進めて

いる。 
・木造建築物の建設にあたっては、建設コストの課題よりも、いまだに銀行の資産価値評価が低く資金調

達の面が改善されていない。 
 

以上 
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中大規模木造建築ポータルサイト整備事業  実務者ヒアリング－（一社）日本建設業連合会 

実施日時：令和 3 年 2 月 1 日（月）16：00～17：30（Zoom ミーティング形式） 
ヒアリング対象者：小林 道和、飯田、花井、津村（日建連・竹中工務店）（敬称略） 
ヒアリング事務局：一重、北川（国交省）／金子、髙橋、田中（住木）／塙（ｱﾙｾｯﾄﾞ） 
 
（1）本事業およびサイトの構成に対する意見 

〔設計情報、講習会情報の検索〕 

・設計技術情報の検索ページの工法の選択肢は、オール木造で各工法単独での採用が前提になっている。

市場全体に占める中大規模木造建築では混合構造の計画で少なからずある。設計者各自の判断で情報登

録すると情報にばらつきが生じ、適切に検索結果が表示されない心配がある。 

→事務局で内容を確認し、一定の判断基準により分類・掲載するようにしているため、問題ないと考え

ている。 

・設計情報、講習会情報のページは最初に検索画面が表示されるようになっているが、まず新着情報の一

覧が表示され、これを一通り流しで見てから検索できると、新たな情報にも気づくことができてよい。 

・法令的なところが気になるため検索してみたが、建築センター発行の「木造建築物の防・耐火マニュア

ル」が出てこなかった。中大規模木造に関する法令だけを載せるのは難しそうではあるが、法令関係でも

検索ができるとよい。また、法令や告示の新設・改正等は、新着情報に上がってくるとよい。 

→「木造建築物の防・耐火マニュアル」の掲載は、建築センターと内々に協議を進めている。 

・検索結果の並び順を新しい順とする等、並び替えができるとありがたい。 

・検索結果から必要なものだけを表示または印刷ができるとよい。必要な部分だけを印刷して会議に持参

することができ便利である。 

→印刷対象の選択が可能か、システム会社と相談する。 

・フリーの検索（気になるワードの検索）の対象は書籍の目次まで対象としてもらえると、どの書籍に掲載

されているかがわかり作業効率化につながりありがたい。 

→目次は提供団体からの PDF 情報であるため、検索対象とするためには、すべてテキスト情報に打ち

込み直す必要があり困難であると考えらえる。可能な対応をシステム会社と相談する。 

 

〔担い手サプライチェーン関連の情報〕 

・担い手サプライチェーンのページに耐火集成材や CLT 等の大臣認定を取得した製品を提供している事業

者について掲載してもらえるとよい。 

・パートナーの設計事務所を探すにあたり、CLTパネル工法、木造ラーメンのルート３、RC・Sとの混構造

の設計、実験計画の立案等々、事務所のスキルまでわかるとありがたい。事務所名や連絡先の提示だけで

はどこに相談したらよいのかが分からない。 

・プレカット工場一覧、CLT取組企業一覧等々、共通のフォーマットで作り直しを依頼してはどうか。 

→担い手サプライチェーンの共通フォーマットを示して、作成してもらうことについて協力はお願い

していきたい。 

 

〔その他〕 

・設計資料として参考になるので、国の補助事業を一括して掲載していただけるとよい。また、建研、国総

研、森林総研の報告もフォローしてもらえるとよい。 

→掲載依頼があれば上げていきたい。 

・講習会終了後に講習の動画と資料を閲覧・ダウンロードできるようにして欲しい。 

・講習会を受講しても、設計業務の中で不明な部分が出てくるので、相談箱は文字による質疑回答だけで

なく、有料でもよいので対面で相談できるようにして欲しい。 
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・更新情報がタイムリーに確認できる Facebookを立ち上げてもらえるとよい。 

・中大規模木造建築入門ガイドのページに掲載されている出版物のタイトルの脇に発行元の情報があった

方がよい。 

→発行元が掲載されていた方が信憑性を確認できるので検討する。 

・性能評価機関の試験場の予約の空き情報を提供してはどうか。また、費用と実験内容の目安が分かると

計画がたてやすい。 

→関係機関への確認を検討する。 

 

（2）技術情報に関して 

〔設計実例情報〕 

・設計に関する指針、マニュアル、手引きはかなり揃ってきている。ディテール集、断面図集のようなもの

はあるが、これらを活用した設計事例や、指針に基づいて行った計算例集のようなものを整備できれば

よい。オール木造に偏っているが、現実的には混構造の物件が中大規模を占めてくることが想定される

ので、情報の中心テーマを混合構造にシフトしてもらった方がよい。 

→現在、国交省が総プロで取り組んでいる。こちらの結果が出ないと記述は難しい。 

 

〔メンテナンス関連情報〕 

・木材を現しで使う機会が多いが、建てた後の乾燥収縮の割れが生じ、瑕疵ではないかと相談がある。若干

の割れは問題ないことを信頼性のある組織の研究成果として示されるとありがたい。割れへの対応を含

めて他の検討会でも竣工後のメンテナンスをどうしたらよいかがわからないという報告もあった。早急

に整備していただけると助かる。 

→今年度、耐久性設計向上マニュアルが、林野庁、国交省後ろ建てで現時点の知見をまとめつつある。

最終的には書籍になる予定である。また、耐久性設計向上マニュアルの講習会が２／１５（月）に

開催される予定である。 

・メンテナンス計画に関する手引き等について、教育施設向けのものは整ってきているが、一般の建物で

は未整備である。維持メンテナンス方法が分からないことによる木造に対する心配、懸念がある。メンテ

ナンスに関する情報共有ができると計画立案方法や具体の対策、処置法が整備されてくるのではないか。 

→内外装の維持保全の優良事例が評価されるようになり、これらを真似して対応できるようになると

よい。 

・不具合情報はオープンにできない。事例を特定できないようにして、有識者の協力のもと、公の組織が情

報をオープンにしてくれれば活用できる情報になる。 

 

（3）中大規模木造の普及その他について 

〔コスト関連情報〕 

・設計ルート１、２にこだわるとコストが下がらない。コストを下げたいと思うのであれば、ルート３で構

造・耐火性能等と経済合理性を追求しないと難しい。 

・木造を設計に取り入れるとコスト上がり、木造部分が削減されるか不採用になってしまう。木材利用が

SDGs やカーボンニュートラルに貢献することを各企業に理解して欲しい。木造化といった取り組みが脱

炭素の一つの選択肢になることをさらに政府が強く示してくれるとよい。 

・技術の実現のためコスト等の合理化検討が遅れていた。コスト削減の前に、まずはコストについて適確

に説明できるようにする必要がある。コスト削減と並行して、木造建築のコストの増額分に対して、それ

を上回る建築主の経営メリットを政府の社会制度整備を通じて提供する方が普及の近道ではないか。 

 
以上 
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２．３ ポータルサイトの構成内容 

 

（１） ポータルサイト構築の背景、ねらい 

 

これまで中層以上の建築物や非住宅用途の建築物について木造化が立ち後れており、令

和元年度の建築着工統計によれば、木造の 4 階以上の中高層建築物や 3 階までの非住宅用

途の建築物については図 2-3-1に示すとおり、木造化率が 6.7％に留まっている。 

このような中大規模建築について、本格的な利用期を迎えた森林資源の活用や、地球環

境への配慮、木のもたらす健康効果、優れた施工性等のメリットを活かした木造化のニーズ

が高まっている。 

一方、中大規模木造建築に関する各種の設計情報が散在しており、新たに取り組もうと

する設計者にとってハードルとなっているほか、実績経験の豊かな設計者に対し有用かつ

最新の情報提供が求められている。 

このようなことから、中大規模木造建築に取組みやすい環境整備を目的として、（公財）

日本住宅・木材技術センター（以下「住木センター」という。）において、本ポータルサイ

トを立ち上げ、中大規模木造建築に関する各種の設計情報を一元的に提供することとした。 

 

 
（２） ポータルサイトの対象とする中大規模木造建築 

 

このポータルサイトで主に対象とする中大規模木造建築は、図 2-3-1のとおり。 

① ３階以下の非住宅用途の木造建築物 

② ４階以上の木造建築物 

 

 

図 2-3-1 中大規模建築物の木造化率 
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（３） ポータルサイトの対象者（想定ユーザー） 

 

中大規模木造建築の普及促進を図るため、中大規模木造建築に新たに取り組もうと

している設計者をはじめ、実績経験の豊かな設計者（主に意匠設計者、構造設計者）を

主要なユーザーとして想定する。 

 

（４） ポータルサイトの構成内容の検討 

 

本ポータルサイトの検討に当たり、学識者、関係機関、関係団体から構成される

「中大規模木造建築ポータルサイト検討委員会」（委員長：大橋 好光 東京都市大

学名誉教授）、（以下「本委員会」という。）が編成され、前述のポータルサイト構築

のねらいに沿って、本ポータルサイトの構成や掲載するコンテンツ情報の範囲等を検

討するとともに、本ポータルサイト上の検索条件等について検討が進められた。 

検討を進める中で、中大規模木造建築を設計する際に必要な設計情報の詳細や参考

となる設計図書の具体例等について学識者や設計実務者に対するヒアリングを行うと

ともに、関係団体において取組みが進められている中大規模木造建築の普及促進の取

組みとして、新たな各種設計資料の検討状況や講習会等の情報についてもヒアリング

を行った。 

このような検討において、中大規模木造建築等の具体化を検討する意匠設計者、構

造設計者等を本ポータルサイトの主なユーザーと想定し、これから新たに木造建築の

設計に取り組もうとしている設計者や木造建築の実績経験の豊かな設計者、中大規模

建築物の建築主に対して木造化を勧めようとしている設計者等の様々なケースを想定

し、これらの情報ニーズに対応するポータルサイトの構成について検討を行った。 

このような検討を経て、本ポータルサイトの機能の中心となる中大規模木造建築に

係る設計技術情報や、講習会情報、担い手・サプライチェーン情報、補助金・表彰制度

情報等の各種のサイト検索機能のほか、本ポータルサイトの自前情報として中大規模

木造建築をわかりやすく紹介する入門ガイドの紹介コーナーを設けることとした。（図

2-3-2にポータルサイトの構成図を示す。） 

検索システムには、本ポータルサイトの利用者が気になるワードから検索できるよ

う、逆引き検索ができるようにした。例えば木造建築物の構法や、構造計算ルート、防

耐火の名称、木質部材の名称からも検索できるようにして、様々な検索が行えるように

した。 
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図 2-3-2 ポータルサイトの構成
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（５）ポータルサイトのトップページの検討 

 

まず、本ポータルサイトの入り口として、トップページ（図 2-3-3 参照）には、ポ

ータルサイトを構成する以下のページへのリンクを表示するとともに、中大規模木造

建築に係る新着情報の提供やユーザーの会員登録の入力コーナーを設けることとした。 

登録会員には、登録アドレスへの新着情報提供やメルマガ配信、メールによる相談

箱への投稿等が行えることとした。 

【画面上下の共通ヘッダー】 

・ポータルサイトについて／中大規模木造建築入門ガイド／設計技術情報／補助

金・表彰制度／講習会情報／よくある質問／相談箱 

【画面中央】 

・新着情報／会員登録ログイン 

【画面最下部のフッター】 

・初めての方へ／リンク集／サイトマップ／委員会について／個人情報の取り扱い

について／サイトポリシー／お問い合わせ 

 

 

 

図 2-3-3 トップページ 
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（６）中大規模木造建築入門ガイド 

 

意匠設計者や建築主が木造で中大規模建築を建ててみたいと思った時に、優良な

様々な木造建築の実例の紹介から、木を建築に用いることのメリットや留意点、建築の

主要な用途ごとの建築基準法等の主な規定との関係について写真等を用いて簡潔に紹

介する入門ガイドのページを設けることとした。 

 

① 「建てるのなら、木造で」のページ 

建築主向けの非住宅・中大規模木造建築の普及資料として、木造建築・木材のメリ

ットや特性、他工法と比較しての木造建築の優位性や、優良な中大規模木造建築の事例

紹介とヒアリングを通して得られた建築主や利用者の声を紹介している。 

これらの資料により、意匠設計者の方々が、非住宅用途の中大規模建築物の設計を

進める中で、木を効果的に使うヒントを得たり、建築主に木造を勧めるための資料とし

て活用することを想定している。 

まず、地球環境に配慮した木を用いた建築が海外において注目されており、7 階建

て木造オフィスの「インターナショナルハウス・シドニー」等の海外の中大規模木造建

築の事例を紹介するとともに、その背景となる持続的な開発目標（SDGs）や ESG投資等

のキーワードについて、html ファイル形式を効果的に利用して紹介している。 

また、国内で実現されている様々な用途、規模の建築物の事例として、まちの低層

小規模な店舗、クリニックから、中層の木造校舎や福祉施設、高層の事務所や大規模な

複合用途施設の事例について、木を効果的に利用した内外装の写真を掲載するととも

に、木造を選んだ事業主の声を紹介している。 

さらに木造建築・木材のメリットと特性を紹介するページでは、非日常的で高級感

のある木造プロジェクトの事例紹介のほか、木材利用による健康効果と環境貢献等の

メリットや火災や構造に対する安全性や耐久性が確保されている近年の先進技術を用

いた木造建築について紹介している。 

これらの資料については、サイト画面上で html形式で閲覧できるほか、PDF資料の

ダウンロード、印刷ができるようにしている。 
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② その他のページ 

このほか、関係団体の協力を得て、次のような中大規模木造建築に関する各種のわか

りやすい紹介資料を掲載している。 

これらの資料は PDF形式で閲覧することができ、ダウンロード、印刷ができるように

している。 

表 2-3-1 中大規模木造建築に関する各種の紹介情報一覧 

名称 発行 主な内容 

ここまでできる木

造建築のすすめ 

（一社）木を活か

す建築推進協議会 

建物用途ごとに建築基準法等の主な規定と

の関係を紹介 

はじめよう！中大

規模木造」 

林野庁 中大規模木造建築に関する最近の事例や木

造の経験が豊富な建築家や識者のアドバイ

スを紹介 

 

図 2-3-4 入門ガイドのページ 
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「時流をつかめ！

企業価値を高める

木造建築 

ウッドソリューシ

ョン・ネットワー

ク 

木造建築の実例の紹介や木材利用のメリッ

トを肌で感じておられる実務家のメッセー

ジ等 

 

 

（７）各種の外部サイトの検索機能 

 

本ポータルサイトのメインの機能として、中大規模木造建築に関する各種の外部サイ

トについて、本ポータルサイトの画面を通して様々な設計技術情報や、講習会情報等を

検索し、必要な情報を外部サイトから入手できるような検索機能を設けることとした。 

 

① 設計技術情報の検索 

中大規模木造建築に関する様々な設計技術情報があるが、設計において必要な情報が

容易にかつ効率的に入手できるよう、本ポータルサイトでは、主な利用者として想定し

ている意匠設計者や構造設計者向けに、各種の設計技術情報が検索できるようにした。 

まず、知りたい設計技術情報、工法等について下の表 2-3-1 の選択項目から選択し、

「検索結果へ」のボタンをクリックすることにより、検索条件に合う設計技術情報のリ

ストが表示されるようにした。 

表 2-3-2 設計技術情報の検索項目リスト一覧 

 検索項目 

設計技術情

報 

意匠設計、材料、構造設計、防耐火設計、設備設計、耐久性・維持管理、

環境・省エネ、遮音・振動、積算、施工、コスト（建築主向け）、木造の良

さ（建築主向け） 

資料の種別 テキスト、事例集、Webサイト・データベース、標準図・設計例 

工法(任意） 木造軸組、木造ラーメン、2×4、CLTパネル工法、混構造、その他 

建物用途（任

意） 

全般（建物用途不問）、事務所、・庁舎、店舗、共同住宅、学校、幼稚園、

保育所、図書館・博物館、体育館、集会場・ホール、病院・診療所。高齢

者福祉施設、ホテル・旅館、工場・倉庫、その他 

 

さらに、「中大規模木造建築をこれから始める方にオススメ」のボタンをクリックす

ることにより、これから中大規模木造を手がけようとしている設計者にまずは知ってお

いてほしい基本的な情報が掲載されている資料が選択できるようにした。 

 

 

 

 

-49-



 

 

検索結果は、図 2-3-6のとおり、検索条件に適合する結果一覧のリストが示され、設

計技術情報の名称、著者、監修等の情報のほか、当該資料の内容について解説が表示さ

れるようにした。 

さらに、当該資料の概要が確認できるように、資料の目次や資料の一部をプレビュー

画面で参照することができ、資料の特徴、内容を簡便に把握し、比較できようにアイコ

ンで表示した。 

利用者は、リストアップされた複数の候補について比較検討し、知りたい情報が掲載

されている資料を選択して、外部ページへのリンクボタンを押すことにより、当該資料

の入手先の外部サイトのページに飛ぶことができるようにした。 

 

 

 

 

図 2-3-5 設計技術情報の検索ページ 
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表 2-3-3 検索結果の表示内容一覧 

表示項目 名称、著者、監修、編集委員会、発行元、サイズ、入手方法、ISBN、発行日 

内容の解

説 

当該資料がどのような人向けに、どのような内容で、どのような点から参考

になるのか紹介 

資料の参

照 

資料の目次や一部のページをプレビュー画面で参照可能 

アイコン

表示 

資料の特徴、内容をアイコンで表示 

 

 

 

 

図 2-3-6 検索結果の表示例 
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② 講習会情報の検索 

近年木造建築関する関心の高まりとともに、中大規模木造建築に関する様々な講習会

や講演会、シンポジウムが多数開催されているが、本ポータルサイトでは、それらの開

催情報を一元的に検索できるページを設けている。 

まず、参加したい講習会等の条件について下の表 2-3-4 の選択項目から選択し、「検

索結果へ」のボタンをクリックすることにより、検索条件に合う講習会のリストが表示

される。 

 

表 2-3-4 講習会情報の検索項目リスト一覧 

 検索項目 

種別 講習会・セミナー、シンポジウム、見学会、その他 

講習形式 対面、Web・オンライン、DVD配布 

講習内容 設計技術情報の項目と同様 

工法（任意） 設計技術情報の工法種別と同様 

対象者 意匠設計者、構造設計者、その他 

 
講習会情報の検索結果は、前述の設計技術の検索と同様、検索条件に適合する結果一

覧のリストが示され、講習会等の実施主体、開催日、開催場所のほか、当該講習会の内

容について開催日順に表示されるようにしている。 

利用者は、リストアップされた複数の候補について比較検討し、参加したい講習会を

選択して、外部ページへのリンクボタンを押すことにより、当該講習会等を案内する外

部サイトのページに飛ぶことができる。本ポータルサイトの利用者が、講習会等の特徴、

内容を簡便に把握し、比較できようにアイコン表示を付記している。 

なお、開催済の講習会についても、今後同様の講習会を開催する予定があるものにつ

いては、開催済の講習会情報として掲載している。 

 
③ 担い手・サプライチェーン情報 

中大規模木造建築の実現を検討していく中で、事業化のパートナーとなる各種の事業

者の情報が重要であり、本ポータルサイトでは、担い手・サプライチェーン情報のペー

ジを設けることとした。 

このページでは、関係団体の協力を得て、プレカット工場・コンポーネント工場の一

覧のほか、木材・木質材料に関する企業一覧が参照でき、外部ページに飛べるようにし

ている。 
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④ 補助金・表彰制度情報の検索 

中大規模木造建築の実現を検討していく中で、設計や建築に対する国等からの補助金

制度の活用や、優れた木造建築に対する表彰制度等の支援制度の情報が重要であり、補

助金・表彰制度情報のページを設けることとした。 

このページでは、これらの支援制度の種別や、応募者、対象となる建築物、対象とな

る設計、施工等の事業の種別を選択することにより、該当する支援制度のリストが表示

され、知りたい支援制度の外部ページに飛べるようにしている。 

 

 

図 2-3-7 担い手・サプライチェーン情報のページ 
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（８）相談箱・よくある質問のページ 

本ポータルサイトの主なユーザーとなる意匠設計者、構造設計者等を対象として、中

大規模木造建築の設計に関する様々な相談やその回答の共有化を図るため、ユーザー登

録をした利用者が、相談箱のページから投稿できるよう、相談箱のページを設けること

とした。 

相談箱に寄せられた相談や質問については、別の登録がなされたユーザーから回答さ

れるようにしており、それらのうち、よくある質問とその回答については、今後、順次

「よくある質問」のページに掲載することとした。 
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２． ４ ポータルサイトコンテンツ 

 

（１）設計技術情報 

 

令和 3年 3月現在、設計技術情報のページから検索可能な資料は、総計で 57件あり、

その内訳をみると、多いものから、構造設計が 47 件、意匠設計が 38 件、防耐火設計が

26件、材料と施工が 25件となっている。 

それぞれ、テキスト、事例集、Webサイト・データベース、標準図で分類した件数は、

以下の表 2-4-1 に掲げるとおりである。なお、件数の値は重複があり、合計値は総計の

値と一致しない。 

 

表 2-4-1 設計技術情報の検索可能な資料の件数一覧         （単位：件） 

 テキスト 事例集 Web サイ

ト等 

標準図 総計 

意匠設計 22 17 2 22 38 

材 料 17 5 1 12 25 

構造設計 33 14 2 28 47 

防耐火設計 18 12 1 18 26 

設備設計 7 2 0 6 8 

耐久性・維持管理 11 3 1 6 13 

環境・省ｴﾈ 4 2 0 3 5 

遮音・振動 5 2 0 2 5 

積 算 1 1 0 1 2 

施 工 15 7 1 17 25 

コスト 0 1 0 0 1 

木の良さ 3 10 1 3 12 

合 計 40 19 2 31 57 

 
令和 3年 3月現在、設計技術情報のページから検索可能な具体の資料の名称について

は、次ページの表 2-4-2に掲げるとおりである。 
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表 2-4-2 設計技術情報の検索可能な資料の名称一覧(順不同) 

  

番号 提供団体 資料名 

1 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル（第 7 版）＜本編＞ 

2 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル（第 7 版）＜資料編①＞（1 時間耐火構造） 

3 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル（第 7 版）＜資料編②＞（2 時間耐火構造） 

4 一般社団法人日本木造住宅産業協会 講習会修了者のための 木造軸組工法による耐火建築物の設計・施工の手引き 

5 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による耐火建築物実例集 

6 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造 1 時間耐火建築物の設計事例（3 階建て単身者向・高齢者向 共同住宅の計画） 

7 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造 1 時間耐火建築物の設計事例 

8 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による高耐力耐力壁（木住協仕様）活用マニュアル 

9 一般社団法人日本木造住宅産業協会 中大規模木造建築物設計資料 －複合型保育所の計画－ 

10 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法の研究 ～中層建築物の構造設計～ 

11 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法の研究 

12 一般社団法人日本木造住宅産業協会 グループホーム・小規模多機能型介護施設等 設計資料 

13 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による大スパン架構の提案 

14 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による公共建築物の設計事例 大スパン架構（9P×9P）の提案 

15 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による大空間建築物の設計事例 

16 一般社団法人ＪＢＮ・全国工務店協会  地域工務店の中大規模木造建築事例集 

17 一般社団法人日本木造耐火建築協会 木質耐火部材を用いた木造耐火建築物設計マニュアル 

18 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2017 年版） 

19 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 演習で学ぶ 入門 木造の許容応力度設計ワークブック（2020 年版） 

20 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 木質系混構造建築物の構造設計の手引き（2019 年版） 

21 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 木造ラーメンの評価方法・構造設計の手引き 2016 年版 

22 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 木造ラーメンの評価方法・構造設計の手引き 設計例 2016 年版 

23 公益財団法人日本住宅・木材技術センター Ｚマーク表示金物（軸組工法用接合金物） 

24 公益財団法人日本住宅・木材技術センター C マーク表示金物（枠組壁工法用接合金物） 

25 公益財団法人日本住宅・木材技術センター χマーク表示金物（CLT パネル工法用接合金物） 

26 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 図解 木造住宅・建築物の防・耐火設計の手引き 

27 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 2016 年公布・施行 CLT 関連告示等解説書 増補版 

28 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 2016 年版 CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル 増補版 

29 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 中大規模木造建築データベース 

30 公益財団法人日本住宅・木材技術センター CLT 建築事例集 2020 -CLT 活用建築物等実証事業から- 
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番号 提供団体 資料名 

31 財団法人日本住宅・木材技術センター 木材と木造住宅 Q＆A108 

32 一般社団法人中大規模木造プレカット技術協会 中大規模木造設計セミナーテキスト 

33 一般社団法人中大規模木造プレカット技術協会 木質工事特記仕様書および木造軸組接合部標準図 

34 一般社団法人中大規模木造プレカット技術協会 木造軸組接合部標準図（金物工法） 

35 一般社団法人木を活かす建築推進協議会 

木造化・木質化を進めて木のまちをつくろう 

（サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）に係る評価報告書 その１） 

36 一般社団法人木を活かす建築推進協議会 木を活かした医療施設・福祉施設の手引き 

37 一般社団法人木を活かす建築推進協議会 木を活かした医療施設・福祉施設事例集 

38 一般社団法人日本建築学会 木質構造設計規準・同解説 －許容応力度・許容耐力設計法ー 

39 一般社団法人日本建築学会 木質構造接合部設計マニュアル 

40 一般財団法人日本建築センター ひとりで学べる中層木造建築（ラーメン構造等）の構造設計演習帳 

41 （株）彰国社 中大規模木造建築物の構造設計の手引き 改訂版 

42 （株）エクスナレッジ ヤマベの木構造 DVD 付新版 

43 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 「枠組壁工法建築物設計の手引」（2018 年） 

44 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 「枠組壁工法建築物構造計算指針」（2018 年） 

45 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 枠組壁工法耐火建築物設計・施工の手引(2018 年) 

46 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 枠組壁工法建築物 断熱施工の手引 

47 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 枠組壁工法建築物構造躯体施工の手引 

48 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 枠組壁工法建築物 くぎ打ちの手引 

49 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 枠組壁工法床遮音工法ハンドブック 

50 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 大規模木造施設の計画・設計の手引 

51 一般社団法人日本 CLT 協会 2019 年版（3 版）実務者のための CLT 建築物設計の手引き 

52 一般社団法人日本 CLT 協会 CLT デザインノート 

53 株式会社エクスナレッジ ヤマダの木構造 

54 Ki 中層大規模木造研究会 Ki 中層大規模木造研究会 設計支援情報データベース  

55 一般社団法人 日本建築構造技術者協会（JSCA） JSCA 版木造建築構造の設計 

56 株式会社 日経 BP ディテールの教科書 中大規模木造編 

57 京都府木材組合連合会 『京都の木で木造建築物を建てるための・・・ニホヘト』（防耐火・維持管理編） 
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（２） 講習会情報 

 
令和 3年 3月現在、講習会情報のページから検索可能な具体の講習会の名称について

は、次ページの表 2-4-3に掲げるとおりである。 

 

 

表 2-4-3 講習会情報の検索可能な資料の名称一覧(順不同) 
 

番号 実施主体 講習会名 

1 一般社団法人 JBN・全国工務店協会 地域工務店が取り組む『中大規模木造建築物の施工管理マニュアル』講習会 

2 一般社団法人日本 CLT 協会 令和 2 年度 CLT 設計者向け実務講習会 

3 一般社団法人木を活かす建築推進協議会 令和 2 年度「木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き」オンライン講習会 

4 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル講習会（1 時間耐火構造） 

5 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル講習会（2 時間耐火構造） 

6 一般社団法人日本木造住宅産業協会 木造の可能性＜木造による耐火・中大規模建築物＞講演会 

7 一般社団法人日本木造住宅産業協会 【WEB 講習】木造軸組工法による高耐力耐力壁（木住協仕様）マニュアル講習 

8 一般社団法人日本木造住宅産業協会 【WEB 講習】木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル講習会（2 時間耐火構造） 

9 一般社団法人日本木造耐火建築協会 木質耐火部材を用いた木造耐火建築物設計マニュアル講習会 

10 一般社団法人木を活かす建築推進協議会 令和 2 年度「木でつくる中大規模建築の設計入門」オンライン講習会 

11 日本集成材工業協同組合及び木構造振興株式会社 中大規模木造建築のための加工施工技術基礎講習 

12 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 演習で実践的に学ぶ「入門 木造の許容応力度計算」セミナー （2 日間コース） 

13 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 演習で実践的に学ぶ 木造軸組工法住宅の許容応力度設計セミナー（2 日間コース） 

14 公益財団法人日本住宅・木材技術センター ヤマベの木構造セミナー ２日間コース 

15 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 中大規模木造建築ポータルサイト講演会 

16 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 令和元・２年度 林野庁補助事業 CLT を活用した建築物等実証事業 成果報告会 

17 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 令和２年度林野庁補助事業 内装木質化等の効果実証事業 成果報告会 

18 中層大規模木造設計情報整備委員会 GIR 及び LSB 接合部セミナー 

19 中層大規模木造設計情報整備委員会 耐力要素別 解説 

20 中層大規模木造設計情報整備委員会 3 階建て（準耐火）・4 階建て（耐火）木造ビルの構造計算講習会 

21 滋賀県森林組合連合会 滋賀県林業会館 完成見学会 

22 城東テクノ株式会社 実例から学ぶ！中大規模木造建築物の防耐火設計。 
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（３） 担い手・サプライチェーン情報 

 

令和 3年 3月現在、担い手・サプライチェーン情報のページから閲覧可能な具体の情

報内容については、以下の表 2-4-4に掲げるとおりである。 

 

表 2-4-4 担い手・サプライチェーン情報一覧 

 

項目 名称 情報提供主体 主な内容 

プレカッ

ト工場・

コンポー

ネント工

場 

中大規模木造建

築対応プレカッ

ト工場一覧 

（一社）中大規模木造

プレカット技術協会 

中大規模木造建築のプレカッ

トを可能としている工場を紹

介。 

CLT取組企業 （一社）日本 CLT協会 CLTの製造企業、加工企業、設

計事務所、施工企業を紹介。 

木材・木

質材料 

中大規模木造建

築担い手企業リ

スト 

日本集成材工業共同組

合 

集成材の JAS 認定を取得して

いる事業者を紹介。 

製材等 JAS 認定

工場名簿 

（一社）全国木材検査・

研究協会 

製材又は枠組み壁工法構造用

製材の JAS 認定を取得してい

る事業者を紹介。 

 

 

（４） 補助金・表彰制度情報 

 

令和 3年 3月現在、補助金・表彰制度情報のページから検索可能な具体の補助金・表

彰制度の名称やそれぞれの検索項目については、以下の表 2-4-5に掲げるとおりである。 

 

表 2-4-5 主な補助金・表彰制度情報一覧 

 

項目 名称 情報提供主体 主な内容 

補助

金情

報 

サステナブル建

築物等先導事

業）（木造先導

型） 

国土交通省 民間事業者・地方公共団体等による、構

造・防火面での先導的な設計・施工技術が

導入される木造建築物のプロジェクトを公

募し、有識者委員会により選定されたプロ

ジェクトを対象とした国土交通省の補助事

業 
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CLT 建築実証事

業 

木 構 造 振 興

（株）、（公財）

日本住宅・木

材技術センタ

ー 

CLT を活用した建築物の設計、建築等の実

証を行う建築主等を対象とした林野庁の補

助事業 

表 彰

制 度

情報 

木材利用優良施

設コンクール 

木材利用推進

中央協議会 

木材の利用促進等に寄与すると認められた

優良な施設を対象とした表彰制度 

CLT アイディア

コンテスト 

（一社）日本

CLT協会 

CLT のさらなる可能性や新たな利用方法の

提案を対象とした表彰制度 
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２．５ ポータルサイトのメンテナンス 

 

（１）コンテンツ作成掲載マニュアル 

ポータルサイトのコンテンツについて、関係団体等の協力により、今後の適切かつ

円滑な情報の掲載を図るため、設計技術情報、講習会情報等の各種コンテンツについ

て、ポータルサイト掲載用のコンテンツの作成からポータルサイトの掲載、更新の方

法についてまとめた以下のマニュアルを作成し、関係団体等との共有化を図った。 

 

（４．１ 参考資料１に「中大規模木道建築ポータルサイトコンテンツ作成掲載マニ

ュアル」及びフローチャートを掲載） 
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（２） コンテンツの掲載・修正・更新のシステム 

管理システムへアクセス後、ID、パスワードを入力後、管理システムから登録 eメ

ールアドレスへ送信した乱数により生成した値を入力し、ログインとなる。その後、

対象データの登録・更新を行う。 

＜管理者メンテナンスの対象＞ 

「新着情報」「中大規模木造建築入門ガイド（一部）」「設計技術情報」「講習会情

報」「担い手・サプライチェーン情報」「補助金・表彰制度情報」「よくある質問」 

「相談箱」「リンク集」「登録ユーザー管理」「管理者・編集者管理」 

＜管理者権限の分別と登録＞ 

管理者権限は「管理者」と「編集者（事務局）」と「編集者」の 3種類で各々、

メンテナンスの権限が異なる。 

表 2-5-1権限分別表 

 管理者 編集者（局員） 編集者 

管理者・編集者の 

管理 

登録、初期 PW 発行 ○ × × 

管理者および編集者の

情報編集（組織名、氏

名、ｅメールアドレス、Ｐ

Ｗ含む） 

○ △ 

本人情報のみ 

△ 

本人情報のみ 

削除 ○ × × 

ユーザー登録者の管理 ○ ○ × 

新着情報、よくある質問、相談箱、リンク集、会

員（ユーザー登録者）へメール一斉送信の管

理 

○ ○ × 

入門ガイド、設計技

術情報、補助金・表

彰制度情報、担い

手・サプライチェー

ン情報 

登録 ○ ○ × 

編集 ○ ○ × 

非公開 ○ ○ × 

削除 ○ ○ × 

講習会情報 登録 ○ ○ ○ 

編集 ○ ○ △ 

登録者のみ 

非公開 ○ ○ △ 

登録者のみ 

削除 ○ ○ △ 

登録者のみ 
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(ア)動作環境 

パソコン 

表 2-5-2パソコンの動作環境一覧 

 Windows® Macintosh® 

OS Windows®10以降 Mac OS® X 10.12以上 

モニタ＊推奨 解像度 1024×768以上、16ビット以上を表示可能な 

カラーモニタ 

ブラウザ InternetExplorer®11 

Edge® 以降 

Firefox® 最新版 

Chrome® 最新版 

Safari® 最新版 

Firefox® 最新版 

Chrome® 最新版 

cookie（クッキー） 有効設定 

Javascript 有効設定 

ネットワーク環境 インターネット接続環境 

（回線速度:ブロードバンド以上） 

 ＊サポート終了した OS、ブラウザは順次、非対応となります。 

 

(イ)入力メンテナンス マニュアルの概要 

マニュアルは以下の内容で構成。 

1.動作環境 

2.管理者メンテナンスの対象と権限分別 

3.各コンテンツのメンテナンス方法 

 

管理システム 利用マニュアルは「４．１ 参考資料２」を参照。 
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（３）メンテナンスの方法 

 

①主なメンテナンス機能 

データベースの次の機能を利用し、データの登録、更新を行う。 

「一覧表示」：登録情報の概要一覧 

「新規登録」：情報の新規登録 

「並び替え」：情報の並び順を変更 

「削  除」：情報の削除 

「編  集」：登録情報の修正 

「表示開始年月日」：一般公開年月日の予約機能 

「表示終了年月日」：一般公開の終了年月日の予約機能 

「非公開」：非公開 

 

②データの登録方法 

本データベースサイトの TOP画面に掲載する「新着情報」を例にして、データの

登録方法を以下に記す。 

(i) ログイン後、メニュー「新着情報」をクリックすることにより、図 2-5-

1：一覧表示が表示されます。 

 

図 2-5-1 新着情報一覧表示画面 
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図 2-5-2 新規登録画面 

(ii)新規登録 

・ヘッダーメニュー「＋追加」ボタンをク

リックし、表示された図 2-5-2：新規登録画

面に情報登録。 

・年月日：表示年月日 

・タイトル 

・詳細：テキスト入力 

・リンク（リンク先 URL指定可能） 

・PDFファイルへのリンク 

・表示開始年月日と表示終了年月日の予約 

・非公開 

・登録：画面下の「登録」ボタンをクリッ    

クし、図 2-5-3：登録完了画面が表示され、

登録完了となります。 
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図 2-5-3 登録完了画面 

 

 

②データの削除の方法 

（ⅰ）図 2-5-1：一覧表示中から削除該当データの最左列「削除」のチェックボ

ックスをクリックし、表下の「削除」ボタンをクリックします。＊削除

を取り消したい場合は、チェックボックスを再度クリックし、チェック

マークをはずします。 

（ⅱ）下記のような「削除確認画面」が表示されます。「OK」をクリックする

と、「削除再確認画面」が表示されますので、「OK」をクリックして削除

完了となります。 

 

削除確認画面 

 

  

削除再確認画面 
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③データの編集の方法 

（ⅰ）図 2-5-1：一覧表示中から編集該当データの列「編集」をクリックし、登

録データを表示させます。 

図 2-5-4：新規登録画面にデータ登録されたもの 

 

（ⅱ）文言等を変更・追加・削除のうえ画面下「登録」ボタンをクリックし、

編集完了となります。 
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３．本事業のアウトプット 
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３．１ 中大規模木造建築ポータルサイト開設 

 

令和 3年 2月 17 日に開設した「中大規模木造建築ポータルサイト」は次のとおり。な

お、掲載情報は令和 3年 3月 15 日時点のものである。 
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23�� H��� ÔÕÖ! râZ���{ ��;Þ :H� �ÙÚÛÜtNO

=>? =@ABC� stsuú�H�H��lãäjN���Zvà�ýþ��iYjkwxz{yYrZ���H���Xa½¿z��A{Iz{bXLZ�H�H��lY|}ã~�Nu�ú��Ip����jNO�I_`úZ�I|MLpqõÙLM�jk\xáR��yYrZ23���ÚÛ��ã��ÛÙa�H�ãäjN��E���ã�MLZ�H���ãYNU��ú�ÞQI��XLZ ×Ö!�I|MLpqõÙLM�jk= ������
� � ��¤¥�¦§¯ J °�Å�ÈcdÖeAf��  º�»¼�¼ÃÃÀÁ�O��½Â¾ÃÃÄÅÆÇÈÉDÊË�Ì¿¾¼¿�¿¾½uÎÌ�¯ Ï ¶�½ÃÎ¿Ð�Ñ

gh�jk$%
23�� H��� ÔÕÖ! z{� ��;Þ ��×�Ø¹ :H� �ÙÚÛÜtNO

=>? =@ABC� ùnUnUßÅß��¿����ÎÌ�½���ÈI|MN����������IJ�OýþãZ������]cdOZ¶·��PQì���ùnUnUßÅ�P��uÈH����uEªß��nUß�����u� E��¡¢2z£��¤¥C¦�ã�btÛÙLM�jk���;Þà�ã\NùnUnUßÅ�P��uÈ¤¥C¦�§h�I¨§jN�bYÁ�Y��jk§h�r�©�ª�©I�é«¨§Y��jk= ������
� � ��Åy�È±²	´�µ¶·��PQì����	
ü¯¬©�y � ¬© � �±²	´�µ¶·��PQì����	
ü¯¬©�¯ J °�±²	´�µ¶·��PQì����  º��¼�Î½¿ÀÁ�O��§h�ôYÁ�®¯ Ï ¶�½Ã½ÃÐ¿Ñ

k%¯�� °±²³´µ´µ�+k¶·¸¹1º»h¼½¾¿
23�� H��� và ÔÕÖ! râZ���{ ��;Þ :H� �ÙÚÛÜtNO

=>? =@ABC� ÀXM�ÁÒÓYYNGñòI|Ma��]��ZvàãÂÃÞÄOÄþGñòÅÆ�à�I��bXa��và¤¥C¦�YjkGñòI|Ma��]?LbÇ2�IrstZGñòÅÆ�à�H��W��WÚZ�ÁÒÓbXLGñò?�Z�I��X�Y|MNÈdXÉ���� ¹!ã�MLÊt�W{EZp�I|MLpqjNbb^ãZvà¡Ç2��ã�MLËª�IÌdLpqXLM�jk= ������ � � ��Gñò��và¤¥C¦�y�¬©�Í � Î�ëÏÌÐÑëÏ	
ÒÓÔIÕÖ×ZëØÕÖü¯�µ��ÕÖ×¯ J °�ÙÚ³´�µ�¶·PQ��Ò	
¸¹���  º�u½ÎÀÁ�O���Â���ÄÅÆÇÈÉDÊË�Ì¿¾¼ÌÃ¿ÃÌ¼¼½u¯ Ï ¶�½ÃÎ¾ÐÎÎÑ
,-.Û0nlÜÝÞß»àá!"#jâ&ã�h¼½¾¿läån

ÒÓ H��� mno�� n4��5678 và ÔÕÖ! râZ���{ GñòÅÆ� �ÙÚÛÜtNO
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=>? =@ABC� DEFG@AHI!JKLMNOPQRSTUQVWXY��������JZ[\]^��_`Jabcde[��fghijkVlmno]pqKLMNo]p[rGJ>QGMNostuDEF�JvMnLo]������]^wx�yz�{|}~Fz����J�\�[Lo��������n��t\]^���yk�����Nostu � S f������ � ������` ������@AHI!	
¡¢�  £�¤¥¦§̈©ª_«`�¬�®�¯��ª_°� ± ²� ³̈̈ ³́ µµ¶µ²
·¸¹º»¼½¾¿ÀÁÂÃÄÅÆ

ÇÈ�� FÉ ���� wÊx�� Ë� Ìh ÍÎÏ! ��ÐÑ r�ÒÓÔ^\«
=>? =@ABC� ��ÕÖ`×Ø�ÙÚV����aLÛaÜÝÞßV�àNáÞG��\Êx�����nâãv°ØV��sM]ur�ä�åÑæh`�����faÌhfçèVaåÑæh`V�\Êx�������GÌhVé\êÇëVZoNaãìJsàíNsG^Ó�NostuÊxnî�oïð�����Gñoz�òóôõö�÷VZoNaøù��Nostu= úû®�¯ü � S f�����` ²ýþ�� �����¡¢� � ������` ²ýþ�� �����¡¢�  £����ª_«`�µ³�³³³��	
�� ± ²� ³̈µ§́ �¶µ²

���������½¾���������� !"
ÇÈ�� ���� wÊx�� �ò�� Ê#×¦$%&U Ìh ÍÎÏ! 'Ö(¦��ì )̈¥ *�� r�ÒÓÔ^\«

=>? =@ABC� +,-JLo]����zÌhãiV./\«Vçè]+,-���0TQ���_12ntu+,-���34z�5a67Q���õì89VÔs�aFÉ¦:ha��aÊ#×a{;a<=a>�?@awÊxaATaÌh�yG�N«snBCD�EFVZoNaGH�IJz(|JLoN89��Nostu ³̈µḰ L¶MvNVÌ���No\OPQRkEF�ST��Nostu= úû®�¯ü � S f��U}�ãif]^+,-�����_1qU}VW¢� � ������` ²ý+,-¡¢�  £�¤¥¦L�³©ª_«`�K�³Kµ��	
�� ± ²� ³̈µḰ ¥¶
���X!YZ[Y\]^_�`a�bcd���½¾���e

ÇÈ�� FÉ wÊx�� �ò�� Ê#×¦$%&U fg¦hij <=¦?@ Ìh ÍÎÏ! õì} +,-kj�r�ÒÓÔ^\«
=>? =@ABC� ¥lmnop�X�����J��t\«çè��qÉntu�X�������VáÞ�Þr	
�ÊsæaAT��atu�|aûF{|�JvUMaLZ�w@xy�z¥n�N{ ��BÏ|y��}���BÏ~q��fçè��a�mn�N����a�¥n�Nõi��VZoN������/�Nostu���y¦����óí«zêÇë�sG^Ó�N��a�X�����������óG��stu= úû®�¯ü

� S f��U}�����` ²ý������¡¢S	
��VW¢U } VW ¢ �����` ²ý������¡¢S	
��VW¢� � ������` ²ý������¡¢�  £��¥¦µ§³©ª_«`� �̈³³³��	
�� ± ²� ³̈µ�́ L¶
»¼���������·������¼½¾�

ÇÈ�� ���� ÍÎÏ! 'Ö(¦��ì ��ÐÑ r�ÒÓÔ^\«
=>? =@ABC� åÑæh`�����faÌhfçèVa�����Ì��y� y!a���åÑæh`���åÑ(¦�s�� y!køù�Òa���Ì��{�(|GMNa�
��� ¬�(|}� n̈�N¦Ln�N�«k��yn����Nostu= úû®�¯ü � S f�����` ²ýþ�� �����¡¢¦H�� ��¡¢¢� � ������` ²ýþ�� �����¡¢�  £����ª_«`�µ�̈¥̈��	
�� ± ²� ³̈µ�́ µµ¶µ²

¸¹º»¼�½�¾£�½¾���
ÇÈ�� FÉ ���� wÊx�� Ê#×¦$%&U fg¦hij <=¦?@ Ìh ÍÎÏ! õì} 'Ö(¦��ì)̈¥ *��

=>? =@ABC� ¤¥¦JKLMN��{§ yM]o��f¦{§ ��çè+,-���ª¨© ªntucEú+,-���õì¦«¬89ÒÓa+,-�5a�`a+,-kj�aAT«`aÌh«`®D�V3¯]��°^«VZoNGH�IJz xÏ!JLoN89��Nostu�ÓVawÊxa{;a±²awtaÊ#×a<=a�ò��³´µ¶GV��� y!�÷� xÏ!z(|kJLoN89��Nostu= úû®�¯ü
� S f��U}�����` ²ý+,-¡¢S��·¸� � ������` ²ý+,-¡¢�  £�¤m¦L̈©ª_«`�¬�®�¯V��� ± ²� ³̈µḰ K¶

bcd¹º»¼½ÂÆ
ÇÈ�� ÍÎÏ! õì} +,-kj� r�ÒÓÔ^\«
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=>? =@ABC� ����DEFGHIJKL��LMNLOPLQRSTEUVWXYZ[\]^_`aUbYcZ[��deXfaghiOP��������D��LjkElVmnonpELqY[r�stY[r�LqZ[r�uvZ[r�wvExyz{E|}~���q���s�������E�K�~YZ[���x�EFGHL��EUV���HG�ag= ������ � � ����� ��¡¢c��DYcZ[����£¤¥� � £¤ ¥ ���¡¢c��DYcZ[����£¤¥¦ § ¨�©ª«¬�®¯¡¢c�°	
±²���  ³� µ́L¶·̧¹º»o��¼½···¾�¿À ÁÂÃÄ�Å̧ÆÇµÇÅ·̧·ÅµÇ¶̧ÇÅ¦ È ®�É·Ê¼ËÊÊÌÊ®
ÍÎ�ÏÐÑÒÓÔÕÖ×ØÓÙÚÛÜ×ÝÞß

YZ[�� àáâ! ��ãm ��ä�å² Éæµ çèéêë� ìr��íî�ï°^OG`âê²¼ð ņ̃Êoòä�å²r�EHµM�HóôB�^�H~`õhZöX÷øUvº»�ùaG°úEûa~ü��^ýþ�HG~ü����âE�V�ag�`L���ü�����L��	!
²L�Á�LèÂÃ� l�c©��HøVL��t^OGHZöX÷���]��V�ag= ������
��������ÏÐ����ÛÜ��� !"#$"%

&'�� r��� ()*� !cü����â ��ãm ��ä�å²�+�OPL��������D^���Ub��HG~��,ù&'���òp��������D��� !fag���Ub��HG~��DOPL��LMNL�-°ú�st./E�Ht�`��������D01^��a~2�df3�ag�`L45��D���Ljk��sL�°þ607����^º»a~2�df3�ag= ������
����ÏÐÔÕ!"#$"%
&'�� °ú r��� YZ[�� Z8\c9:;< jk ��=K 01� ()*� !cü����â ��ãm ��ä�å²Éæµ çèéêë� ìr�

=@ABC� &'cr����òpEL>?ãmk�������r���^§b/EeX���ù@qA�V^BC�HG�agD�¡¢O@AEF!GkHfGkf3~UbEIJc�KK�HG~A�V^�¯ELïK�HG�ag= ������ � � ��MNO¬�������@AEF!	
P¥�  ³� ¶́cÊ·���º»o��Q�R���UVº»�ÏSTUVWXYZ[\]ÏÐ^_`abcdÍ
&'�� °ú r��� jk @q�c��1 ��ãm

=@ABC� �-k0ef��gøUv��ãm���@q�EhGa~`õLiDk�O@q�gjÄkl)mnoocépçÇqÄpcâr�C�B�RcüCä��s ²!c@A±F��Ât̂ BC = ������ � � ��MNO¬�������@AEF!	
P¥�  ³� ¶́c¼iuº»o��Q�R���UVº»�ÏÐ^_`abcdÍvwÖTxy
&'�� °ú r��� YZ[�� jk @q�c��1 ��ãm

=>? =@ABC� 2�stz{j�c|}j�^��fL��I~ts�f�^��H��c���Ub�ø��o+òp� ��Frfagz{j�c|}j�^���L�-�a~å�F!�dfCK�HG�ag = ������ � � ��MNO¬���^�sa����P�¥� � £¤ ¥ ���¨Ëô�z{c|}j��°�O����£¤¥c��á²����@¦ § ¨�MNO¬���^�sa����P�¥�  ³�Ê�·¹º»o��Q�R���UVº»�¦ È ®���ÉËÉÌ
Ï��������ÛÓ���Û×ÝÞß

&'�� ��=K àáâ! ��ãm Éæµ ìr�
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>?@ >ABCD� �EF���GF���HIJKLMF���NOPQRSTUVWXYZH[\]QWS^_R�EZUH`ab^_RF�cd��Gefghijefkh��lmWS���nQopqF��rstuvwF�xyH[\]qwZz{|w��}l~apghQ�c��K}q��`����l~ap��lxyopa�WX> �w���� � � ������}��������� I ������}���������  ������ ¡¢£¤K}��¥¡¦§̈ ©ª«¬®�¯�°±¦²�²¦ ¦°²§�³°²³� ´ ��¡§§³µ ¡¶
·¸¹º»¼½¾¿ÀÁÂ�ÃÄÅÆÇÈ¿ÄÅÉÇ»¼ÊË

ZU F��� ÌÍÎ! ��ÏÐ
>?@ >ABCD� �EF���GF���HIJKLM{|wÑÒ`ÓÔÕÖ×ØVWX�EF���Gl`aÙÚS^_R{|w��K}l~apq�EZUz{|ÛÜQ��H[\]q{|ÝGÞÙF�`CÎq�ßà{|qáâÎØãD�à�!�vÛ{|w��K}z{|Hä`obÐåæqç�èÔ!{|wZ�vÛwZ��K}q��él~ap��lxyopa�WX> �w���� � � ������}��������� I ������}���������  �����ê¡�¢£¤K}��¥¦�§̈ ©ª«¬®�¯�°±¦²�²¦ ¦°²§�¦°²�� ´ ��¡§§°µ  ¶

·¸¹ºëìí»¼îïðñò
ZU F��� ÌÍÎ! ��ÏÐ ��á�èÔ

>?@ >ABCD� óÐôõ}��Göõ�q�÷øLMlqùnúRF�ûüöõýþ�H��V�StJlq�`WSwZ«q�����V[�����öõH	]q�Gw
«löõ�� Ô!��Q]ÙÚpa�WX> �w���� � � ������}����� �������� I ������}����� ��������  �����£¤K}�¡¥ ê§̈ ©ª«¬� ´ ��¡§ ¦µ³¶ �
����Ê���¹º����� !

ZU k"�j#$%& öõ ÌÍÎ! ùn'j��é ¡(� )F�
>?@ >ABCD� *+[,�p��-.l/0Ð1Vs0q������lm23SõÒ4LMq5�̄ j67õÒ4��l89WSõÒ4���ob:-.����G;é<VWX67¡±�ê�;éH/0�=q��G>?j�?@Aq��BC©��DqEFGqÑHRI¬q�GBC©`JqEFGq���qKLqF�qõM¬l8Nq��öõ�� Ô!��OHPQopa�WXGRlSgoa�����^T¤UMÙÚq#$VÚpaT¤UÞ0QRSWQH?úQopa�WX> �w����

� � ��©X<¬YZ[������\ø�X < \ø � �YZ[������\ø�� I ������}�YZ[j67õÒ4���  ����j�ê¢£¤K}� ¥§§§̈ ©ª«¬
]^�_`�ab½c·º��def

þg�� öõ hÎ! ��iV ;é< ��ÏÐ ¡(� jkl��� )F�
>?@ >ABCD� ��mn}�n��olt0��q`JqGRCplg\p�CQVÚSkqF����VrsnlR0�obXWtJR��kq��G���qöõ�LMlq����kq����tuvWJà�ÕwxyNz�0{�EkqwZ|}_��z~j�Q��q���Q��RI�ÛF�QÐ�|�uq����CRm�}�z	
mnH;é�Qlxyopa�WX����kq�����øH��Qob���H��WSWQV£¤WSWQ�V��WX> �w����

� � ������}�����kq����� � ��7å����}�����EX < \ø � ��EkqwZH`ab��kq��G����D��X<\ø�� I ������}�����kq�����  �� ê�¢����T�£¤K}�����8V£¤s� ´ ��¡§ ¦µ
·¸É�í�����·ºÉ����»¼îïðñò

F��� �kq�� öõ ÌÍÎ! ;é< ùn'j��é ��ÏÐ ��á�èÔ )F�
>?@ >ABCD� ��mn}�n��olt0��q`JqGRCplg\p�CQVÚSkqF����VrÑ snlR0�obXWtJR��kq��G���qöõ�LMlqkqF�BCj}¡xyq����-.¢£����ÏÐõ}ltS ¤¥kqF��¦��}_�����D��l�Q]ÙÚpa�WX ¤¥kqF����H��WSWQV�XQTUX§H£¤WSWQ�V��WX���[�øj:�øH¨�©��V��WX> �w����

� � ��©X<¬��ÏÐõ}ltSkq��G����D��X<\ø�X < \ø � ���ÏÐõ}ltSkq��G����D��X<\ø�� I ������}�����-.¢£���  ����j¡�§¢£¤K}�����8V£¤s� ´ ��¡§ °µ°¶
·ºª��Ê«¬É����»¼îïðñò®¯°±²³´µ¶·¸®¹º»É�¹º²

þg�� F��� �kq�� �¼�� öõ ÌÍÎ! ùn'j��é ��ÏÐ )F�·ºª��Ê«¬É����»¼îïðñò®¯°±²³´µ¶½¸®¾º»É�¹º²
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>?@ >ABCD� ��EFGHI�JKLMN��OPQORSTULVWXYTZ[\]^_`�a��bcdefILgNhijklMmg��^_��n��oOpqorsLO^_`�tTuGvwxOyz��{|}~������qGLM]���^_`����J����a��D��LhZ��\X�h�k���^_`��������]lZbz�Z��������]lZab�h�k����� u¡� �¢£¤��b�h�k> ¥¦§�¨©
ª « o¬�®¯����qGLM]^_��n����D���®° �� ® °  � ¬����qGLM]^_��n����D���®° �± ² ³¬´µ¶·G¸yz��{|}~���  ¹¬º»u¼½¾¿��ÀG¬���ÁÂb��f± Ã y¬�Ä¼ÅÆÅÇÈÉ�� `��� Ê^_�� �Ë�� pq ÌÍÎ! ÏFÐu��Ñ ���� Ò`�

>?@ >ABCD� ��Ó�ÔÕ�P�]Ö×L�O�£Ø]Ùv»ÚÛ�Ü��!ÝLMÞX��!�Lß�`��àaYTLgNh�k��Ó�ÔÕLM]����n`���LáN�âÀâsLO��Ó�ÔÕ`��àLP�]`�ãä��JÀGåæ×¦çèéä��çêëÀGLì�XwxiX�h�khjO��Ó�ÔÕ`�íîHêë�²mï��ðñòçLó�XcOôõö÷øH�ùú�]��LgNh�k> ¥¦§�¨©
ª « o¬�®¯����ûqGHI�ü° �� ® °  � ¬����ûqGHI�ü° �± ² ³¬ýþ�·G¸yz{|u��	
�Õ���  ¹¬�»OÅ½¿��ÀG¬Ú��ÄÄ���¯± Ã y¬�Ä¼ÚÆ�Ç

	
����������
����������� !
`��� ÌÍÎ! ÏFÐu��Ñ ���� ��Ó�ÔÕ

>?@ >ABCD� ��Ó�ÔÕ�P�]Ö×L�O�£Ø]Ùv»ÚÛ�Ü��!ÝLMÞX��!�Lß�`��àaYTLgNh�k��Ó�ÔÕLM]����n`���LáN�âÀâsLOÙ��Ó�ÔÕêëÀGu`��à�"�Ý#�À�cZLO`��$%&�'(�!)ZL*È�+�,å��Ó�ÔÕ%B�-¦./01g���2Lì�XO��Ñå`��àÑ�P�X/01LwxiX�h�k > ¥¦§�¨©
ª « o¬�®¯����ûqGHI�ü° �� ® °  � ¬����ûqGHI�ü° �± ² ³¬ýþ�·G¸yz{|u��	
�Õ���  ¹¬�»OÚ¼¿��ÀG¬���ÄÄ���¯3456¬¾Å�7»7¾ÄÅÄ¾»7�Ú7�± Ã y¬�Ä¼ÚÆ¼�Ç

	
����������
���������8����� !
`��� ÌÍÎ! ÏFÐu��Ñ ���� ��Ó�ÔÕ

>?@ >ABCD� ��EFGHI�JKLMN��OPQORSTULVWXYTZ[\]^_`�a��bcdefILgNhijklMmg��^_��n��oOpqorsLOyz��{|}~��^_��n����D��b�9\X�g�^_��n:;��upq�L<ÈiXó�j��=>ßL�s]?@¦AhNå^_BC�DEHOpq�2çFGÀaHI[\X�h�k��^_��n��JKpqLì�X�O����D��Zz�"�LMXNPiXOPZMNIwaQhNh�k > ¥¦§�¨©
ª « o¬�®¯´µ¶·G¸yz��{|}~��«	
?±° �«��Ê^_HIRSTU� ® °  � ¬´µ¶·G¸yz��{|}~��«	
?±° �«��Ê^_HIRSTU± ² ³¬´µ¶·G¸yz��{|}~���  ¹¬º»u¾½¿��ÀG¬��ÄÄÄ���¯± Ã y¬�Ä¼¾Æ¾Ç

VWXYZ[�\]��	
^_`�abcdefgh����i`����
ÈÉ�� `��� Ê^_�� �Ë�� pq ÌÍÎ! ÏFÐu��Ñ ���� Ò`�

>?@ >ABCD� j�kqG��n��oOpqorsLOj�kqG��núlpqLì�XOÏF1gúlpqAhNÑ�ï�b�]MmLhZ��\X�h�k¦m�Lpqn� Õ!Zpq�2óMKY¤o]+�Ü?Lì�XOÐp�#�wx[\X�h�k> ¥¦§�¨© ª « o¬´µ¶·G¸yzq�r %s�����± ² ³¬´µ¶·G¸yzq�r %s������  ¹¬ºtp��ÀG¬��Ú�Ä���¯± Ã y¬�Ä¼ÚÆ�Ç¼y
u_v`�fgh�wxi`���

�� `��� Ê^_�� ^yHuz{|I }~u��� pq ÌÍÎ! ÏFÐu��Ñ ��» Ò`�
>?@ >ABCD� j�kqG	
EFÙ��¼�Æ��������¼½»Ä�O�¼½»¼�ÝZ{|����ñ`��Ùj�kqG{|q����ÝLM]j�kqGEzb�]P���EFLì�XOj�kqG��n��oOpqorsLÐ�P�Xx�[\X�h�k> ¥¦§�¨© ª « o¬´µ¶·G¸yzq�r %s�����± ² ³¬´µ¶·G¸yzq�r %s������  ¹¬ºtp��ÀG¬½½Ú���¯± Ã y¬�Ä¼�Æ¼¼Ç¼y

u_v`�fgh��������
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>? @��� ABCDEFGH IJ KLM! NOPD��Q RST U@�
VWX VYZ[\� ]^_J`��abcCdefghijklmnopqrmnstuvwbcJ`xyoz{r|}vw~�����q�s]^_J`��a���sIJ����sbc������vw��o�������q���V ������ � � ������` ¡¢£�¤ ¥¦���§¨D©ª«¬®¯°¨± ² ³�����` ¡¢£�¤ ¥¦���§¨�  ´�µ¶·¸¹º`�»¼T½»¾¿ÀÁÂ± Ã ¡�RÄ»»ÅÆÇ»¡

ÈÉÊËÌÍÎÏËÌÐÑÒÓÔÕ
Ö×�� >? @��� ØAÙ�� ABCDEFGH ÚÛDÜÝÞ bcDßà IJ KLM! áQâ NOPD��QRST ãäåæÞ� U@� ç�ijèé�º

VWX VYZ[\� ê{q�ë>?ìí�ãäåopqr��a���îq�ïs���O`��ðñãäå�òózìôéj�r�O�õ}��ö÷øíù���ãäåopqr��a��sIJ�úù^ûºû��sçãäå�òóz�îq�ôéj�rãäåæÞ�J`��vw��`����	
�Oüisãäå>?�����Osãäåý�{þ�������O�����o{�q���V ������ � � ��ãäå�òóz�����â��¨± ² ³�����` �¡¢	
D�>	
�����  ´�T�R»»�¸¹º`�Æ¼�ÄT¾¿ÀÁÂ�������½T�Ä�Ä�TÆT½± Ã ¡�RÄ»�ÅÆÇ
����������� !"#$%&'()*�+,-

>? @��� ØAÙ�� KLM! ãäåæÞ�
VWX VYZ[\� ��./�01I���o²2º����3?âì��4��Y5�678��9:d;<=I���{�s�>�?{�I�÷@7�ò`ABCQ�oDH{s��3?B{��Bé�q���EÅFGBwH�q�êrw	�qº7I	�qìí�JKLMNMsO��PKQRMNMsOZSKQRMNM74��YT[�4wUV÷BICQWDH���îùsç�j��a��Xo�Y��?Z[Bwù���V ������

� � ��¿�âÂ����` ¡¢��	
®§¨�	
\±��¨� â �� ¨ �����` ¡¢��	
®§¨�	
\±��¨± ² ³�����` ¡¢��	
®§¨�  ´�µTD]½�¸¹º`�R¼ÄÄÄ¾¿ÀÁÂ± Ã ¡�RÄ»ÆÅÆÇ
^_`ab`c�defghijkl�m'�mnop

Ö×�� @��� ØAÙ�� KLM! áQâ NOPD��Q ��q^
VWX VYZ[\� ¢�ïs����arstuv��owM��{�q�ºoxyB{rs��Bz{�í�qïz|O�ST�!�BU@���a����@������ì��U@���a@����îq�}�B���@��~��!��q�����BBW�s�ë�U@��îq��÷w����B��@���B�}���º`7s���YP���ðñ@��~QB��o��{�q���V ������ � � ���âÂ��ë�U@���a@���¹������â��¨� � ������Ü��	
��|}~��s��~�\±` ��~��� â �� ¨ ���ë�U@���a@���¹������â��¨± ² ³�����` ¡¢	
D�>	
�����  ´�µTDRRT�¸¹º`��¼]ÄÄ¾¿ÀÁÂ�������½�T��Ä�Ä�T�T]�T± Ã ¡�RÄ»�ÅÆÇ

����� ¡¢£¤� mn¤¥¦§¨���©�-ª
@��� KLM! U@�

VWX VYZ[\� ����Ü«¬á®ìí��MKªR���a�á®¿��®;Â�ó�ì��¯�RRÅ°¯�RÆÅv�CI{r���±D²³´á®�B¯�RTÅ°R�Åv�CI{r�µ¶�î����	
·u¸¹Xá®�ìº»��rá®ø����s¯�R�Åv¼½ïÁ¾BwH�q���V ������ � � ������` ��o¿i���³´§°¨± ² ³�����` ��o¿i���³´§°¨�  ´�RÄ½�¸¹º`�ÀÃÁ
� Â���ÂÃÄÅÆ�¤ÇÈÃÉÊËÌ¨ÍÎÏÐÓ_¡¢£'ÑÒÓÔ¨� ÑÒjªÕÖ×ØÙÚ%*�Û¤Üª

Ö×�� >? @��� ØAÙ�� ABCDEFGH IJ ��Ý� áQâ ��q^ ��P�Þ� RST ãäåæÞ�U@�ßE���à���áøâ�{�q�ãäåDæç����o²2º����3?âì��æç��µ¶�¨B�èéê7ëç�éê:d�oì�{rç�ijæç�B{��í};æç��� � � ������` ¡¢��	
®§¨îïef� ¡¢£mnop�ðñòjóôõ¤nöð
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¢£���� � �� � �����]��j������ �¡	
¢£���£ ¤ ¥�����]��j������ ��  ¦�§ÈQ«±±¬®¯]�©°±±±²³´µ¶£ · ��©±«â̧ üº

ýþ�������
»¼�� k��� �Þß�� ÃÄÅQ��Â ��ÆÇ ��F�òG ÷k�

>?@ >ABCD� ��H�ÓKÑ�	
�Q��
�®��µ�fKg�®����~��ÑÁÂr�ÁÂH�ÚKg«�r�f�ÑÁÂ����> ������ ú ¡ û�����]��H�Ó����� ��� � �� � ���¥¸ì¡�	Q��
��������Ù���Q���G����A£ ¤ ¥�����]��H�Ó����� ���  ¦��ü¬®¯]� �!���sà®á
ý"#$%&'()*+,-)*./0

»¼�� ��À� ÁÂ� ��ÆÇ ©1È ÷k�
>?@ >ABCD� ��iÄ]wx�V2rsà��L�ÕL34[5rê6g7[f��tÞßk�ð���YÎÏáxr�à�KÑ�Ws8���Þß��Í��ûL
9ûÐbrL©±«Ȩ̀ ¹º��r�j������ �Þßk��:UV;<H�|g
9��ÑÍ5ðÎÂ�fKg�f�Ô�g|�����������Íf�t=>��L?���L@���
�ÖðAB��g|���> ������ ú ¡ û�³��¶����]��j������ �¡	
¢£���¡���ÞßwxCDEF� � �� � �����]��j������ �¡	
¢£���¡���ÞßwxCDEF£ ¤ ¥�����]��j������ ��  ¦�§ÈQ�ü¬®¯]�©°±±±²³´µ¶£ · ��©±«Ȩ̀ üº

ýþ����GHIJKLMNO/0
»¼�� k��� �Þß�� �P�� 
9 ��À� ÁÂ� ��ÆÇ ÷k�

>?@ >ABCD� ��«ÜÝÞß��Í��H¤8¯Ðb��ÁÂ������«ÜÝÞßk�rstQ×�RST3HUVKÑÈÉ�gVW?���fL¹É�g���XYûã�
�Ò��H¤|Lk��h�ÙQZíZ[øùfå��f\]Q^d_`ZíÖrÚÛgL��Íð����f�tWf���\
9aùrb�tdc[5Öðøù��g|���> ������ ú ¡ û�³��¶����]��j������ �¡	
¢£���� � �� � �����]��j������ �¡	
¢£���£ ¤ ¥�����]��j������ ��  ¦�§ÈQ«¹¹¬®¯]�©°±±±²³´µ¶£ · ��©±±�̧ âº
ýþdefJKLMN�*g./

»¼�� k��� �Þß�� [í ��À� ÁÂ� ÃÄÅQ��Â ��ÆÇ
>?@ >ABCD� ¹É���Þß��Í����H¤8¯Ðb��ÁÂ�����h�×i3�¹É�gjkûÐb=>���f�¹É�gXYûÐb=>���Ò��H¤|L��Þß��ÍZ[\L=>��×ØlÐ\mn�Þß��Ífop!\]ÖHøùKLk��íq³rs¶\Á��htuDB�tvGð}~��g|�����w_wH�ÓKÑxyA�B�zIJ\ãûÚYr{8|�p� �}2�~êÖYøù��g|���> ������

ú ¡ û�³��¶����]��j������ �¡	
¢£���� � �� � �����]��j������ �¡	
¢£���£ ¤ ¥�����]��j������ ��  ¦�§ÈQ«©â¬®¯]�©°±±±²³´µ¶£ · ��©±«±̧ âº
ýþdefJKLMN�*g./���L�����+����������g��

»¼�� k��� �Þß�� ��À� ÁÂ� ÃÄÅQ��Â ��ÆÇ
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=>? =@ABC� �DEFGHIJKLMNOPQRSTL��U��VOWXY��Z[\UV]^_`��aFBbc��LdNe��fgO�hijkflNmk�WnL�opq��ek�M\rstuvwxkyf�zVO{P|A�Dt}MfgOk�L~�feDEFHI���I��II�L�����nfg�krU�O�tL�pe����f�x�pq�pNaFBb��Ld�mN�V]= _����� � � ��G�\K�� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�	
«¬®ª� \ ® ª ��� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�	
«¬®ª¬ d ¯��� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�  °�±²³ µ́¶·¸Wn��¹IIIºG»¼K¬ ½ £��IHI¾¿À
ÁÂÃÄÅÆÇÈÉÊËÌÍÎÏÐÑÒÓÔ

ÕÖ�� k��� ×ØD! ÙÚÛ³��Ü ����
=>? =@ABC� �DEFGÝÞHµJ�ÝÞHµJKLMNOßàeáâã�TL��U��VOWäY��Z[\UV]ßà��fåæçèOÝ��Ý��DEF�éêWnëeìíîïpmNOð�ñòsfgOk��óTôõö÷èmN�V]�qe��øÚnUùú��ûôüå÷èOýþy��¹III����ûLe��Lùú��ûU��pm��LÚùú��ûtpq�ßàë�	
e���ã��oôdèmN�V]�èç��ûë�DEFjkLüV��ûL��VO���f���V]= _�����

� � ��G�\K�� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�	
«¬®ª� \ ® ª ��� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�	
«¬®ª¬ d ¯��� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�  °�±�³H��¶·¸Wn��¹IIIºG»¼K¬ ½ £��IHH¾�À
ÁÂÃÄÅÆÇÈÉ��ÍÎÏÐÑÒÓÔ�Ê������������Ð !

ÕÖ�� k��� "ùú�� ×ØD! #Ü\ ÙÚÛ³��Ü ����
=>? =@ABC� �DEFG $́HIJ%&KLMNO'(ëßàTL��U��VOWäY��Z[\UV]�DEFféVOk�Wntpme)*LMNq+,-D.�ë/`01.�L��pmõöpe��'(ëßà23�4MÜL�tæ�pq]�qeH5L67hitVOí)e�58�L�u�9ç:k�tVO��Lpe��'(�óf;q�m<=>ôõö÷èmN�V]�DEFjk�ó�?Õ@flNm�õö÷èmA�e�DEFfgO������û�óVO���t���V]= _�����

� � ��G�\K�� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�	
«¬®ª� \ ® ª ��� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�	
«¬®ª¬ d ¯��� ¡n¢£¤��¥¦§¨©ª�  °�±²³H²¿¶·¸Wn��¹IIIºG»¼K¬ ½ £��IH�¾¿À
ÁÂÃÄÅÆÇÈÉÊ�����Ð !

ÕÖ�� k��� "ùú�� �B�� CD³EF ×ØD! #Ü\ ÙÚÛ³��Ü ����
=>? =@ABC� GH�-I�JûKeLMF��ô���nMN)JûtpmOñpq�PJûUePrH�¾��QR�SH²ðITU��V¸WXYZk�WnLñæO[\f]íVON)Jû^_�f����pq]�qe`abïQ�cded'fgh�øÚUij�����#ÙÚYkl\UKeLMF��ô�ñVOU����ûMN)Jûmñ�P\f4)VO�tpmN�V]�����nfgO��û��ã��XYfenH�-Jû�Peonep&TLqrpmN�V]= _�����

� � ��G�\Kist¡n¢£¤¥¦³�s	
MF��mu�¬ d ¯�G�\Kist¡n¢£¤¥¦³�s	
MF��mu��  °�v²e�H¶·¸Wn�w�x���g�·¸<¬ ½ £��I�I¾ðÀ
yz{|}~�Ï�ÃÄÅÆ����Ï�

ÕÖ�� s[ k��� ã� ÙÚÛ³��Ü ����
=>? =@ABC� �H�-I�JûKeLMF��ô����nMN)JûtpmOñpq�PJûUe¥¦J�i�YklG����n¥¦�#jïYklKf��÷è��f��mN�V]�qe`abïQ�cded'fgh�øÚUij�����#ÙÚYkl\UKeLMF��ô�ñVOU����ûMN)Jûmñ�P\f4)VO�tpmN�V]����nfgO��û��ã��XYfe�H�-Jû�Peonep&TLqrpmN�V]= _�����

� � ��G�\Kist¡n¢£¤¥¦³�s	
MF��mu�¬ d ¯�ist¡n¢£¤¥¦³�s	
MF���  °�v²eHð¶·¸Wn�w�x���g�·¸<¬ ½ £��IHµ�µ�HI
�z{|}~�Ï��Ä�ÅÆ����Ï�

ÕÖ�� s[ k��� ã� ÙÚÛ³��Ü ��²
=>? =@ABC� �H�-I�JûKeLMF��ô�IHð¾f���E���nMN)JûtpmOñpq�PJûUePr�Ý¾`abïQR�SðHHTU���E���nLMNq��û\f4)pq��!�N)JûUV]�qe`abïQ�cded'fgh�øÚUij�����#ÙÚYkl\UKeLMF��ô�ñVOU����ûMN)Jûmñ�P\f4)VO�tpmN�V]���E���nfgO��û��ã��XYfe�H�-Jû�Peonep&TLqrpmN�V]= _�����

� � ��G�\Kist¡n¢£¤¥¦³�s	
MF��mu�¬ d ¯�ist¡n¢£¤¥¦³�s	
MF���  °�v²eH�¶·¸Wn�w�x���g�·¸<¬ ½ £��IHµ¾ À́
�z{|}~�Ï�������ÅÆ����Ï�

ÕÖ�� s[ k��� ã� ÙÚÛ³��Ü ���E��
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C�D �������1\]^ �������ÅÆÇ�5 HIqr
� ��	
� È]És�Ê��ËÌ�}
� ÍÎÏsÐÑÒÓ
� ÔoÕ3Ö× ØÙÚ:Ûp^GÜf Ý}Þt ���ßàÊ kl	1\]^ áâ
�Gãäå]1\]^ ����Ý|� æ×]çèé

C�D �������:1\]^ �������:ÅÆÇ�5 HIqr
� ��	
� È]És�Ê��:ËÌ�}
� ÍÎÏsÐÑ:ÒÓ
� ÔoÕ3Ö× ØÙÚ:±êëìÄíRµ
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DOD��	
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�tu�� k��	
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�vw��de��	
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������DO
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３．２ 中大規模木造建ポータルサイト講演会 

 

１． 趣旨 

これまで木造化が比較的遅れていた事務所、商業施設等の分野においても、木の良さを活

かした様々な中高層の木造建築物が実現されている。一方で、様々な木質建築部材や工法の

開発が進み、防耐火規制の合理化が進められ、中大規模木造建築物の普及促進を目的とした

様々な取組みが展開され、令和２年２月には各種の設計技術情報等を一元的に提供する中

大規模木造建築ポータルサイトが開設された。 

この講演会では、中大規模木造建築ポータルサイトの紹介を軸に、多様な用途、規模の建

築物の木造化の取組みと今後の展望について紹介した。 

 

２．会場 木材会館（東京木材問屋協同組合） 

(東京都江東区新木場 1-18-8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．日   時  令和 3年 3月 1日（月） 13：30～15：30 

４．プログラム  次頁 

５．報告会形式  ＷＥＢ上でリアルタイムでの視聴をメインとし、先着順で 50名ほど対

面での受講とした。 

６．配布資料   【対面】 

中大規模木造普及促進パンフレット「建てるのなら、木造で」 

中大規模木造建築ポータルサイトのアンケート 

【Web】 

配布は原則無し(Ｗｅｂ上でのダウンロード配布とする) 

７．定   員  50名(対面)+1000名(Web)  

８．受 講 費  無料（要事前申し込み） 

  

出席者(敬称略) 

 登壇者：大橋、山代、安達、海老澤、廣瀬、古久保 

 国交省：遠山、石橋、一重、北川 

 事務局：金子、菊池、辻、増村、堀内、髙橋、田中  

                         合計 17名 
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＜プログラム＞                                             （敬称略） 

13:30 開 会 

13:30～13:40 主催者挨拶 （公財）日本住宅・木材技術センター 理事長 古久保 英嗣 

来賓挨拶 国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室長 遠山 明 

13:40～14:20 

 

基調講演 

建築を大きく変える中大規模木造とポータルサイトへの期待 

大橋好光 東京都市大学 名誉教授 

14:20～14:30 休 憩(中大規模木造建築ポータルサイトの紹介動画放映) 

14:50～15：30 パネルディスカッション 

中大規模木造建築が拓く新しい建築とポータルサイト活用のすすめ 

～中大規模木造建築の設計で欲しい情報、ポータルサイトでできること～ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  大橋好光 東京都市大学 名誉教授 

パネリスト  山代 悟 芝浦工業大学 建築学部 教授 

安達 功 （株）日経 BP 執行役員 総合研究所 所長 

海老澤渉 （一社）不動産協会 

廣瀬隆志 （公社）日本建築士会連合会 

15:30 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者募集のための講演会のチラシは次のとおりである。 

主催者挨拶 古久保より 来賓挨拶 遠山氏より 

基調講演 大橋氏より パネルディスカッション 
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「会場講演会」 および 「ＷＥＢ講演会（ライブ）」 のご案内
　これまで木造化が比較的遅れていた事務所、商業施設等の分野においても、木の良さを活かした様々な中高層の木造建
築物が実現されている。一方で、様々な木質建築部材や工法の開発が進み、防耐火規制の合理化が進められ、中大規模木造
建築物の普及促進を目的とした様々な取組みが展開され、令和３年２月には各種の設計技術情報等を一元的に提供する中
大規模木造建築ポータルサイトが開設されます。
　この講演会では、中大規模木造建築ポータルサイトの紹介を軸に、多様な用途、規模の建築物の木造化の取組みと今後
の展望について紹介します。また、この講演会は会場での講演会に加えて、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
講演会の映像をライブ配信します。

令和3年３月1日（月） 13:30～15:30 木材会館 7Fホール
参加費無料●プログラム（予定）

13:00 開場
13:30～13:35 主催者挨拶
13:35～13:40 来賓挨拶
13:40～14:20 基調講演

｢建築を大きく変える中大規模木造とポータルサイトへの期待｣� 大橋好光　東京都市大学　名誉教授

14:20～14:30 <休憩>  中大規模木造建築ポータルサイトのデモビデオ放映
14:30～15:30 パネルディスカッション

中大規模木造建築が拓く新しい建築とポータルサイト活用のすすめ
～中大規模木造建築の設計で欲しい情報、ポータルサイトでできること～
●コーディネーター： 	大橋　好光	 ●パネリスト：	 山代　　悟	 芝浦工業大学　建築学部　教授
（敬称略）	 	 東京都市大学　名誉教授	 （順不同・敬称略）	 安達　　功	 （株）日経 BP　執行役員　総合研究所　所長
	 	 	 	 海老澤　渉	 （一社）不動産協会
	 	 	 	 廣瀬　隆志	 （公社）日本建築士会連合会
	 	 	 	 山田　憲明	 （一社）日本建築構造技術者協会

中大規模木造建築ポータルサイト講演会
 公益財団法人日本住宅・木材技術センター講演会　合同開催 

─建てるのなら、木造で─

「会場講演会」「WEB 講演会」の詳細は裏面へ▶

開催日時 会 場
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■会場講演会
●日　　時：	 令和3年3月1日（月）　13：30～15：30
●定　　員：	 50名　（参加費無料）
	 ※定員に達し次第締め切らせていただきます。お早めにお申し込みください。
●配布資料他：	中大規模木造普及促進パンフレット「建てるのなら、木造で」
	 休憩時「中大規模木造建築ポータルサイト」のデモビデオを放映します。
●会　　場：	 木材会館（東京木材問屋協同組合）7F　大ホール
	 東京都江東区新木場1-18-8

■ＷＥＢ講演会（ライブ）
●日　　時：	 令和3年3月1日（月）　13：30～15：30
●定　　員：	 1000名　（参加費無料）
	 ※定員に達し次第締め切らせていただきます。お早めにお申し込みください。
●視聴環境：	 インターネットを快適に視聴できるＰＣ環境でご視聴いただけます。
	 ・参加申込受付後、講演会の「視聴ＵＲＬ」「ＩＤ・パスワード」をお送りいたします。
	 ・開催日時になりましたら、その視聴ＵＲＬをクリックしご視聴ください。
●配布資料：	 開催日の約一週間前に、配布資料のダウンロードＵＲＬを記載したメールをお送りします。

■参加申込（会場講演会・ＷＥＢ講演会とも）
●以下のＵＲＬ、ＱＲコードからお申込みいただき、「会場講演会」または「WEB講演会」をお選びください。

　　　　　　　　　https://www.koushuukai.com/howtec/210301/　　　

■お問合せ：�ポータル講演会事務局
portal@koushuukai.com
TEL：0120-008-802

湾岸道路

江東区夢の島競技場

りんかい線

明
治
通
り

東京メトロ有楽町線

JR京葉線
新木場駅

木材会館 7F 大ホール
（東京木材問屋協同組合）

新木場
センタービル

いすゞ
自動車Gyosei

タクシー
乗り場

デイリーヤマザキ

佐川
急便

■JR京葉線「新木場」徒歩6分
■東京メトロ有楽町線「新木場」徒歩6分
■りんかい線「新木場」徒歩6分

主　催�：	（公財）日本住宅・木材技術センター
共　催�：	（一社）木を活かす建築推進協議会
協　力�：	 国土交通省
後　援（予定）：	国土技術政策総合研究所、（国研）建築研究所

○連絡事項：
※	新型コロナウイルス感染拡大に伴う政府、自治体等による
指示や要請および諸般の事情によりWEB講演会のみに変
更する場合がございます。あらかじめご了承ください。
※	「東京都感染拡大防止ガイドライン」に沿った感染拡大防
止対策を講じたうえで実施いたします。会場への入場に際
し次の事項の順守をお願いいたします。
　	なお、本講演会において新型コロナウイルス感染者が発生
した場合、保健所へ受講者の方の連絡先を提供する場合が
ございます。
・マスクの着用　・手指の消毒
・	検温（37.5度以上の熱が確認された際は入場をお断りさ
せて頂きます）
・	喉の痛みや咳、強い倦怠感など、風邪のような自覚症状
がある方は会場での受講をお控えください。
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３．３ 中大規模木造建築普及促進策 

 

（１） 背景、目的 

 

令和元年度の「非住宅・中大規模分野における木造建築の普及促進事業」（国土交通省

補助事業）において、中大規模木造建築の今後の普及促進策について検討を行い、「中大

規模木造建築の普及促進に向けた課題と対応策の整理（案）」をとりまとめた。 

令和２年度においては、中大規模木造建築ポータルサイトの構築により、設計技術情報

等の一元的な提供を開始するとともに、令和元年度の成果を元に、中大規模木造建築の普

及促進策の総合的な展開を図るため、関係団体等の取組に関する情報共有を進めるととも

に、必要に応じて新たな普及促進策の具体化検討を行い、「中大規模木造建築の普及促進

に向けた課題と対応策の整理（案）」の充実等を行った。 

 

（２） 検討の進め方 

 

① 普及促進策の取組状況の確認、情報共有 

令和元年度における普及促進策の検討項目に沿って、関係団体等における令和２

年度の普及促進策の取組状況、予定（設計技術資料等の作成、講習会の開催等）につ

いてヒアリング等を行い、普及促進策の取組状況の確認、情報共有を行った。 

 

② 新たな普及促進策の具体化検討等 

前述の中大規模木造建築の普及促進策の取組状況、予定に関するヒアリングや、今

後の課題、普及方策に関するヒアリングを行う中で、必要に応じて新たな課題や普及

促進策（案）について検討整理を行い、今後の具体化に向けた検討を行った。 

【検討すべき新たな普及促進策のケース例】 

・中大規模木造建築の具体化を進める中で新たな課題が明らかとなり、それに対す

る普及促進策が必要なケース 

・既に課題が明らかになっているものの、未だ十分な普及促進策が用意できていな

いケース（上記の取組確認様式における今後の取組予定が空欄のケース） 

 

③ 「中大規模木造建築の普及促進に向けた課題と対応策の整理（案）」の充実等 

①、②の検討を踏まえ、「中大規模木造建築の普及促進に向けた課題と対応策の整

理（案）」について、時点修正とともに内容の充実を図った。 
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目標 昨年までの取組みと課題 今年度の取組みと課題 今後取り組むべき対応策

木造プロ
ジェクトの
良さが評価
される

・木造建築に関する各種普及資
料の作成、普及

（例）「ここまでできる木造建築の計画」「ここ
までできる木造建築のすすめ」

「はじめよう！中大規模木造」（林野庁）
「『木の国』日本の新しい空間技術」（公共

建築協会）
「中大規模木造建築データベース」

・木造・木質空間の心理的・生
理的な良さに関する知見の
集積

（例）「森と木のQ&A」（森林総研）等、大学、研
究機関における木の良さに関するエビデンス
調査、研究の知見の集積

木造プ
ロジェ
クトの
事業性
が評価
される

低
層

・事業性から低層木造プロジェ
クトが展開

（例）「ウッドチェンジネットワーク」等

（例）低層木造店舗の設計モデル（住木センター）
低層木造ファストフード店の設計モデル（住木センター）

中
層

・中小規模・中層木造の担い手
が不足している

（例）「ウッドチェンジネットワーク」等

高
層
大
規
模

・環境面の優位性の評価
（例）各種高層耐火木造プロジェクトの実現

様々な木造
プロジェク
トが実現さ
れる

・各種の先導的な事業の支援
（例）サステイナブル建築物等先導事業等、木造

公共建築物等整備事業（木活協)
CLT等活用実証事業（住木センター）
JAS構造材利用拡大事業（JAS構造材利用拡大
事業事務局）

中大規模木造の普及に向けた課題と対応策の整理（案）（その１）

１．木造プロジェクトのアピールにより中大規模木造の建築ニーズを喚起

（建築主・意匠設計者向け）

多様な用途、規模の先駆性の高い中大規模木造の取組支援

【取組支援の例】・各種検証実験、試設計

・先導的な建築の建設

・各種モデルプロジェクト先駆性、汎用性の高い技術開発支援が必要である

SDGs、ESG投資先となるよう環境面の優位性を示す
わかりやすい資料が不足している

各種用途の低層木造建築モデルの普及

中大規模木造建築の普及資
料等の充実

凡例：下線部が昨年度からの追加、変更点

建築主や意匠設計者向けの各種講演会、
セミナー、個別相談等

中大規模木造建築に関するWeb情報提供

木を居室に用いる効果、エビデンスの整理
エビデンス、優良事例等を示すわかりやすい資料が不足している

中層木造事務所モデル試案
の検討、普及

中大規模木造建築の普及資料等の充実

木造・木質空間の良さ、優良事例等のわ
かり易い資料の充実

（例）中大規模木造建築ポータルサイトの開設、運営
中大規模木造設計情報サイト（仮称）の構築検討

（例）「ここまでできる木造建築のすすめ」改訂
普及パンフレット「建てるのなら、木造で」の充実

（例）中大規模木造ポータルサイト講演会
先導的中大規模木造建築物 事例発表会
CLT実証事業等 成果発表会
森林（もり）を活かす都市の木造化推進オンライン

セミナー（木耐建）

（例）「木を活かした医療施設・福祉施設の手引き」（木活協）
「地域工務店の中大規模木造建築物事例集」（JBN)
中大規模木造データベースの拡充（住木センター）

Web情報提供のコンテンツ充実

（例）普及パンフレット「建てるのなら、木造
で」の作成

（例）「木質化実証事業」による効果、エビデンス
の整理（住木センター）

ユーザーアンケート等

（例）中規模ビルの試設計モデル（住木セン
ター）

環境貢献のエビデンスの集積、
整理、LCCO2、ZEB等への反映

各種用途の中高
層木造建築モデ
ルの検討、普及

SDGs、 ESG投資、カーボン
ニュートラルにつながる取組
み資料の充実

木造・木質空間の良さに関する
資料の充実

中大規模木造普及のための普及
資料の充実

建築主や意匠設計者向けの各種
講演会等の充実

木造プロジェクトの環境貢献
認証、環境格付け

利用者・建築主、設計者向けの
広報ツール等の充実

優良木造
プロジェ
クトの事
業化プロ
モーショ
ン

木の構造・内装が、人や
CO2等に及ぼす効果の総
合的な評価手法の検討
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目標 昨年までの取組みと課題 今年度の取組みと課題 今後取り組むべき対応策

・各種工法の住宅向け設計の手引
（例）「木質構造設計規準・同解説」（日本建築学会）

「木質構造接合設計マニュアル」（日本建築学会）
「木造軸組工法住宅許容応力度設計」「図解木造住
宅・建築物の防・耐火設計の手引き」（住木セン
ター）
「木造建築物の防・耐火設計マニュアル」（建築セン
ター）

各
種
技
術
開
発
が
進
展、
普
及
す
る

Ⅰ低層
系

Ⅱ低層
耐火系

・非住宅・中大規模木造建築物設計
手引き

「JISA3301を用いた木造校舎に関する技術資料」（文
科省）
「H27’木造軸組工法の研究」（木住協）
木造の医療・福祉施設の設計者向け手引きのシンポジ
ウム（木活協）

・中大規模木造設計セミナー
（例）「中大規模木造設計セミナーテキスト」（士会連

合会、中大規模プレカット協会）
意匠設計者向けの木造設計者向けの講習会（2×4）
木造の医療・福祉施設の設計者向け手引きのシンポ
ジウム（木活協）

Ⅲ大断
面中高
層系

・非住宅・中大規模木造建築物設計
手引き

（例）「中大規模木造建築物構造設計指針」の検討、
「木造ラーメンの評価方法・構造設計の手引き」
「CLT設計施工マニュアル」（住木センター）

・大断面、中層木造建築物構造設計
支援

（例）「設計支援情報データベースKi」（中層大規模木
造研究会）

２．新たな技術の開発、技術基準の整備

（設計者・施工者向け）（防耐火、構造関係（その１））

大断面中高層系（Ⅲ）中大規模木造建築物の構造設
計指針（４階以上ルート３以上）が不足している。

大断面中高層系（Ⅲ）中大規模木造建築物に係る設計
資料が不足している。

先駆的、汎用性の高い技術開発支援が必要である

意匠設計者向け中大規模木造

設計の入門書（案）

低層大規模木造の構造設計の

手引（案）

構造設計者向け木造構造講習会の開催

中大規模木造建築に関するWeb情報提供

（例）中大規模木造建築ポータルサイトによる設計技術情報の提供
中大規模木造設計情報サイト（仮称）の構築検討

（例）意匠設計者向け中大規模木造建築設計講習会（木
活協、PWA、2×4協会、CLT協会）

（例）「木でつくる中大規模建築の設計入門」（住木センター）
「意匠設計者向けテキスト」改訂（PWA)

（例）「木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き」
（住木センター）
「木造軸組工法の研究 中層建築物の構造設計」（木住協）
大スパンに関する梁成算定表の公開（木住協）
ネイルプレートトラスに関する情報公開（日本木質トラス協
議会）
設計者向けのCLT設計施工マニュアルの改訂（CLT協会）
中大規模木造建築に対応できる組合員の製造・加工能力育成
（日集協）

意匠設計者向け中大規模木造設計の入門書の作成

意匠設計者向け木造普及セミナーの開催

低層大規模木造（ルート１、ルート２、長スパン、

高階高）の構造設計の手引きの作成

（例）構造設計者向け中大規模木造建築設計講習会（木
活協、PWA、CLT協会）

（例）「中層木造（４階以上ルート３以上）の構
造設計指針」の検討、作成（住木センター）
「木造軸組工法の研究 中層建築物の構造設
計」（木住協）

（例）建築基準法改正を踏まえ「木造建築のすすめ」の改訂検討（木活協）
中大規模木造建築の防耐火設計の手引きの作成（住木センター）
告示仕様による防耐火仕様の標準詳細（木住協、２×４協会）
大臣認定耐火技術の取り合いを掲載した耐火マニュアル（木耐建）

建築基準法改正を踏まえ、耐火木造、準耐火木造の防
耐火設計指針、手引きが必要。

Web情報提供のコン
テンツ充実

多様な用途、規模の先駆性の高い中大規模木造に係る技術開発支援【再掲】
【取組支援の例】・各種検証実験、試設計

・先導的な建築の建設
・各種モデルプロジェクト

中層木造（４階以上ルート３以上）の構造設計指針、手引き

低層大規模木造の
構造設計の手引き
の充実

中大規模木造防耐火設計指針、手引き

凡例：下線部が昨年度からの追加、変更点

中大規模木造の普及に向けた課題と対応策の整理（案）（その２）

中大規模木造構造計算プログラム（ルート１、ルート２）

（例）中大規模木造建築物（壁倍率15倍相当、ルート1、２）の構造
計算プログラム認証（住木センター）
CLTパネル工法の構造計算モデル（ルート２）の簡易化・プログ
ラム検討（CLT協会）

低層大規模木造の
標準設計、仕様書
の作成、充実

中層木造の標準設
計、仕様書の作成、
充実
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目標 昨年までの取組みと課題 今年度の取組みと課題 今後取り組むべき対応策

標準的
な設計
技術が
確立、
普及す
る

・一般流通材を用いた中大規模木造設計デー
タの提供

（例）「中大規模木造設計セミナーテキスト」（士会連合会、中大規模
プレカット協会）【再掲】

「中大規模木造設計 特記仕様書・標準図」（中大規模プレカット協
会）
「JISA3301を用いた木造校舎に関する技術資料」（文科省）

・混構造に関する技術開発、技術情報の提供
推進

（例）「新しい木質材料を活用した混構造建築物の設計・施工技術の
開発」（国土技術政策総合研究所）
「木質系混構造建築物の構造設計の手引き」（住木セン
ター）

・各種の先導的な事業の支援
【再掲】
（例）サステイナブル建築物等先導事業等、木造公共建築物等整備事業

（木活協)
CLT等活用実証事業（住木センター）
JAS構造材利用拡大事業（JAS構造材利用拡大事業事務局）

燃えしろ設計の準耐火仕様、被覆型の耐火木造仕様につ

いて、各部納まり詳細の標準化

木造の接合部のディテールが難しい。
中大規模木造に用いる各種耐力要素（高耐力壁（壁倍率7倍超等）、
長スパン横架材、トラス等に関する標準的な仕様、データ等が不足
している。

燃えしろ設計において、燃えしろ分が大きくなったとき、流通材が使え
るかどうかでコストに影響。
被覆型の耐火木造は重量が重くなり、施工手間もかかる。燃えしろ設計
の準耐火仕様、被覆型の耐火木造の標準的な仕様等が不足している。

先駆性、汎用性の高い技術開発支援が必要である

住宅向け一般流通材を極力用いた中大規

模木造用の各種耐力要素とその接合部の

開発

改正建築基準法による高性能の準耐火(75分、90分、120分準耐火）に関す
る設計情報が不足している。

多様な用途、規模の先駆性の高い中大規模木造に係る技術開発支援。【再
掲】

【取組支援の例】・各種検証実験、試設計
・先導的な建築の建設
・各種モデルプロジェクト

中大規模木造建築に関するWeb情報提供

２．新たな技術の開発、技術基準の整備

（設計者・施工者向け）（防耐火、構造関係（その２））

（例）中大規模木造向け高倍率耐力壁の開発（木活協）
中大規模木造向け接合金物の規格化、認証（住木センター）
高倍率壁について「枠組壁工法建築物設計指針の手引き」及
び「枠組壁工法建築物構造設計指針」に掲載（２×４協会）

（例）木造軸組工法仕様参考書、「中大規模木造建築物設計資料
複合型保育所の計画」（木住協）
告示仕様の防耐火設計の共通標準詳細図集や共通設計ツール
の公開（２×４協会）
中大規模木造設計 特記仕様書・標準図（PWA)
主要用途向けの大断面集成材のスパン表検討（日集協）

（例）中大規模木造建築ポータルサイトの開設、運営
中大規模木造設計情報サイト（仮称）の構築検討

Web情報提供のコンテ
ンツ充実

（例）基準整備促進事業（F16:長時間防火設備（30～120分）、F17:
接合部（柱梁120分）、F18:区画貫通）
長時間防火設備（木製サッシ）試験、標準化（PSAT)
長時間耐力壁（木製耐力壁）試験、標準化（木活協）
中大規模木造建築物の防耐火設計指針（住木センター）
60分を超える準耐火構造における製材の燃えしろ試験実施
（木耐建）

（例）CLTを活用したツーバイフォー工法における現し設計の手引き
（2×4協会）
中大規模木造建築物の防耐火設計指針（住木センター）
60分を超える準耐火構造における製材の燃えしろ試験実施
（木耐建）
大臣認定耐火技術の取り合いを掲載した耐火マニュアル（木
耐建）

（例）総プロ「新しい木質材料を活用した混構造建築物の設計・施
工技術の開発（国土技術政策総合研究所）

中層木造建築物向け高性能の準耐火（75分、90分、120分

準耐火）の設計法、各種部材、仕様の開発、標準化

汎用性の高い中大規模木造の主要用途毎の標

準図、納まり図、接合ディテールが必要

一般流通材を極力用いた中大規模木造用の各

種耐力要素とその接合部の開発、標準化
部材の標準化、充実
標準図等の充実

木質混構造の設計・施工技術開発、普及促進

が求められる

凡例：下線部が昨年度からの追加、変更点

中大規模木造の普及に向けた課題と対応策の整理（案）（その３）

低層大規模木造の標
準設計、仕様書の作
成、充実【再掲】

中層木造の標準設計、
仕様書の作成、充実
【再掲】

木造、木質化を進めやすく
する設備、設計技術の開発
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目標 昨年までの取組みと課題 今年度の取組みと課題 今後取り組むべき対応策

耐久性向
上に係る
技術開発
が進展

・耐久性向上に関する手引
（例）「知っておきたい木造建築物の耐久性向上のポ

イント」（木活協）
「建築物における木材の現し仕様の手引き」
（木活協）
「大規模木造建築物の保守管理マニュアル」
（住木センター）

・耐久性木質建材の規格化認証
(例)「優良木質建材（AQ)認証」(住木センター）

防水
性・水
密性に
係る技
術開発
が進展

低

層

・高い防水性・水密性を有する外
装材、開口部材等の開発、普
及

(例)「中大規模／都市木造建築防水設計ハンドブッ
ク」

中
高
層

遮音・振
動に関す
る技術開
発が進展

・遮音性能の確保、歩行振動の対
策

中高層木造用の外装材、開口部材の標

準化、普及が求められる

中高層化により外装材や開口部材等に対し、高い耐
風圧性能や水密性が要求される。

耐久性向上のための設計上の留意点、メンテナ
ンスの方法等のわかりやすい情報が不足してい
る。

２．新たな技術の開発、技術基準の整備

（設計者・施工者向け）（耐久性、防水性・水密性、遮音・振動）

遮音、振動に関する知見が少ない。
木造中高層建築物用の遮音、振動に関するデー

タ収集・整備等が求められる

耐久設計・維持管理の検討、中大規模木造用の

耐久性向上設計マニュアルの整備

中高層木造用の高い耐風圧性能や水密性を有する外装材、開口部材

等に係る部材開発

非住宅用途の低層大規模木造向けに高い防水性・水密性を有する外

装材、開口部材等の普及、一般化

（例）中大規模木造用の耐久性向上設計・施工マニュアル」の整
備（住木センター）

意匠設計者向け中大規模木造設計の入門書の充実
意匠設計者向け中大規模木造

設計の入門書（案）

高耐久性木質建材の規格

化認証、普及

中高層の木造建築物の各部位に必要な耐久性に
係る性能水準の確認、耐久性の高い木質建材が
必要。

中高層の木造建築物用の耐久性の高

い木質建材の開発が求められる

（例）サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）で整備した
中大規模木造建築の遮音性の試験データの収集、取りまとめ
（木活協）
２×４工法での4.5ｍを超えるスパンについての床振動の検討、
NLTの振動実験の実施（2×4協会）
CLT遮音実験棟を建設し遮音実験を行い、データ収集とりまと
め（CLT協会）

凡例：下線部が昨年度からの追加、変更点

中大規模木造の普及に向けた課題と対応策の整理（案）（その４）

低層大規模木造の標準設計、仕様書の
作成、充実【再掲】

中層木造の標準設計、仕様書の作成、
充実【再掲】

中大規模木造用の遮音、振

動の低減のための仕様の標

準化、普及が求められる

維持保全計画に基づく計画的な点検、

修繕のしくみの確立が求められる
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目標 昨年までの取組みと課題 今年度の取組みと課題 今後取り組むべき対応策

木質部材
の調達、
加工の円
滑化

・一般流通材を用いた中大規模木
造設計データの提供【再掲】

（例）「JIS A 3301」中大規模プレカット協会）

標準的な
設計技術
と連動し
た積算・
施工技術
が確立

３．サプライチェーンの整備（設計者・施工者向け）

汎用性の高い中大規模木造の

主要用途毎の標準図、納まり

図、接合ディテールが必要

一般流通材と接合具の仕様や規格情報、使用方法
等に関する情報の充実が必要。

調達量が多い場合、材料調達が困難、高コストと
なるケースがある。調達のための情報が不足して
いる。

木造の数量積算基準が整備されていない。木
取りの考え方、品質のバラツキ、数量単価の
設定方法等の課題がある。

中大規模木造に係る積算基準が必要

非住宅用の標準設計、施工ツール（構造標準図、
施工監理マニュアル等）が整備されていない。

BIMの木造への導入について、部材の管理、施
工の合理化等が見込まれるが、品質、寸法等の
バラツキ等の課題がある。

一般流通材を極力用いた中大

規模木造用の各種耐力要素と

その接合部の開発

BIMを活用した中大規模木

造設計施工のモデル検討
木構造BIMモデルの充実、標準化

木材加工・供給体制の整備、JAS構造材の実

証支援等の展開が必要

設計の早い段階から木材関係者など含め関係者間
の議論が必要。

一般流通材を極力用いた中大規模木造用

の各種耐力要素とその接合部の開発、標

準化の充実

CAD/CAMシステム、データのBIMへの活

用、拡張に向けた検討

中高層木造用の高い耐風圧性能や水密性を

有する外装材、開口部材等に係る部材開発

中大規模木造用の木質部材（JAS材、エンジ

ニアリングウッド等）の拡充、標準化が必要

中大規模木造用の木質部材（大規模JAS材、エンジ
ニアリングウッド等）の情報が不足している。

（例）中大規模木造建築のための加工・供給可能な工場、技術者
に関する情報提供（日集協、CLT協会）

（例）プレカット工場同士のソフト・ハード面の協力体制整備検討（PWA）

（例）中大規模木造向け高倍率耐力壁の開発（木活協）
中大規模木造向け接合金物の規格化、認証（住木センター）
高倍率壁について「枠組壁工法建築物設計の手引」及び「枠
組壁工法建築物構造設計指針」に掲載（２×４協会）

（例）木造軸組工法中大規模木造建築物 構
造詳細標準図（住木センター）

（例）木造建築物の数量積算基準の検討

（例）CADデータフォーマットの共通化検討（PWA)
木造建築物の設計施工におけるBIM活用検討
（住木センター）

（例）木質部材、接合金物の標準的なBIMオブジェクト
の作成（住木センター）

凡例：下線部が昨年度からの追加、変更点

中大規模木造の普及に向けた課題と対応策の整理（案）（その５）

中大規模木造の施工管理、工事監理ができる人
材が不足している。

中大規模木造の施工管理の手引きの検討

中大規模木造の工事監理の手引きの検討

（例）中大規模木造建築のための加工・施工技術講習
会テキスト（日集協）

（例）工事監理マニュアル（PWA）

多様な木造ラーメンのシステムが開発されている
が、一般化、標準化されておらず、他構造に対す
る優位性が発揮できていない。

大断面構造材に対応できるプレカット工場が限ら
れている。

コンポーネント工場における構造設計、パネル製
作当の設計、現場の体制整備が課題

中大規模木造用の木材加工組立の体制整備

が必要

（例）プレカット工場同士のソフト・ハード面の協力体制整備検討（PWA）
パネル化、コンポーネント工場との連携等の構造設計、加工組立の体制

整備（2×4協会）

木造ラーメンシステムのオープン化が求められる

木材調達（地域材含む。）のための情報共有と調整役

を育成、活用していくしくみが求められる

木材供給の川上から川中、川下のグループ化、調達、

加工、施工のファブリケーターの育成が求められる

中層木造の標準設計、仕様書の
作成、充実【再掲】

低層大規模木造の標準設計、仕
様書の作成、充実【再掲】
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目標 昨年までの取組みと課題 今年度の取組みと課題 今後取り組むべき対応策

木造プロジェクトの
価値を高め、事業性
を高める

・木を活かした収益性・事業性
を高めた優良プロジェクト

コスト競
争力のあ
る中大規
模木造建
築が普及
する

Ⅰ低層
系

・低コストの一般流通材を用い
た中大規模木造設計データの
提供

Ⅱ低層
耐火
系

Ⅲ大断
面中
高層
系

共通

４．木造プロジェクトの価値が適正に評価され、価値に見合うコストの負担

各種の中大規模木造建築に関する事業評価、他構造と

のコスト比較、LCCコスト分析等が必要

住宅向け一般流通材を極力用いた中大規模木造建築の標準化

検討、コスト分析、他構造とのコスト比較、LCC分析等が必

要

木質部材の受注生産のため、高コストとなる
ケースがある。調達のための情報が不足してい
る。

耐火木造の部材製作に手間がかかり、コストが
高い、オープン化と需要増が求められる。

木質ハイブリッドの耐火木造仕様のオープン化、標準
化、耐火被覆のコスト低減に向けた技術開発が必要

中大規模木造用の木質部材（大規模JAS材、エンジニ
アリングウッド等）の拡充、標準化、コスト低減に
向けた技術開発が必要

設計の早い段階から木材関係者など含め関係者間
の調整が必要。

木材調達のための情報共有と組織化（地域材含
む。）、調整役を育成、活用していくしくみが求め
られる

一般流通材に関するコスト等に関する情報の充
実が必要。

優良木造プロジェクトに関する情報収集、事業評
価に関する情報が不足している。

木造の数量積算基準が整備されていない。木取
りの考え方、品質のバラツキ、数量単価の設定
方法等の課題がある。

中大規模木造に係る積算基準が必要

BIMの木造への導入について、部材の管理、施工
の合理化等が見込まれるが、品質、寸法等のバ
ラツキ等の課題がある。

BIMを活用した中大規模木造

設計施工のモデル検討

木構造BIMモデルの充実、

標準化

CAD/CAMシステム、データのBIMへ

の活用、拡張に向けた検討

（例）木造建築物の数量積算基準の検討

（例）CADデータフォーマットの共通化検討（PWA)
木造建築物の設計施工におけるBIM活用検討
（住木センター）

（例）木質部材、接合金物の標準的なBIMオブ
ジェクトの作成（住木センター）

（例）集成材の規格に応じた木材加工・供給可能な工場に関する
情報提供（日集協）

（例）木造化・木質化に係るコスト比較（木活協）
低層小規模店舗（コンビニ）の木造化モデル、コスト分析（住木センター）

建築主や意匠設計者向けの各種講演会、
セミナー、個別相談等

中大規模木造建築に関するWeb情報提供

中大規模木造建築の普及資料等の充実

（例）中大規模木造建築ポータルサイトの開設、運営
中大規模木造設計情報サイト（仮称）の構築検討

（例）「ここまでできる木造建築のすすめ」改訂
普及パンフレット「建てるのなら、木造で」の充実

（例）中大規模木造ポータルサイト講演会
先導的中大規模木造建築物 事例発表会
CLT実証事業等 成果発表会

Web情報提供のコンテンツ充実

ユーザーアンケート等

中大規模木造普及のための
普及資料の充実

建築主や意匠設計者向けの
各種講演会等の充実中大規模木造建築の普

及資料等の充実

凡例：下線部が昨年度からの追加、変更点

中大規模木造の普及に向けた課題と対応策の整理（案）（その６）

木造の法定耐用年数が短いことから生じる弊害を回避

するための方策の検討が必要

木造の法定耐用年数が短いため、耐久性が低いと
評価され。担保価値が低く評価、銀行融資困難
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５．木造を担える人材育成
目標 昨年までの取組みと課題 今年度の取組みと課題 今後取り組むべき対応策

中大規模木
造を担える
意匠設計者
を確保する

・中大規模木造に係る人材育
成、情報提供

（例）
日本建築士会連合会、
中大規模木造データベース

中大規
模木造
を担え
る構造
設計者、
施工者
を確保
する

Ｓ
造、
Ｒ
Ｃ
造
か
ら
木
造
へ

・中大規模木造に係る人材育
成、情報提供

（例）構造技術者協会、中層大規模木造研究会、
team Timberise

日本建築学会中大規模木質構造小委員
会

木
造
住
宅
か
ら
中
大
規
模
へ

・中大規模木造に係る人材育
成、情報提供

（例）木活協、住木センターほか関係団体

・中大規模木造設計セミ
ナー・登録

（例）士会連合会、中大規模プレカット協会、
JBN

木材調達のための情報共有と組織化
（地域材含む。）、調整役を育成、活
用していくしくみが求められる

工務店の場合、大規模工事の工事管理（工場検査、
製品検査、安全管理）を行う体制が構築し難い。

中大規模木造の担い手情報の

提供のあり方検討
2000㎡以上、複雑な構造計画に対応できる
設計、施工技術者が不足している。

材料と建築の両方に通じている人が
コーディネーターとして重要。

木造を知らない設計者向けの参考資料やプ
ロジェクト事例の情報等が不足している。

住宅向け一般流通材を極

力用いた中大規模木造用

の各種耐力要素とその接

合部の開発

一般流通材を極力用いた中大規模木造用の各種

耐力要素とその接合部の開発、標準化の充実

関係団体における各種人材育成の取

組み、展開

工務店の技術者向けに、工事管理の分かりやすい資料（工程

管理、材料管理、安全管理等を解説）の作成、普及が必要

中大規模木造建築に関するWeb情報提供

（例）中大規模木造建築ポータルサイトによる設計技術情報の提供
中大規模木造設計情報サイト（仮称）の構築検討

担い手育成の入口となるWeb
情報提供のコンテンツ充実

建築主や意匠設計者向けの各種講演会、
セミナー、個別相談等

中大規模木造建築の普及資料等の充実

（例）「ここまでできる木造建築のすすめ」改訂
普及パンフレット「建てるのなら、木造で」の充実

（例）中大規模木造ポータルサイト講演会
先導的中大規模木造建築物 事例発表会
CLT実証事業等 成果発表会
森林（もり）を活かす都市の木造化推進オンライン
セミナー（木耐建）

中大規模木造普及のための
普及資料の充実

建築主や意匠設計者向けの
各種講演会等の充実

中大規模木造建築の普
及資料等の充実

意匠設計者向け中大規模

木造設計の入門書（案）

（例）意匠設計者向け中大規模木造建築設計講習会（木
活協、PWA、2×4協会、CLT協会）

（例）「木でつくる中大規模建築の設計入門」（住木センター）
「意匠設計者向けテキスト」改訂（PWA)

意匠設計者向け中大規模木造設計の入門書の作成

意匠設計者向け木造普及セミナーの開催

低層大規模木造の構造設

計の手引（案）

構造設計者向け木造構造講習会の開催

（例）「木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き」（住木セン
ター）
「木造軸組工法の研究 中層建築物の構造設計」（木住協）
大スパンに関する梁成算定表の公開（木住協）
ネイルプレートトラスに関する情報公開（日本木質トラス協議会）
設計者向けのCLT設計施工マニュアルの改訂（CLT協会）
中大規模木造建築に対応できる組合員の製造・加工能力育成（日集協）

低層大規模木造（ルート１、ルート２、長スパン、

高階高）の構造設計の手引きの作成

（例）構造設計者向け中大規模木造建築設計講習会（木
活協、PWA、CLT協会）

低層大規模木造の構造設計の
手引きの充実

（例）中大規模木造向け高倍率耐力壁の開発（木活協）
中大規模木造向け接合金物の規格化、認証（住木センター）
高倍率壁について「枠組壁工法建築物設計指針の手引き」及
び「枠組壁工法建築物構造設計指針」に掲載（２×４協会）

（例）構造設計者向け中大規模木造建築設計講習会（木
活協、PWA、CLT協会）
JISトラスマニュアル講習会、張弦梁・平行弦トラ
ス講習会、CAD講習会（PWA)

（例）プレカットCAD技術者認定登録制度（PWA)

（例）中大規模木造の標準工事管理マニュアルの作成
（日集協）
構造木工事監理マニュアルver1.（PWA)

凡例：下線部が昨年度からの追加、変更点

中大規模木造の普及に向けた課題と対応策の整理（案）（その７）

利用者・建築主、設計者向
けの展示会、ビデオツール
等の充実【再掲】

中大規模木造に関する高度
人材育成のしくみが求めら
れる
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夫
が
必
要
【
J
B

N
】
 

・
大

空
間
を
取
り
込
む
場

合
ど
の

様
に
計

画

す
れ

ば
よ
い

か
対

応
方

法
に
苦

慮
す

る

【
2
x4

協
会
】
 

・
大

ス
パ

ン
に
対

応
し
た
木

材
、
木

質
材

料

の
情

報
が

な
い
。
材

長
を
超

え
る
大

ス
パ

ン
の

設
計

が
標

準
化

さ
れ

て
い
な
い
（
接

合
金

物
の

長
期

耐
力

の
評

価
方

法
等

が

規
定
さ
れ
て
い
な
い
）
【
木
住
協
】
 

・
工

場
、
倉

庫
建

築
で
は

、
施

工
性

と
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

優
れ
る
ス
パ
ン
を
飛
ば
す
構
法
が
必
要
【
J
B

N
】
 

・
流
通
材
を
活
用
し
た
大
ス
パ
ン
構
法
の
開
発
【
2
x4

協
会
】
 

・
大

ス
パ

ン
を
想

定
し
た
木

質
材

料
の

情
報

整
理

、
部

材
開

発
が

必
要
【
木
住
協
】
。

 

→
オ
ー
プ
ン
に
利

用
可

能
な
ト
ラ
ス
梁

等
の

高
ス
パ

ン
構
法
の
情

報
(対

応
可

能
ス
パ

ン
、
概

算
コ
ス
ト
等

)を
整

理
し
、
中

大
規

模

木
造
建
築
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

(仮
称

)へ
の
集
録
を
検
討
（一

般
の

設
計
者
向
け
に
は
安
全
率

を
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
で
ス
パ
ン

表
の
様
に
簡
便
に
使
え
る
と
よ
い
） 

 
 

 
・
関

連
し
て
コ
ス
ト

が
整

理
で
き
る
と

良
い
【
木
住
協
】
 

 
 

・
2
0
m

以
上

の
大

ス
パ

ン
を
実

現
可

能
な
ネ
イ
ル

プ
レ
ー
ト
ト

ラ
ス
に
関
す
る
情
報
公
開

 

日
本

木

質
ト

ラ

ス
協

議

会
（
2
×

4
協

会

の
情

報
）
 

2
0
X
X
年

 
 

 
 

構
造

（
接

合

部
・
耐

力
要

素
）
 

・
各

社
独

自
の

構
造

金
物

で
汎

用
性

が
な

い
、
普

及
資

材
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
工

法
な

高
倍
率
耐
力
壁
、
金
物
が
な
い
【
J
B

N
】
 

・
壁

倍
率

5
倍

を
超

え
る
耐

力
要

素
が

な

い
、

2
5
kN

を
超
え
る
接
合
金
物
が
限
ら
れ

て
い
る
【
木
住
協
】
 

・
下
層
階
に
お
け
る
高
倍
率

壁
、
金
物
の
開
発

及
び
普

及
が
必
要

【
2
x4

協
会
】
 

→
林

野
庁

補
助

事
業

に
よ
り
高

倍
率

耐
力

壁
の

開
発

【
木

活
協

】

と
高
耐
力
柱
脚
金
物
の
規
格
化
【
住
木
セ
ン
タ
ー
】
を
実
施
中
。

 

 →
耐

力
壁

、
金

物
の

具
体

の
仕

様
等

に
つ
い
て
、
中

大
規

模
木

造
建
築
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

(仮
称

)へ
の
集
録
を
検
討

 

中
大

規
模

木
造

向
け

高
倍

率

耐
力
壁
の
開
発

 

木
活
協

 
2
0
2
2
年

3
月

目
途

 

 
 

 

中
大

規
模

木
造

向
け

高
耐

力

接
合
金
物
（
最
大

1
1
3
kN

）
の
規

格
化
、
認
証

 

住
木

セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
0
年

6
月

 
 

〇
 

 

高
倍

率
壁

に
つ

い
て
「
枠

組
壁

工
法

建
築

物
設

計
の

手
引

」
及

び
「
枠

組
壁

工
法

建
築

物
構

造

設
計
指
針
」
に
掲
載

 

2
×

4
協

会
 

2
0
1
8
年
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構
造

（
設

計

手
法
）
 

・
階
高
の
高
い
耐
力
壁
が
な
い
【
木

住
協
】
 

・
グ
レ
ー
本

の
仕

様
規

定
ル

ー
ト
の

構
造

計

算
が

一
般
的

な
た
め
、
一

般
的

な
解

析
を

行
う
構

造
設

計
者

が
参

入
し
に
く
い

【
木

住
協

】
 

・
許

容
応

力
度

計
算

は
基

準
せ

ん
断

耐
力

1
4
kN

以
下
に
し
か
適
用
で
き
な
い
、
限
界

耐
力

計
算

で
は

構
造

計
算

が
成

立
し
難

い
、
フ
レ
ー
ム
解

析
等

の
高

度
な
計

算
は

費
用

が
掛
か
る
【
木
住
協
】
 

・
令

4
6
条

1
項
の
計
算

で
は
、
柱
脚
接
合

部
の

せ
ん

断
力

の
検

定
を
行

わ
な
い
た

め
、
高

耐
力

壁
を
使

う
と
危

険
側

に
な
る

可
能
性
【
木
住
協
】
 

・
高

さ
が

高
い
耐

力
壁

の
評

価
が

難
し
い
、

立
面

不
整

形
が

あ
る
と
検

討
し
づ

ら
い

【
P

W
A
】
 

・
階
高
の
高
い
耐
力
壁
の
開
発
が
必
要
【
木
住
協
】
 

・
フ
レ
ー
ム
解

析
に
よ
る
構

造
計

算
手

法
、
終

局
性

能
の

検
討

方

法
の
確
立
が
必
要
【
木
住
協
】
 

・
グ
レ
ー

本
を
超

え
る
構

造
計

算
手

法
の

整
備

が
必

要
【
木

住

協
】
 

・
高

耐
力

壁
故

の
せ

ん
断

力
（
複

合
応

力
）
検

定
：
必

要
性

と
方

法
整
理
【
木
住
協
】
 

→
林

野
庁

補
助

事
業

に
よ
り
実

施
中

の
中

大
規

模
版

グ
レ
ー
本

作
成
（
壁
倍
率

7
倍
越
え
、
高
さ
幅
比

3
.5

超
に
対

応
可
）
【
住

木
セ
ン
タ
ー
】
を
実
施
中
。

 

「
木
造
軸
組
工
法

 
中
大
規
模

木
造
建
築
物
の
構
造
設
計
の

手
引
き
（
許
容
応
力
度
設
計
編
）

（
以
下
「
中
大
規
模
グ
レ
ー
本
」

と
い
う
。
）
（
壁
倍
率

1
5
倍
相

当
、
ル
ー
ト

1
、
２
）
の
出
版

 

住
木
セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
1
年

 
 

〇
 

掲
載
用
資
料
の
作
成

 

中
層
木
造
（
４
階
以
上
ル
ー
ト

2
，
ル
ー
ト

3
）
の
構
造
設
計
の

手
引
き
の
作
成

 

住
木
セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
2
年
以
降

 
 

 
 

「
木
造
建
築
構
造
の
設
計
」
の

改
訂
、
中
大
規
模
木
造
を
追
加

 

J
S
C

A
 

2
0
2
0
年
度
内

 
 

 
 

耐
震

性

評
価

 

・
公

共
性

の
高

い
施

設
系

木
造

の
場

合
、

繰
り
返

す
災

害
へ

の
評

価
が

問
わ

れ
る

【
2
x4

協
会
】
 

・
2
x4

建
築
物
で
も
、

W
al

ls
ta

t
の
よ
う
な
時
刻
歴
応
答

解
析
が
使

え
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
【
2
x4

協
会
】
 

→
引
き
続
き
、
検
討

 

 
 

 
 

 
 

耐
久
性

 
・
防

水
や

防
蟻

の
対

策
方

法
が

十
分

に
整

備
さ
れ
て
い
な
い
（
通
気

工
法
外
壁

な
ど
）

【
木
住
協
】
 

・
防

水
工

事
・
仕

様
・
収

ま
り
等

の
非

住
宅

用
の

標
準

的
な
設

計

指
針
が
必
要
【
木
住
協
】
 

→
耐

久
設

計
・
維

持
管

理
に
関

す
る
検

討
（
主

に
雨

水
侵

入
・
結

露
)【
国

総
研

】
、
耐

久
性

向
上

の
設

計
施

工
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備

【
住
木
セ
ン
タ
ー
】
を
実
施
中
。

 

「
中

大
規

模
木

造
用

の
耐

久
性

向
上
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
整
備

 

住
木

セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
1
年

 
 

〇
 

掲
載
用
資
料
の
作
成

 

 
 

 
・
L
C

C
(ラ

イ
フ
サ

イ

ク
ル

ソ
フ
ト

)に
関

す
る

情
報

を
収

集
、
提

供
し
て
い

く
こ
と
も
必

要
【
木

住
協
】
 

 
 

耐
火

 
・
耐

火
構

造
の

場
合

、
石

膏
ボ
ー
ド
の

使
用

量
削

減
に
よ
り
工
期

短
縮

が
、
耐

火
材

料

（
強

化
石

膏
ボ
ー
ド
）
の

軽
量

化
に
よ
り
施

工
性
向
上
が
必
要
【
2
x4

協
会
】
。

 

・
石

膏
ボ
ー
ド
に
よ
る
被

覆
を
軽

減
で
き
る
耐

火
仕

様
の

開
発

、

劇
的

な
技

術
革

新
が

あ
る
と
良

い
（
職

人
不

足
の

実
態

を
踏

ま

え
て
、
施
工
効
率
を
考
慮
す
べ
き
）
【
2
x4

協
会

】
 

→
施

工
効

率
を
向

上
さ
せ

る
方

策
が

な
い
か

引
き
続

き
検

討
（
必

要
に
応
じ
て
石
膏
ボ
ー
ド
工
業
会
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
 

・
高

度
な
準

耐
火

構
造

仕
様

に

つ
い
て
開
発
中

 

木
住
協

 
2
0
2
0
年
度
内

 
 

 
 

構
造

計

算
ソ

フ

ト
 

・
延
べ
面
積

2
0
0
0
m

2
以

上
だ
と
、
対

応
で

き
る
構
造
計
算
ソ
フ
ト
が
な
い
【
J
B

N
】
 

・
耐

力
要

素
の

課
題

に
対

応
し
て
い
る
ソ
フ

ト
が
な
い
【
P

W
A
】
 

・
対
応
可
能
な
構
造
計
算
ソ
フ
ト
の
開
発
が
必
要
【
J
B

N
】
 

→
中

大
規

模
版

の
グ
レ
ー
本

の
作

成
と
合

わ
せ

て
、
そ
れ

に
対

応
し
た
設
計
ソ
フ
ト
の
作
成
を
打
診
中
【
住
木
セ
ン
タ
ー
】
 

  

  

  

  

  

  

中
大

規
模

木
造

建
築

物
（
壁

倍

率
1
5
倍
相
当
、
ル
ー
ト

1
、
２
）

の
構

造
計

算
プ
ロ
グ
ラ
ム

認
証

の
検
討

 

住
木

セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
1
年

 
「
中

大
規

模
グ
レ
ー

本
」
に
準
拠

 

△
 

構
造

計
算

プ
ロ
グ
ラ
ム
認

証
を

受
け
た
者
の
了
解
が
必
要
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○
普
及
策

2
 
人
材
育
成

 

 
2
0
1
9
年
度
の
ま
と
め

 
今
後
の
取
組
予
定

 
 

課
題

 

 

施
策

 

 

取
組
名
称

 

 

実
施
者

 

 

時
期

 

 

関
連
す
る
事
項

 
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
掲
載

可
否

 
 

（
※
）
 

 

掲
載
す
る
場
合
の
課
題

 

意
匠

設

計
者

 

・
設
計

者
が

木
造

に
不

慣
れ
。
慣
れ

て
い
る

S
造
、

R
C

造
を
選
択
し
が
ち
。
提
案
力
不

足
【
P

W
A
、

J
B

N
】
 

・
2
0
0
0
m

2
超

え
の

案
件

を
木

造
と
す
る
意

識
が

な
い
【
J
B

N
】
 

・
大

断
面

集
成
材

が
必

要
な
こ
と
が
見

積
も

り
後

に
分
か

る
こ
と
が
あ
り
、
価

格
の

比
較

検
討

が
行
え
な
い
こ
と
が
あ
る
【
J
B

N
】
 

 

・
計
画
の
初
期
段
階
で
ま
ず
木
造
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
が

必
要

、
中

大
規

模
木

造
設

計
セ

ミ
ナ

ー
を
実

施
中

【
P

W
A
】
 

・
構
造
と
の
整
合
を
と
れ
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
る
【
J
B

N
】
 

・
ト
ラ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

講
習

会
で
は

経
済

優
位

性
に
つ
い
て
説

明

【
P

W
A
】
 

・
木

造
設

計
手

法
を
啓

蒙
し
、
難

し
い
イ
メ
ー

ジ
を
払

拭
す

べ
き

【
2
x4

協
会
】
 

・
知

見
不

足
の

た
め
、
見

積
も
り
作

成
時

に
必

要
な
図

面
が

間
に

合
わ
な
い
【
J
B

N
】
 

→
資
料
編
集

W
G

に
よ
り
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
意
匠
設

計
者

向
け
講

習
会

の
実

施
を
検

討
（
同

テ
キ
ス
ト
に
意

匠
計

画

段
階

か
ら
の

構
造

、
設

備
、
生

産
関

係
者

協
動

に
つ
い
て
記

述

を
検
討
）
、

 

→
意
匠

設
計
者

向
け
講

習
会
（
木

造
設
計

セ
ミ
ナ
ー
、
伏
せ
図
講

習
会

）
を
実

施
中

。
構

造
木

工
事

監
理

マ
ニ
ュ
ア
ル

を
整

備
済

み
。
今
後
、
セ
ミ
ナ
ー
を
予

定
【
P

W
A
】
 

→
中

大
規

模
木

造
建

築
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

(仮
称

)に
お
け
る
設

計

者
向

け
各

種
講

習
会

の
情

報
（
開

催
日

程
、
内

容
、
対

象
者

等
）
の
集
約
・
一
元
化
を
検
討

 

・
意

匠
設

計
者

向
け

講
習

会

（
木
造
設
計
セ
ミ
ナ
ー
、
伏
せ

図
講
習
会
）
テ
キ
ス
ト
改
訂
作

業
中
 

P
W
A
 

2
0
X
X
年
 

・
建

築
士

会
と

連

携
し

て
実

施

【
P
W
A
】
 

 
 

・
意

匠
設

計
者

向
け

の
木

造
設

計
手
法
に
関

す
る
講
習

会
を

実
施
 

2
×
4
協

会
 

2
0
2
1
年
予
定
 

 
 

 

・
「

木
で

つ
く

る
中

大
規

模
建

築
の
設
計
入

門
」
オ
ン

ラ
イ

ン
講
習
会
を
実
施
 

木
活
協
 

2
0
2
0

年
1
2

月
、
2
0
2
1
年

1

月
 

「
木

で
つ

く
る

中

大
規

模
建

築
の

設
計

入
門

」

(
案

)
を

テ
キ

ス

ト
と
し
て
利
用

 

 
 

・
「

木
で

つ
く

る
中

大
規

模
建

築
の
設
計
入
門
」
の
出
版
 

住
木

セ

ン
タ
ー
 

2
0
2
1
年
 

 
○
 

掲
載
用
資
料
の
作
成
 

・
木

造
の

医
療

・
福

祉
施

設
の

設
計

者
向

け
手

引
き

の
作

成
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
 

木
活
協
 

2
0
2
0
年

2
月
 

 
 

 

・
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
計

画
で
、
複

雑
な
収

ま
り

を
選
択
し
が
ち
【
P

W
A
】
 

・
特

殊
性

が
ア
ピ
ー

ル
さ
れ

過
ぎ
て
お
り
、

も
っ
と
標

準
的

な
建

築
物

が
あ
っ
て
よ
い

【
木
住
協
】
 

・
建

築
計

画
上

、
構

造
が

優
先

さ
れ

る
場

合

が
多

く
、
非

木
造

を
中

心
と
し
た
設

計
者

は
特
に
制
約
を
感
じ
る
の
で
は
【
木

住
協
】
 

・
J
IS

A
3
3
0
1
を
案
内
し
て
い
る
【
P

W
A
】
 

・
標

準
的

な
木

造
設

計
事

例
の

蓄
積

・
整

理
・
公

開
が

必
要

【
木

住
協
】
 

・
構
造
計
画
の
整
備
・
普
及
が
必
要
【
木
住
協
】
 

→
既

存
の

設
計

事
例

の
収

集
し
、
構

造
計

画
、
収

ま
り
等

の
標

準
化

を
行

っ
た
上

で
、
中

大
規

模
木

造
建

築
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

(仮
称

)へ
の
集
録
を
検
討

 

J
IS

ト
ラ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習

会
、
張
弦
梁
・
平
行
弦
ト
ラ
ス
講

習
会
を
実
施

 

 

P
W

A
 

 

2
0
X
X
年

 
  

 

 

  

 
 

 
 

  

 
 

 
 

  

構
造

設

計
者

 

・
2
0
0
0
m

2
以

上
に
対

応
で
き
る
構

造
設

計

者
が

見
つ
か

ら
な
い
。
構

造
設

計
、
構

造

計
算

で
き
る
技

術
者

が
不

足
【
J
B

N
、

2
x4

→
黒
本
講
習
会
を
実
施
中
【
P

W
A
】
 

→
W

e
b
を
中

心
に
構

造
設

計
の

実
務

研
修

を
実

施
中

【
2
x4

協

会
】
 

・
黒
本
講
習
会
の
開
催

 

  

P
W

A
 

2
0
X
X
年
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協
会
】
 

・
木
構
造
設
計
者
の
不
足
は
深
刻
【
P

W
A
】
 

・
学

校
、
病

院
等

の
複

雑
な
構

造
計

画
に

対
応
で
き
な
い
【
J
B

N
】
 

・
木

造
と
し
て
構

造
図

面
が

書
け
て
な
い
場

合
が
あ
る
【
2
x4

協
会
】
 

→
林

野
庁

補
助

事
業

に
よ
り
中

大
規

模
版

グ
レ
ー

本
を
作

成

中
。
令
和
元
年
度
末
よ
り
講
習
を
開
始
予
定
【
住
木
セ
ン
タ
ー
】
 

→
資
料
編
集

W
G

に
よ
り
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
構
造
設

計
者
向
け
講
習
会
の
実
施
を
検
討

 

→
中

大
規

模
木

造
建

築
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

(仮
称

)に
お
け
る
設

計

者
向

け
各

種
講

習
会

の
情

報
（
開

催
日

程
、
内

容
、
対

象
者

等
）
の
集
約
・
一
元
化
を
検
討

 

・
「
木

造
軸

組
工

法
 
中

大
規

模

木
造

建
築

物
の

構
造

設
計

の
手

引
き
（
許

容
応

力
度

設
計

編
）
」

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
の
実

施
 

木
活
協

 
2
0
2
0

年
1
1

月
、

1
2
月

 

「
木

造
軸

組
工

法
 

中
大

規
模

木
造

建

築
物

の
構

造
設

計

の
手

引
き
（
許

容

応
力

度
設

計
編

）
」

を
テ
キ

ス
ト
と
し
て

利
用

 

 
 

・
木

材
・
木

造
建

築
に
係

る
担

い

手
育

成
事

業
に
よ
る
地

域
リ
ー

ダ
ー
（
1
0
0
名

弱
）
を
育
成
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ

 

木
活
協

 
2
0
X
X
年

 
 

 
 

中
大

規
模

木
造

建
築

ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
開
設
、
情
報
提
供

 

住
木

セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
1
年

1
月

か
ら

 

 
 

 

・
設
計
者
向
け
の

C
L
T

設
計
施

工
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

 

C
L
T

協

会
 

2
0
X
X
年

 
 

 
 

中
大

規
模

木
造

構
造

設
計

情
報

サ
イ
ト
（
仮
称
）
の
構
築
検
討

 

J
S
C

A
 

2
0
X
X
年

 
 

  

施
工

者
・
施

工
管

理

者
 

・
ゼ
ネ
コ
ン
に
木

造
の

施
工

管
理

が
で
き
る

人
材

が
不
足
【
P

W
A
】
 

・
中

大
規

模
木

造
、
耐

火
木

造
に
積

極
的

に
取

り
組

む
施

工
者

が
少

な
く
、
コ
ス
ト
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
【
2
x4

協
会
】
 

・
施

工
者

の
管

理
能

力
が

不
足

し
て
い

る

【
木
住

協
、

J
B

N
】
 

・
2
0
0
0
m

2
以

上
の

規
模

に
な
る
と
、
施

工

管
理

の
経
験

が
あ
る
現

場
監

督
が

少
な
い

【
J
B

N
】
 

  ・
工
務
店
で
は

、
本
業
の
住

宅
事
業
の
傍
ら

で
人
員
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
い
【
J
B

N
】
 

・
元

請
と
し
て
受

注
で
き
る
体

制
の

整
備

の
た
め

、
安

全
・
品

質
・

書
類
を
中
心
と
し
た
勉
強
が
必
要
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

育
を
受
け
た

大
工
の
育
成
が
必
要
【
J
B

N
】
 

・
協
会

事
業

に
よ
り
施
工

者
の
管
理

能
力

向
上

研
修

を
実
施
中

。

資
格

、
施

工
体

制
、
管

理
方

法
等

の
整

備
・
普

及
が
必

要
【
木

住

協
】
 

・
技
術
者
の
確
保
、
育
成
が
必
要
【
J
B

N
】
 

→
中

大
規

模
木

造
の

標
準

管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作

成
に
つ

い

て
、
引

き
続

き
検

討
（
官

庁
営

繕
部

の
木

造
普

及
員

会
の

事

業
内
容
に
留
意
）
 

→
中

大
規

模
木

造
の

施
工

管
理

者
の

育
成

に
つ
い
て
、
引

き
続

き
検
討

 

・
工

事
監

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

講
習

会

の
開
催

 

P
W

A
 

 

2
0
X
X
年

 
 

 
 

・
ト
ラ
ス
加

工
や

特
殊

加
工

に
対

応
可
能
な
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

の
リ

ス
ト
化
、
公
表
検
討

 

P
W

A
 

2
0
X
X
年

 
 

 
 

・
集

成
材

加
工

・
施

工
技

術
の

講

習
会

の
開

催
、
受

講
者

名
簿

の
公
表

 

日
集
協

 
実
施
中

 
 

 
 

・
C

L
T
パ
ネ
ル
工
法

 
中
層

施
工

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

 

C
L
T

協

会
 

2
0
2
1
年

3
月

 
 

 
 

 
 

 
・
官

庁
営

繕
部

の

公
共

建
築

物
共

通

仕
様

書
に
中

大
規

模
木

造
の

要
素

を

【
木
住
協
】
 

 
 

プ
レ

カ

ッ
ト

C
A

D
オ

ペ
レ

ー

タ
 

・
プ
レ
カ
ッ
ト

C
A

D
オ
ペ
レ
ー
タ
の
知

識
・
技

術
が
不
十
分
【
P

W
A
】
 

・
プ
レ
カ
ッ
ト
作

業
人

材
が

不
足

、
知

識
レ

ベ
ル

が
整

備
さ
れ

て
い
な
い
（
フ
ン
デ
ガ
ー

等
に
よ
る
特
殊
加
工
を
含
む
）
【
木
住
協
】
 

・
プ
レ
カ
ッ
ト
に
関
す
る
資
格

制
度
を
創
設
し
、
プ
レ
カ
ッ
ト

C
A

D
人

材
の

地
位

向
上

が
必

要
、
特

殊
な
加

工
・
設

計
に
対

す
る
技

術

情
報
の
整
備
が
必
要
【
木
住
協
】
 

→
C

A
D
講
習
会
を
実
施
し
、
プ
レ
カ
ッ
ト

C
A

D
技
術
者

認
定
登
録

制
度
を
運
用
中
【
木
造
住
宅
機
械
プ
レ
カ
ッ
ト
協
会
】
 

・
C

A
D
技
術
者
研
修
を
実
施
、
プ

レ
カ
ッ
ト

C
A

D
技
術
者
認

定
登

録
制

度
を
実

施
し
、
認

定
登

録

者
名
簿
を
公
開
中

 

木
造

住

宅
機

械

プ
レ

カ

ッ
ト

協

会
 

2
0
X
X
年
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確
認

審

査
機
関

 

・
木

造
審

査
担

当
の

知
識

不
足

に
よ
り
、
不

必
要

と
思

わ
れ

る
追

加
の

指
摘

や
検

討

指
示
が
あ
る
【
P

W
A
】
 

・
令

4
6
条

2
項
ル
ー
ト
な
ど
グ
レ
ー
本
以
外

の
構

造
計

算
手

法
だ
と
確

認
審

査
が

滞

る
こ
と
が
あ
る
【
木
住
協
】
 

・
審
査
担
当
が
相
談
で
き
る
窓
口
が
あ
る
と
良
い
【
P

W
A
】
 

→
林

野
庁

補
助

事
業

に
よ
り
中

大
規

模
版

グ
レ
ー

本
を
作

成

中
。
令

和
元

年
度

末
よ
り
審

査
機

関
向

け
の

講
習

も
開

始
予

定
【
住
木
セ
ン
タ
ー
】
 

 

  

  

  

  

 

 

  

他
（
設

備
工

事

者
等
）
 

・
各

業
種

の
木

造
耐

火
建

築
の

知
識

が
乏

し
い
た
め

、
耐

火
建

築
の

施
工

品
質

を
一

定
に
保
つ
こ
と
に
苦
慮
す
る
【
2
x4

協
会
】
 

・
設

備
設

計
者

の
木

造
経

験
が

乏
し
く
、
設

備
計

画
が

意
匠

計
画

委
に
及

ぼ
す
影

響

が
大
き
い
【
木
住
協
】
 

・
建

築
確

認
、
設

備
設

計
、
構

造
設

計
、
防

耐
火

設
計

、
部

材
供

給
、
部

材
加

工
、
組

立
て
等

々
、
相

談
先

を
含

め
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
整
備
さ
れ
る
と
よ
い
（
が
必
要
）
【
木
住
協
】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

 
 

 
・
木

造
で
は

配
管

を
梁

貫
通

で
き

な
い

た
め

、
意

匠
と
設

備
の

効

率
的

な
設

計
手

順
に

関
す

る
事

例
が

あ
る

と
よ

い
【
木
活
協
】
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 ○
普
及
策

3
 
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
整
備

 
 

実
施
者

 

 

時
期

 
今
後
の
取
組
予
定

 

 

課
題

 

 

施
策

 

 

取
組
名
称

 

 

実
施
者

 
 

時
期

 

 

関
連
す
る
事
項

 

 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
掲
載

可
否

 
 

（
※
）
 

 

掲
載
す
る
場
合
の
課
題

 

木
材

供

給
 

・
2
0
0
0
m

2
を
上

回
る
案

件
で
は

木
材

供
給

に
不
安
が
あ
る
【
J
B

N
】
 

・
住
宅
用
部
材
以
外
の
木
材
や

J
A

S
製
材

の
入
手
が
困
難
【
木
住
協
】
 

・
国
産

2
x4

材
の
認
知
が
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
公

共
建

築
物

を
受

注
で
き
な
い

【
2
x4

協
会
】
 

・
製
材
事
業
者
の
供
給
力
の
拡
大
が
必
要
【
J
B

N
】
 

・
使

用
可

能
な
木

材
に
つ
い
て
の

資
料

の
整

備
、

J
A

S
製

材
の

供
給
整
備
【
木
住
協
】
 

・
国

産
材

産
地

の
活

性
化

が
必

要
。
川

上
か

ら
川

下
ま
で
の

連

携
を
官
と
連
携
し
て
組
織
化
で
き
な
い
か
【
2
x4

協
会

】
 

→
林
野
庁
補
助
事
業
に
よ
り
、
木
材
加
工
・
供
給
体

制
の
整
備
、

J
A

S
構
造
材
の
実
証
支
援

を
実
施
中

 

・
集
成
材
の
規
格
に
応
じ
た
木

材
加
工
・
供
給
可
能
な
工
場

に
関
す
る
情
報
提
供

 

・
C

L
T
の
定
尺
寸
法
の
開
発

 

日
集
協

 

  C
L
T
協

会
 

実
施
中

 

  2
0
X
X
年

 

・
材

料
の

調
達

に

関
す
る
情
報
が
提

供
で

き
る
と
よ
い

【
木
住
協
】
 

・
国

産
材

で
の

供

給
の

可
否

に
関

す
る
情
報
の
共
有

が
必
要
【
2
×

4
協

会
】
 

 

 

  

プ
レ

カ

ッ
ト

工

場
 

・
大

断
面

構
造

材
に
対

応
で
き
る
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場

が
限

ら
れ

て
お
り
、
納

期
、
コ
ス
ト
面

で
割
高
に
な
る
【
2
x4

協
会

】
 

・
標

準
断

面
寸

法
（
幅

1
0
.5

c
m
、

1
2
c
m
）
以

上
の
木
材
加
工
が
で
き
な
い
【
木
住

協
】
 

・
繁

忙
期

に
加

工
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
を
超

え
る
こ

と
が

あ
り
、
複

雑
な
構

造
に
対

応
で
き
る
工

場
が
限
ら
れ
る
【
P

W
A
】
 

・
大
断
面
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

の
増
設
が
必
要
【
2
x4

協
会
】
 

・
幅

1
5
c
m

以
上

、
材
せ

い
4
2
c
m

以
上
の
木
材
加

工
の
整
備

【
木
住
協
】
 

→
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
同

士
の

横
持

ち
体

制
の

確
立

に
取

組
中

【
P

W
A
】
 

→
林
野
庁
補
助
事
業
に
よ
り
、
木
材
加
工
・
供
給
体
制

の
整
備
、

J
A

S
構
造
材
の
実
証
支
援

を
実
施
中

 

・
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
同

士
の

ソ
フ

ト
・
ハ

ー
ド
面

の
協

力
体

制
整

備
検
討

 

P
W

A
 

2
0
X
X
年

 
・
プ
レ
カ
ッ
ト
事

業

者
（
工

場
）
の

情

報
が

あ
る
と
よ
い

【
J
S
C

A
、

2
×

4
協

会
、

J
B

N
】
 

・
C

L
T

パ
ネ

ル
の

加
工

工
場

の
情

報
は

有
用

【
J
S
C

A
】
 

 

 

  

・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
工

場
は
構

造
設

計
、
パ

ネ

ル
製

作
な
ど
、
設

計
、
現

場
の

省
力

化
の

要
【
2
x4

協
会
】
 

 

・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
会

社
が

早
期

に
設

計
・
施

工
に
関

わ
る
仕

組

み
に
変

更
し
、
こ
こ
に
構

造
設

計
者

を
配

備
す
る
こ
と
が

必
要

【
2
x4

協
会
】
 

→
資
料
編
集

W
G

で
作

成
中
の
テ
キ
ス
ト
に
、
設
計

の
初
期
段

階
で
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
と
木

材
調

達
・
加

工
に
関

す
る
情

報
共

有
が
必
要
な
旨
の
記
載
を
検
討

 

・
パ

ネ
ル

化
、
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト

工
場

と
の

連
携

等
の

構
造

設

計
の

前
提

条
件

を
整

理
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
と
よ
い

 

2
×

4
協

会
 

2
0
2
3
年
予
定

 
・
構

造
設

計
者

が
、
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
工

場
と
早

期

に
協

議
す
る
こ
と

で
効

率
的

な
設

計
・
施

工
が

可

能
に

【
2
×

4
協

会
】
 

 
 

・
横

持
ち
体

制
の

確
立

を
推

進
す
る
に
あ
た

り
、
加

工
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が

業
界

で
統

一
さ
れ
て
い
な
い
【
P

W
A
】 

・
国
内
の
主
要
プ
レ
カ
ッ
ト

C
A

D
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
り

2
0
1
9
年

6
月

に
C

D
E
X
M

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

V
e
r.
9
.0

が
発
表

済
み
。
当

該
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
へ
の
プ
レ
カ
ッ
ト
各

社
の
対
応
が
必
要
【
P

W
A
】
 

・
加
工
や
金
物
の
標
準
化
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
化
が

必
要
【
J
B

N
】
 

→
引

き
続

き
検

討
（
B

IM
を
介

し
た
連

携
強

化
の

検
討

が
実

施

中
【
住
木
セ
ン
タ
ー
】
）
 

・
C

A
D

デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の

共
通
化
検
討

 

P
W

A
 

2
0
X
X
年

 
・
C

D
X
E
M

協
議
会

と
の

連
携

【
P

W
A
】
 

 
 

・
B

IM
を
介
し
た
加
工
デ
ー
タ
の

連
携

強
化

検
討

（
木

質
部

材

の
B

IM
モ
デ
ル
の
サ
ン
プ
ル

作
成
）
 

住
木

セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
1
年

3
月
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外
壁

、

サ
ッ

シ
、
屋

根
 

・
非

住
宅

に
適

し
た

製
品

が
な

い
、
高

さ

1
3
m
を
超
え
る
住
宅
用
サ

ッ
シ
、
サ
イ
デ
ィ
ン

グ
が

な
い
（
メ
ー

カ
ー

に
よ
る
保

証
対

象
に

な
ら
な
い
）
、
住

宅
用

サ
ッ
シ
と
ビ
ル

用
サ

ッ

シ
で
は
収
ま
り
が
異
な
る
【
木
住
協
、

J
B

N
】
 

・
採

用
し
や

す
い
排

煙
窓

、
躯

体
現

し
の

場

合
の
折
板
屋
根
が
な
い
【
J
B

N
】
 

・
ビ
ル

用
サ

ッ
シ
は

、
雨

仕
舞

等
に
問

題
が

あ
る
【
P

W
A
】
 

・
サ

イ
デ

ィ
ン
グ
の

デ
ザ

イ
ン
の

種
類

が
少

な
く
、
完

成
時

点
で
の

見
た
目

の
木

造
ら
し

さ
が
出
せ
な
い
【
2
x4

協
会
】
 

・
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
製

品
（
非

住
宅
用
サ

ッ
シ
、
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、
排

煙
窓

、
折

板
屋

根
）
開

発
が

必
要

、
標

準
収

ま
り
の
整

備
が

必

要
【
木
住
協
、

J
B

N
】
 

・
中

大
規

模
木

造
の

普
及

の
た
め
、
資

材
供

給
体

制
の

整
備

は

必
須
【
木
住
協
】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

 
 

 
 

 
 

・
耐

火
構

造
に
対

応
し
た
サ

ッ
シ
が

な
い

、

改
正

建
築

基
準

法
に
対

応
す
る
防

耐
火

性

能
を
も
つ
サ

ッ
シ
が

商
品

化
さ
れ

て
い
な
い

【
J
B

N
】
 

→
林
野
庁
補
助
事
業
に
よ
り
、
法

6
1
条
対
応
（
＋
α
、
＋
β
）
の

仕
様
の
技
術
開
発
を
実
施
中
【
住
木
セ
ン
タ
ー
】
 

・
高

性
能

準
耐

火
用

サ
ッ
シ
等

の
開
発
支
援

 

住
木

セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
1
年

3
月

 
・
規

整
促

（
F
1
6
）
で

高
性

能
準

耐
火

構
造

の
防

火
設

備
の

検
討

を
実

施
、
躯

体
に

溶

接
す
る
よ
う
に
な

っ
て
お

り
、
納

ま

り
が

よ
く
な
い

【
2

×
4

協
会

の
情

報
】
 

△
 

開
発
の
依
頼
者
の
掲
載
協
力
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○
普
及
策

4
 
情
報
の
蓄
積
・
整
理
・
公
表

 

 
2
0
1
9
年
度
の
ま
と
め

 
今
後
の
取
組
予
定

 
 

課
題

 

 

施
策

 

 

取
組
名
称

 

 

実
施
者

 

 

時
期

 

 

関
連
す
る
事
項

 
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
掲
載

可
否

 
 

（
※
）
 

 

掲
載
す
る
場
合
の
課
題

 

コ
ス

ト
・

事
業
性

 

・
木

造
化

の
話

が
持

ち
込

ま
れ

る
場

合
に
必

ず
コ
ス
ト
情

報
が

求
め

ら
れ

る
が

実
例

が

十
分
で
な
く
提
供
で
き
な
い
【
2
x4

協
会
】
 

 

・
建
物
用
途
別
標
準
プ
ラ
ン
と
概
算
金
額
を
共

有
【
2
x4

協
会
】
 

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
資
料
集
）
の
整
備

 
【
木
住
協
】
 

→
コ
ス
ト
情

報
の

集
約

の
あ
り
方

（
既

存
の

コ
ス
ト
比

較
事

例
の

収
集
・
整
理
な
ど
）
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

 

→
中

大
規

模
木

造
建

築
物

に
対

応
し
た
積

算
ツ
ー
ル

の
整

備

に
つ
い
て
検
討
（
積
算
協
会
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
要
確
認
）
 

建
物
用
途
別
標
準
プ
ラ
ン
と
概

算
金
額
の
検
討

 

 

日
本
積

算
協
会

（
2
×

4

協
会
の

情
報
）
 

 

2
0
X
X
年

 
・
コ
ス
ト
情

報
の

扱

い
も
視

野
に

入

れ
て

ほ
し

い

【
J
S
C

A
、

J
B

N
】
 

 

 

  

・
木

造
の

優
位

性
に
つ
い
て
、
施

主
に
訴

求

で
き
る
デ

ー
タ
が

不
十

分
、
木

造
軸

組
み

工
法

に
す
る
こ
と
の

明
快

な
メ
リ
ッ
ト
が

な

い
【
J
B

N
】
 

・
建
設
を
促
す
情
報
が
少
な
い
【
2
x4

協
会
】
 

・
躯
体
を
木
造
で
造
る
啓
蒙

活
動
が
必
要
。
設
計
者

、
発
注
者
、

施
工
者
の
理
解
が
必
要
【
J
B

N
】
 

・
コ
ス
ト
情

報
、
計

画
自

由
性

な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
事

業
者

に
説

得
す
る
ツ
ー
ル

づ
く
り
が

必
要

、
健

康
・
快

適
性

な

ど
木

造
の

建
物

性
能

の
可

視
化

と
資

産
価

値
へ

の
適

正
な

反
映
が
必
要
【
2
x4

協
会
】
 

→
健

康
・
快

適
性

な
ど
の

木
造

建
築

を
訴

求
す
る
た
め
の

デ
ー

タ
に
つ
い
て
、
中

大
規

模
木

造
建

築
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

(仮
称

)

へ
の
集
録
を
検
討

 

・
「

地
域

工
務

店
の

中
大

規
模

木
造
建
築
事
例
集
」

 

J
B
N
 

2
0
1
9

年
1
1

月
 

 
○

 
 

担
い

手

情
報

 

・
発

注
者

か
ら
は

、
木

造
に
対

応
可

能
な
意

匠
設
計
者
が
分
か
ら
な
い
【J

B
N
】
 

・
意
匠

設
計
者

が
、
木

造
の

構
造
図

面
が
書

け
な
い
場
合
が
あ
る
【
2
x4

協
会
】
 

・
意
匠
設
計
者
か
ら
、
木

造
構
造
設
計
の
専
門
家

に
対

し
て
、
設

計
段
階
か
ら
連
絡
が
取
れ
る
情
報
が
必
要
【
2
x4

協
会

】
 

→
木

造
対

応
可

能
な
（
又

は
経

験
の

あ
る
）
意

匠
設

計
者

、
構

造
設

計
者

の
情

報
の

集
約

・
公

表
の

可
否

、
あ
り
方

等
に
つ

い
て
引

き
続

き
検

討
（
中

大
規

模
木

造
事

例
の

デ
ー
タ
ベ
ー

ス
か
ら
辿
る
こ
と
も
一
案
） 

・
「

木
で

つ
く

る
中

大
規

模
建

築
の
設
計
入
門
」
講
習
会
を

実
施
《
再
掲
》
 

木
活
協

 
2
0
2
0
年

1
2
月

か
ら

 

 
 

 

・
「

地
域

工
務

店
の

中
大

規
模

木
造
建
築
事
例
集
」
《
再
掲
 

》
 

J
B
N
 

2
0
1
9
年

1
1
月

 
 

○
 

 

防
耐

火

設
計

情

報
 

 
・
告
示

仕
様

に
よ
る
防

耐
火

設
計
の

共
通

標
準

詳
細

図
集
や
共

用
設
計
ツ
ー
ル
の
公
開
が
必
要
【
2
x4

協
会
】
 

→
協
会
事
業
に
よ
り
実
施
予
定
【
2
x4

協
会
】
 

・
建

築
基

準
法

改
正

を
踏

ま
え

「
木

造
建

築
の

す
す
め

」
の

改

訂
検
討

 

木
活
協

 
2
0
X
X
年

 
 

○
 

 

・
中

大
規

模
木

造
建

築
の

防
耐

火
設

計
の

手
引

き
の

作
成

検

討
 

住
木

セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
2
年
度

 
 

○
 

 

・
告

示
仕

様
に

よ
る
耐

火
仕

様

（
6
0
分
等
）
の
概
要
標
準
詳
細

に
つ
い
て
講
習
会
で
説
明

 

木
住
協

 
2
0
X
X
年

 
 

 
 

・
告

示
仕

様
に

よ
る
防

耐
火

仕

様
（
6
0
分
）
の
標
準
詳
細
に
つ

い
て
講
習
会
で
公
開

 

2
×

4
協

会
 

2
0
X
X
年

 
 

 
 

-153-



対
応

可

能
プ

レ

カ
ッ
ト
工

場
 

・
P

W
A

ト
ラ
ス
に
対

応
・
相

談
可

能
な
工

場

が
構

造
設

計
者

に
伝

わ
っ
て

い
な

い

【
P

W
A
】
 

・
一

定
規

模
以

上
に
な
る
と
納

期
や

精
度

に

不
安

、
特

別
な
加

工
に
対

応
で
き
る
か

不

安
【
J
B

N
】
 

・
ト
ラ
ス
加

工
や

特
殊

加
工

に
対

応
可

能
な
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
の

リ
ス
ト
化
・
公
開
が
必
要
。
【
J
B

N
、

P
W

A
】
 

→
対

応
可

能
な
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
が

リ
ス
ト
化

さ
れ

れ
ば

、
中

大

規
模
木
造
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

(仮
称

)へ
の
集
録
を
検
討

 

・
ト
ラ
ス
加

工
や

特
殊

加
工

に
対

応
可

能
な
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
の

リ
ス
ト
化
、
公
表
検
討
《
再
掲
》
 

P
W

A
 

2
0
X
X
年

 
 

 
 

求
め

ら

れ
る

ス

ペ
ッ
ク

 

・
病

院
・
診

療
所

で
は

、
医

療
機

器
に
要

求

さ
れ

る
建

物
性

能
を
木

造
が

満
足

で
き
る

か
不
安
が
あ
る
【
J
B

N
】
 

・
求

め
ら
れ

る
ス
ペ
ッ
ク
等

の
整

理
と
、
必

要
に
応

じ
て
工

法
の

開
発
が
必
要
【
J
B

N
】
 

→
医

療
・
福

祉
施

設
木

材
利

用
促

進
事

業
【
木

活
協

】
で
作

成

し
た
手
引
き
の
周
知
を
検
討
。

 

・
木
造
の
医
療
・
福
祉
施
設
の

設
計

者
向

け
手

引
き

の
作

成
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催

《
再
掲
》

 

木
活
協

 
2
0
2
0
年

2
月
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○
普
及
策

5
 
そ
の
他

 

 
2
0
1
9
年
度
の
ま
と
め

 
今
後
の
取
組
予
定

 
 

 

課
題

 

 

施
策

 

 

取
組
名
称

 

 

実
施
者

 

 

時
期

 

 

関
連
す
る
事
項

 
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
掲
載

可
否

 
 

（
※
）
 

 

掲
載
す
る
場
合
の
課
題

 

構
造

関

係
規
定

 

・
防

耐
火

は
高

さ
1
6
m

超
と
な
っ
た
が

、
構

造
は

高
さ

1
3
m

超
で
ル
ー
ト

2
が
求
め
ら

れ
る
【
J
B

N
】
 

・
1
6
m

以
下

は
ル

ー
ト

1
+
α

（
許

容
応

力
度

等
計

算
の

「
等

」

の
部

分
を
簡

略
化

し
た
内

容
）
の

処
置

な
ど
で
可

能
と
で
き

な
い
か
【
J
B

N
】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

 
 

 
・
住

団
連

よ
り
緩

和
要

望
を

提
出

【
木

住

協
】
 

 

 
 

・
4
6
条

2
項

1
号
を
適
用
す
る
と
製
材
は

S
D

1
5

が
求

め
ら
れ

る
が

流
通

し
て
い
な

い
。

S
D

2
0

を
使

え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か

【
P

W
A
】
 

・
4
6
条

2
項
の
た
だ
し
書
き
の
基
準
が
不
明
確
で
審

査
機
関

で
は

判
断

で
き
な
い

た
め

、
通

達
等

で
周

知
で
き
な
い

か

【
P

W
A
】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

 
 

 
 

 
 

・
R

C
造
、

S
造
と
の
混
構
造
で
は
、
剛
性
率

の
規

定
を
順

守
す
る
と
設

計
が

成
立

し
な

い
【
2
x4

協
会
】
 

・
混

構
造

の
法

的
補

完
及

び
構

造
解

析
方

法
へ

の
施

策
に
よ

る
設

計
緩

和
が

で
き
な
い
か

（
実

大
振

動
台

実
験

を
実

施
し

て
み

な
い
と
計

算
通

り
の

性
能

が
あ
る
か

確
認

で
き
な
い
の

で
は
）
【
2
x4

協
会
】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

 
 

 
 

 
 

防
耐

火

関
係

規

定
 

・
令

1
1
4
条

3
項
に
よ
り
、
木
造
小

屋
組
み

に
1
2
m

以
内
で
の
界
壁

の
設
置
が
求
め

ら
れ

る
が

、
天

井
が

塞
が

れ
て
い
な
い
場

合
の
界
壁
は
不
要
で
は
な
い
か
【
J
B

N
】
 

・
通

達
等

に
よ
り
小

屋
裏

が
天

井
で
塞

が
れ

て
い
な
い
場

合

の
取
り
扱
い
を
修
正
で
き
な
い
か
【
J
B

N
】
 

→
ど
の
よ
う
な
対

応
が
可

能
か
引
き
続

き
検
討

（
中
大

規
模
木

造
建
築
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
仮
称
）
に
関
連
の

Q
＆

A
の
リ
ン

ク
を
設
定
す
る
な
ど
）
 

 
 

 
 

 
 

・
防

火
設

備
の

サ
ッ
シ
が

個
別

認
定

な
た

め
、
木

造
の

認
定

取
得

が
困

難
【
2
x4

協

会
】
 

・
木
造
用
防
火
設
備
サ
ッ
シ
等
を
個
別
認
定
と
せ
ず
、

R
C
造
、

S
造

用
の

サ
ッ
シ
と
同

じ
も
の

（
連

窓
、
段

窓
を
含

む
）
を
使

用
で
き
な
い
か
【
2
x4

協
会

】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

・
高

性
能

準
耐

火
用

サ
ッ
シ
等

の
開
発
支
援
《
再
掲
》
 

住
木

セ

ン
タ
ー

 

2
0
2
1
年

3
月

 
・
規

整
促

（
F
1
6
）
で
高

性
能

準
耐

火
構

造

の
防

火
設

備
の

検

討
を
実

施
、
躯

体
に

溶
接

す
る
よ
う
に

な

っ
て
お
り
、
納

ま
り
が

よ
く
な
い

【
2
×

4
協

会
の
情
報
】
《
再
掲
》
 

 
 

 
・
土
を
不
燃
材
料
と
し
て
告
示
化
で
き
な
い
か
【
J
B

N
】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

  

  

  

  

 

 

  

建
築

士

受
験

資

格
 

・
構
造
設
計
者
の
不
足
は
深
刻
【
P

W
A
】
 

・
プ
レ
カ
ッ
ト

C
A

D
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

木
構

造
の

担
い
手

に
な

る
可

能
性

が
あ
る
の

で
、
建

築
士

受
験

資
格

の
実

務
要

件

に
追
加
で
き
な
い
か
（
4
号

特
例
を
含
め
て
考

え
る
と
、
建
築

士
の

実
務

経
験

に
入

れ
て
、
魅

力
あ
る
仕

事
と
し
た
い
。
こ

れ
に
よ
っ
て
構
造
設
計
者
も
増
え
る
）
【
P

W
A
】
 

→
「
改

正
建

築
士

法
（
令

和
２
年

３
月

１
日

施
行

）
に
よ
る
建

築
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士
の

受
験

資
格

の
実

務
経

験
に
係

る
対

象
実

務
の

見
直

し

で
、
プ
レ
カ
ッ
ト

C
A

D
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
受
験
資
格
を
得
ら
れ

な
い
か
要
確
認

 

建
築

学

会
 

 
・
J
A

S
S
1
1
の
改
定
が
必
要

【
2
x4

協
会
】
 

→
J
A

S
S
1
1
の
改
定
の
可

否
に
つ
い
て
大
橋
委
員
長
と
相
談

 

  

  

  

・
「
木
質
構
造
設
計
規

準
・
同
解
説
―
許
容

応
力
度
・
許
容
耐
力

設
計
法
」
の
改
訂
作

業
中
【
J
S
C

A
か
ら

の
情
報
】
 

  

  

 
 

 
・
「
木
質
構
造
接
合
部

マ
ニ
ュ
ア
ル
軸
組
工

法
（
日
本
建
築
学

会
）
の
改
訂
【
J
S
C

A

か
ら
の
情
報
】
 

2
0
2
1
年

 
 

公
共

発

注
・
補

助
金

 

・
補

助
金

が
地

域
材

指
定

と
な
る
と
、
利

用

が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
【
木
住
協
】
 

・
地

域
材

に
使

用
木

材
を
縛

り
す
ぎ
る
と
供

給
で
き
な
い
【
P

W
A
】
、
地

域
材
指
定

が
あ
る

と
無

等
級

材
し
か

手
に
入

ら
な
い
こ
と
が

多

い
が

、
4
6
条

2
項

ル
ー
ト
に
は

使
え
な
い

【
木
住
協
】
 

・
地

域
材

の
限
定

を
廃

止
し
、
集

成
材

な
ど
は

高
強
度
の

材
料

と
組

み
合

わ
せ

る
こ
と
が

合
理

的
。
地

域
材

の
考

え
方

の
整

理
と
、
木

材
調
達

ル
ー
ト
の

整
備
（
調

達
し
易

い
木

材
規
格
、

強
度
等
級
デ
ー
タ
等
）
が
必
要
【
木
住
協
】
 

→
資
料
編
集

W
G
で
作
成
す
る
テ
キ
ス
ト
に
、
住
宅
向

け
の
一

般
流

通
材

及
び
規

格
化

さ
れ

た
大

断
面

集
成

材
に
つ
い
て

の
記
述
を
検
討

 

 
 

 
 

 
 

・
公

共
建

築
物

に
木

造
普

及
を
促

す
さ
ら
な

る
施
策
が
必
要
【
2
x4

協
会

】
 

 

・
木

材
・
木

工
事

の
積

算
単

価
の

公
共

的
確

立
が

必
要
（
精

緻

に
し
過
ぎ
ず
、
歩
掛
に
よ
り

m
単
価
で
整
備
す
る
な
ど
）
【
2
x4

協
会
】
 

・
地

方
行

政
に
お
け
る
「
小

さ
な
拠

点
づ
く
り
」
に
向

け
て
、
ロ
ー

コ
ス
ト
・
解

体
・
増

改
築

し
や

す
い
木

造
の

利
点

を
生

か
し
、

低
層
公
共
建
築
へ
の
提
案
が
で
き
な
い
か
【
2
x4

協
会

】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

 
 

 
 

 
 

・
現

在
の

設
計

施
工

分
離

入
札

に
合

わ
な

い
【
2
x4

協
会
】
 

・
入
札
制
度
の
変
更
が
必
要
【
2
x4

協
会
】
 

→
引
き
続
き
検
討

 

  

  

  

設
計
施
工
分
離
入
札

の
見
直
し
に
つ
い
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

建
物
規
模
が
大
き
く
な

れ
ば
設
計
施
工
一
括

発
注
も
可
能
に
【
2
×

4

協
会
か
ら
の
情
報
】
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最終版 

中大規模木造建築ポータルサイト 

コンテンツ作成掲載マニュアル 

 

１．マニュアルの対象とするコンテンツの内容 

このマニュアルでは、中大規模木造建築ポータルサイト（以下「ポータルサイト」とい

う。）で情報提供する各種コンテンツの作成からポータルサイトへの掲載、更新の方法に

ついて解説します。 

対象とするコンテンツの内容は次のとおりです。 

① 設計技術情報 

② 講習会情報 

③ 担い手・サプライチェーン情報 

④ 補助金情報 

⑤ 表彰制度情報 

 

２．設計技術情報に係るコンテンツ作成、掲載の流れ 

ポータルサイトで情報提供する設計技術情報について、ポータルサイトの利用者が知

りたい最新情報を提供できるよう、以下の手順により、コンテンツの作成からポータル

サイトへの掲載、更新を行います。 

（１）コンテンツ掲載原案の作成 

ポータルサイトに設計技術情報を掲載しようとする関係団体等は、ポータルサイト

に掲載する設計技術情報に係るコンテンツの掲載原案を作成し、事務局に提出します。 

（２）コンテンツ掲載案の作成 

事務局は、関係団体から頂いたコンテンツの掲載原案をもとに、コンテンツ掲載案

を作成し、関係団体にコンテンツ掲載案を送ります。 

なお、掲載前に中大規模木造建築ポータルサイトの内容に適しているか事務局側で

判断し、場合によっては掲載しないこともありますので、ご承知おきください。 

【例：木造住宅に限ったもの(中大規模木造建築ではないため)、S 造・RC 造に限った

もの、特定の個社・特定の商品を優遇するもの等】 

（３）コンテンツ掲載案の確認 

関係団体等は、事務局から送られたコンテンツ掲載案について確認し、必要に応じ

て事務局に修正を依頼します。 

（４）コンテンツ掲載案の修正、掲載 

修正依頼に応じて、事務局はコンテンツ掲載案に所要の修正を行い、ポータルサイ

トに設計技術情報に係るコンテンツを掲載します。 

（５）コンテンツ掲載後の修正 

委員会委員及び関係団体等は、ポータルサイトに掲載されたコンテンツについて、
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最終版 

修正の必要があれば、前述の（３）、（４）の手続きに準じて修正依頼、確認を行いま

す。 

（６）コンテンツの更新 

ポータルサイトのコンテンツを更新しようとする場合には、前述の（１）～（４）

の手続きに準じて行います。 

 

３．設計技術情報に係るコンテンツ掲載原案の作成方法 

ポータルサイトに設計技術情報を掲載しようとする関係団体等は、別添１の設計技術

情報に係るコンテンツの掲載原案シートに次の要領により所要事項を記入するとともに、

ポータルサイトの利用者が、検索結果画面から当該設計資料の概要がつかめるよう、目次

とプレビュー資料を事務局に提出して下さい。 

（１） 設計技術情報の名称等 

設計技術情報の名称のほか、著者、出版社、監修、サイズ、定価、ISBN、発行日等

を記入して下さい。 

（２） 設計技術情報の説明文 

設計技術情報の内容について、200 文字以内の文章で簡潔に紹介して下さい。当該

技術情報がどのような人向けに、どのような規模(階数、延べ面積等)の建築物を対象と

して、どのような内容で、どのような点から参考になるのかわかりやすく記載して下さ

い。 

（３） 検索項目 

ポータルサイトの利用者が設計技術情報を検索する際に選択する次の検索項目のう

ち、当該設計資料はどれに該当するか記載して下さい。（①～④にあっては、一つの検

索項目につき複数記載可） 

① 設計技術情報 

意匠設計／材料／構造設計／防耐火設計／設備設計／耐久性・維持管理／環境・省

エネ／遮音・振動／積算／施工／コスト（建築主向け）／木造の良さ（建築主向け） 

② 資料の識別 

テキスト／事例集／Web サイト・データベース／標準図・設計例 

③ 工法 

木造軸組／木造ラーメン／２×４／CLT パネル／混構造／その他 

④ 建物用途 

事務所・庁舎／店舗／共同住宅／学校／工場・倉庫／幼稚園／保育所／図書館・博

物館／体育館／集会場・ホール／病院・診療所／高齢者福祉施設／ホテル・旅館／

その他 

⑤ オススメの種類 

中大規模木造建築をこれから始める方にオススメ 
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（４） 目次、プレビュー資料 

書籍の目次のほか、当該設計技術情報のポイントとなるページをプレビューできる

PDF 資料を添付して下さい。 

 

４．講習会情報に係るコンテンツ作成、掲載の流れ 

ポータルサイトで情報提供する講習会情報について、ポータルサイトの利用者が知り

たい最新情報を提供できるよう、以下の手順により、コンテンツの作成からポータルサ

イトへの掲載、更新を行います。 

（１）コンテンツ掲載案の作成 

ポータルサイトに講習会情報を掲載しようとする関係団体等は、ポータルサイトに

掲載する講習会情報に係るコンテンツの掲載案を作成します。 

（２）コンテンツ掲載 

関係団体等は、講習会情報に係るコンテンツの掲載マニュアル（注）に従って、講

習会情報に係るコンテンツを掲載します。 

（３）コンテンツ掲載後の修正 

委員会委員等は、ポータルサイトに掲載されたコンテンツについて、必要に応じて

事務局に修正を依頼します。 

（４）デモサイトに掲載されたコンテンツ掲載案の修正、確認 

修正依頼に応じて、事務局はコンテンツ掲載案に所要の修正を行い、修正を依頼し

た者は修正内容の確認を行います。 

（５）コンテンツの更新 

ポータルサイトのコンテンツを更新しようとする場合には、前述の（１）～（４）

の手続きに準じて行います。 

（注）本マニュアルとは別に、中大規模木造ポータルサイトに情報を入力するためのマニュ

アルを用意します。 

 

５．講習会情報に係るコンテンツ掲載案の作成方法 

ポータルサイトに講習会情報を掲載しようとする関係団体等は、次の要領により所要

事項を掲載して下さい。 

（１） 講習会の名称等 

講習会の名称のほか、実施主体、開催都市、実施日等を記入して下さい。 

（２） 講習会情報の説明文 

講習会情報の内容について、200 文字以内の文章で簡潔に紹介して下さい。当該技

術情報がどのような人向けに、どのような内容で、どのような点から参考になるのかわ

かりやすく記載して下さい。 

（３） 検索項目 
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ポータルサイトの利用者が講習会情報を検索する際に選択する次の検索項目のうち、

当該講習会はどれに該当するか記載して下さい。（一つの検索項目につき複数記載可） 

① 講習会の種類 

講習会・セミナー／シンポジウム／見学会／その他 

② 受講形式 

対面／Web・オンライン／DVD 配布 

③ 対象者 

意匠設計者／構造設計者／その他 

④ 講習内容 

意匠設計／材料／構造設計／防耐火設計／設備設計／耐久性・維持管理／環境・省

エネ／遮音・振動／積算／施工／コスト／木造の良さ 

⑤ 工法 

木造軸組／木造ラーメン／２×４／CLT パネル／混構造／その他 

 

６．担い手・サプライチェーン情報に係るコンテンツ作成、掲載の流れ 

ポータルサイトで情報提供する担い手・サプライチェーン情報について、ポータルサイ

トの利用者が知りたい最新情報を提供できるよう、以下の手順により、コンテンツの作

成からポータルサイトへの掲載、更新を行います。 

（１）コンテンツ掲載原案の作成 

ポータルサイトに担い手・サプライチェーン情報を掲載しようとする関係団体等は、

ポータルサイトに掲載する担い手・サプライチェーン情報に係るコンテンツの掲載案

を作成し、事務局に提出します。 

（２）コンテンツ掲載案の作成 

事務局は、関係団体から頂いたコンテンツの掲載原案をもとに、コンテンツ掲載案

を作成し、関係団体にコンテンツ掲載案を送ります。 

（３）コンテンツ掲載案の確認 

関係団体等は、事務局から送られたコンテンツ掲載案について確認し、必要に応じ

て事務局に修正を依頼します。 

（４）コンテンツ掲載案の修正、掲載 

修正依頼に応じて、事務局はコンテンツ掲載案に所要の修正を行い、ポータルサイ

トに担い手・サプライチェーン情報コンテンツを掲載します。 

（５）コンテンツ掲載後の修正 

委員会委員及び関係団体等は、ポータルサイトに掲載されたコンテンツについて、

修正の必要があれば、前述の（３）、（４）の手続きに準じて修正依頼、確認を行いま

す。 

（６）コンテンツの更新 
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ポータルサイトのコンテンツを更新しようとする場合には、前述の（１）～（４）

の手続きに準じて行います。 

 

７．担い手・サプライチェーン情報に係るコンテンツ掲載原案の作成方法 

ポータルサイトに担い手・サプライチェーン情報を掲載しようとする関係団体等は、別

添２の担い手・サプライチェーン情報に係るコンテンツの掲載案シートに次の要領により

所要事項を記入し、事務局に提出して下さい。 

（１） 担い手・サプライチェーン情報の名称 

担い手・サプライチェーン情報の名称を記入して下さい。 

（２） 担い手・サプライチェーン情報の説明文 

担い手・サプライチェーン情報の内容について、200 文字以内の文章で簡潔に紹介

して下さい。当該技術情報がどのような人向けに、どのような内容で、どのような点か

ら参考になるのかわかりやすく記載して下さい。 

（３） 検索項目 

① 情報提供種類 

構造設計者／施工者／プレカット工場・コンポーネント工場／木材・木質材料／その他 

 

８． 補助金情報に係るコンテンツ作成掲載の流れ 

ポータルサイトで情報提供する補助金情報について、ポータルサイトの利用者が知り

たい最新情報を提供できるよう、以下の手順により、コンテンツの作成からポータルサ

イトへの掲載、更新を行います。 

（１）コンテンツ掲載原案の作成 

ポータルサイトに補助金情報を掲載しようとする関係省庁等は、ポータルサイトに

掲載する設計技術情報に係るコンテンツの掲載原案を作成し、事務局に提出します。 

（２）コンテンツ掲載案の作成、コンテンツ掲載 

事務局は、関係省庁等から頂いたコンテンツの掲載原案をもとに、コンテンツ掲載

案を作成し、ポータルサイトにコンテンツを掲載します。 

（３）掲載されたコンテンツ掲載案の確認 

関係省庁等はポータルサイトに掲載されたコンテンツについて確認し、必要に応じ

て事務局に修正を依頼します。 

（４）掲載されたコンテンツ掲載案の修正、確認 

修正依頼に応じて、事務局はコンテンツ掲載案に所要の修正を行い、修正を依頼し

た者は修正内容の確認を行います。 

（５）コンテンツ掲載後の修正 

関係省庁等は、ポータルサイトに掲載されたコンテンツについて、時点修正等の必

要があれば、前述の（３）、（４）の手続きに準じて修正依頼、確認を行います。 
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（８）コンテンツの更新 

ポータルサイトのコンテンツを更新しようとする場合には、前述の（１）～（４）

の手続きに準じて行います。 

 

９．補助金情報に係るコンテンツ掲載原案の作成方法 

ポータルサイトに補助金情報を掲載しようとする関係省庁等は、別紙３の補助金情報

に係るコンテンツの掲載案シートに次の要領により所要事項を記入し、事務局に提出して

下さい。 

（１）補助金情報の名称等 

補助金情報の名称のほか、事業主体、募集期間等を記入して下さい。 

（２） 補助金情報の説明文 

補助金情報の内容について、200 文字以内の文章で簡潔に紹介して下さい。当該情

報がどのような人向けに、どのような内容で、どのような点から参考になるのかわかり

やすく記載して下さい。 

（３）検索項目 

ポータルサイトの利用者が補助金情報を検索する際に選択する次の検索項目のうち、

どれに該当するか記載して下さい。（複数記載可） 

① 利用可能地域の選択 

全国／北海道・東北／関東／中部／近畿／中国・四国／九州・沖縄 

② 応募者 

建築主／設計者／施工者／その他 

③ 対象建築 

公共建築／民間建築 

  ④ 対象事業  

    設計／建設／その他 

 

１０．表彰制度情報に係るコンテンツ作成、掲載の流れ 

ポータルサイトで情報提供する表彰制度情報について、ポータルサイトの利用者が知

りたい最新情報を提供できるよう、以下の手順により、コンテンツの作成からポータル

サイトへの掲載、更新を行います。 

（１）コンテンツ掲載原案の作成 

ポータルサイトに表彰制度情報等を掲載しようとする関係団体等は、ポータルサイ

トに掲載する表彰制度情報等に係るコンテンツの掲載案を作成し、事務局に提出しま

す。 

（２）コンテンツ掲載案の作成 

事務局は、関係団体から頂いたコンテンツの掲載原案をもとに、コンテンツ掲載案
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を作成し、関係団体にコンテンツ掲載案を送ります。 

（３）コンテンツ掲載案の確認 

関係団体等は、事務局から送られたコンテンツ掲載案について確認し、必要に応じ

て事務局に修正を依頼します。 

（４）コンテンツ掲載案の修正、掲載 

修正依頼に応じて、事務局はコンテンツ掲載案に所要の修正を行い、ポータルサイ

トに表彰制度情報コンテンツを掲載します。 

（５）コンテンツ掲載後の修正 

委員会委員及び関係団体等は、ポータルサイトに掲載されたコンテンツについて、

修正の必要があれば、前述の（３）、（４）の手続きに準じて修正依頼、確認を行いま

す。 

（６）コンテンツの更新 

ポータルサイトのコンテンツを更新しようとする場合には、前述の（１）～（４）

の手続きに準じて行います。 

 

１１．表彰制度情報に係るコンテンツ掲載原案の作成方法 

ポータルサイトに表彰制度情報を掲載しようとする関係団体等は、別添４の表彰制度

情報に係るコンテンツの掲載案シートに次の要領により所要事項を記入し、事務局に提出

して下さい。 

（１）表彰制度情報の名称等 

表彰制度情報の名称のほか、事業主体、募集期間等を記入して下さい。 

（３） 表彰制度情報の説明文 

表彰制度情報の内容について、200 文字以内の文章で簡潔に紹介して下さい。当該

情報がどのような人向けに、どのような内容で、どのような点から参考になるのかわか

りやすく記載して下さい。 

（３）検索項目 

ポータルサイトの利用者が表彰制度情報を検索する際に選択する次の検索項目のう

ち、どれに該当するか記載して下さい。（複数記載可） 

④ 利用可能地域の選択 

全国／北海道・東北／関東／中部／近畿／中国・四国／九州・沖縄 

⑤ 対象建築 

公共建築／民間建築 

⑥ 応募者 

建築主／設計者／施工者／その他 
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